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まえがき 

 

 

 この技術資料は、ＡＴＭ（Asynchronous Transfer Mode）伝送方式を用いた「ＡＴＭメガリンクサービス」に接続す

る技術的諸事項（ＮＣＴＥの機能的仕様）について情報を提供するものです。 

 また、西日本電信電話株式会社（以下「ＮＴＴ西」といいます。）は、本資料によって、利用者が接続する端末設備を含

めた通信システムとしての品質を保証するものではありません。 

 

  （注）ＮＣＴＥ：Network Channel Terminating Equipment 
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第Ⅰ編  用語の説明 
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英数字 
 

ＡＡＬ       ：ＡＴＭ Adaptation Layer 

           ＡＴＭアダプテーションレイヤ  上位レイヤから要求される機能を提供するために、上位                                     

           レイヤの信号をＡＴＭのセルに変換したり、ＡＴＭのセルから上位レイヤの信号に逆変換する 

           とともに、要求されるサービス品質を実現します。 

 

ＡＩＳ       ：Alarm Indication Signal 

           警報表示信号 

 

ＡＰＳ       ：Automatic Protection Switching 

           自動切替  制御信号を使い、端局間で故障した現用回線を自動的に予備回線に切替、復旧動 

                      作を行います。 

 

ＡＴＭ       ：Asynchronous Transfer Mode 

           非同期転送モード  セルを情報転送単位とする転送モード。１ユーザからの有効な情報を 

           転送するセル出現が必ずしも同期的でないことから非同期転送モードと呼びます。 

                       

ＡＴＭ Ｆｏｒｕｍ ：ATM Forum 

           ATM Forum技術委員会  標準化活動が目的でなく、ＡＴＭ及び関連製品の普及促進のた 

           めにシステム仕様を作成して、システムの実現を容易にすることが主眼の技術委員会です。 

                      

ＡＴＭレイヤ    ：Asynchronous Transfer Mode Layer 

             セルの多重／分離やセルヘッダの生成／抽出を行うレイヤです。 

 

ＡＵ        ：Administrative Unit 

           管理ユニット  ＳＤＨ伝送方式において高次パス（ＶＣ－３、ＶＣ－４）レイヤと多重化セ 

                      クションレイヤ（ＳＴＭ－ｎ）間の変換を行う伝送単位です。 

 

ＡＵ－４ポインタ  ：Administrative Unit – 4 pointer 

           ＡＵが収容される同期転送モジュールにフレーム位相と、高次ＶＣのフレーム位相の時間差をア 

                      ドレスで示すために付加するものです。 

 

ＢＩＰ－ｎ     ：Bit Interleaved Parity – n 

           セクション及びパスの誤り監視に用いる符号です。誤り監視を行う情報をｎビット毎に分割して、 

                      それぞれの偶数パリティを取る検査方法です。 

                               

Ｂ２        ：B2 

           伝送端局装置相互間の多重セクションの符号誤り監視に用いる誤り監視符号です。 

           ＳＴＭ－１では、３バイトのＢＩＰ－２４符号が用いられます。 

 

Ｂ３        ：B3 

           ＶＣ－４パスの誤り監視に用いるＢＩＰ符号です。ＢＩＰ－８符号が用いられます。 

 

ＣＤＶ       ：Cell Delay Variation 

           セル遅延変動  2つの測定点におけるセルの到着時刻を基として、どれだけ変動したかの量   

           です。 

 

ＣＤＶＴ      ：Cell Delay Variation Tolerance 

           セル遅延変動許容値  推定セル到着時刻よりも実際のセル到着時刻がどれだけ前に詰まっ 

           てもよいかを示します。 
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ＣＬＰ       ：Cell Loss Priority 

           セル損失優先表示  ネットワークの輻輳時に優先的に廃棄されるべきセルを表示するため 

           に用いる１ビット・フィールドです。 

                       

ＣＲＣ       ：Cyclic Redundancy Check 

           巡回冗長符号  巡回符号を用いた誤り検出及び訂正方式です。 

 

ＤＳ３       ：Digital Signal Level ３ 

           ４４．７３６Ｍbit/s（北米での3次群）で伝送されるデジタル信号です。 

 

ＥＰＤ機能          ：Early Packet Discard 

                      早期パケット破棄    ＥＰＤ機能はＡＡＬ５によってセル化されたデータに対してセル破棄が 

                      生じた場合、同じデータフレームに属するセルを伝送せず全て破棄し、有効セルのみを伝送す 

                      ることにより帯域を有効に活用する機能です。 

 

ＧＦＣ       ：Generic Flow Control 

           一般的フロー制御    媒体共有型ネットワークのアクセス制御です。 

 

ＨＥＣ              ：Header Error Control 

           ヘッダエラー制御  セルヘッダ全体に対して １ ビット誤り訂正、複数ビット誤り検出の２ 

                      つの能力を有します。 

 

ＩＴＵ－Ｔ     ：International Telecommunication Union -Telecommunication standardization sector 

           国際電気通信連合・電気通信標準化部門  国際間の電気通信を支障なく行うことを目的 

           とした通信網所有者側の標準化委員会です。 

                       

ＩＥＣ       ：International Electrotechnical Commission 

           ＩＥＣ標準  ＩＳＯの電気専門部会である国際電気標準会議です。電気の分野における国際 

           的な標準化を担当する機関であり、その内部は各分野に分かれたグループにて構成されていま 

           す。 

 

ＬＣＤ       ：Loss of Cell Delineation 

           セル同期外れ  セルヘッダの位置が識別できなくなった状態です。 

 

ＬＩ        ：Line Interface 

           伝送路インタフェース ＬＴとＮＴ１との接続条件を言いＮＴ１のＬＴ側の端子です。 

 

ＬＯＦ       ：Loss Of Frame 

           フレーム同期外れ  ＳＴＭ－ｎのフレーム同期パターンが検出できなくなりフレーム先頭 

                      が識別できなくなった状態です。 

 

ＬＯＰ       ：Loss Of Pointer 

           ポインタ異常  ＳＤＨのポインタ値が不明となる状態です。 

 

ＬＯＳ       ：Loss Of Signal 

           入力断  信号振幅が所定時間にわたって規定の値より低下し、ビットの識別ができなくなっ 

                      た状態です。 

 

ＬＴ        ：Line Termination 

           専用回線の専用サービス取扱所内における終端装置です。 
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ＭＳＯＨ      ：Multiplex Section Over Head 

           端局セクションオーバーヘッド  ＳＴＭ－ｎまたはＳＴＭ－０のＳＯＨ内の第5行から第 

                      ９行の部分です。多重セクションの終端点で、終端されます。 

 

ＭＳ－ＡＩＳ    ：Multiplex Section – Alarm Indication Signal 

           受信多重セクション故障  多重セクションの途中、故障が発生したとき、その下流に                      

           伝える信号です。 

 

ＭＳ－ＥＲＲ    ：Multiplex Section – Error 

           受信多重セクション誤り発生  多重セクションの誤りを監視しているＢ２バイトで誤りが 

                      検出されることです。 

 

ＭＳ－ＲＤＩ    ：Multiplex Section – Remote Defect Indication 

           送信多重セクション故障  多重セクション故障を上流方向に通知する信号です。 

 

ＭＳ－ＲＥＩ    ：Multiplex Section – Remote Error Indication 

           送信多重セクション誤り発生  多重セクションで誤りを検出したことを上流方向に通知 

                      する信号です。 

 

ＮＤＦ       ：New Data Flag 

           新規データフラグ  Ｈ１バイトの１～４ビットで構成されたポインタオフセット値を即時 

                      に変更することを通知する信号です。 

 

ＮＲＺ       ：Non Return to Zero 

符号論理値‘０’と‘１’をそれぞれ１パルス幅とする符号形式です。 

正論理のとき、論理値‘０’をＬＯＷ、論理値‘１’をＨＩＧＨレベルに符号化します。 

 

ＮＴ１       ：Network Termination １ 

           ＴＥ／ＮＴ２からの信号を伝送路インタフェースの信号に変換して送出し、また伝送路インタ 

フェースから送出されてきた信号をＴＥ／ＮＴ２の信号に変換する装置です。 

（ＮＴＴコムが提供する回線終端装置等に相当） 

 

ＮＴ２       ：Network Termination ２ 

           ＴＥからの信号の多重化などを行って、ＮＴ１へ信号を送出し、またＮＴ１からの信号を分離 

                      などを行って、ＴＥ送出する装置です。お客様が持つＡＴＭ－ＳＷに相当します。 

 

ＯＡＭ       ：Operation Administration and Maintenance 

           運用保守機能  以下の５つに分類されます。 

① 性能モニタ 

網品質をモニタし、性能情報を作成する機能。 

② 欠陥・故障検出 

欠陥・故障を検出し、保守情報・各種アラームを作成する機能。 

③ システムプロテクション 

故障時に、故障系を切り離し予備系に切り替える機能。 

④ 故障または性能情報 

他の機能により得られた故障情報等を応答し、他へ通知する機能。 

⑤ 故障点の特定 

故障情報が不十分な場合に、試験システムにより故障点を特定する機能。 

 

ＯＡＭ Ｔｙｐｅ  ：Operation Administration and Maintenance Type 

           運用保守機能タイプ  ＯＡＭセル中のペイロードの4ビット値フィールド。ＯＡＭセル管 

理機能の種別を表わします。 
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ＯＳＩ       ：Open System Interconnection 

           開放型システム間相互接続 

 

ＰＬＣＰ      ：Physical Layer Convergence Protocol 

           物理 レイヤ コンバージェンス プロトコル 

 

ＰＣＲ       ：Peak Cell Rate 

           最大セル速度  ユーザの各ＶＰ／ＶＣにおいて、セルを網に送出できる時間間隔 

                      の最小値の逆数です。つまり、単位時間あたりに転送できるセル数の最大値を意味します。 

 

ＰＯＨ       ：Path Over Head 

            ＳＤＨのパスのオーバーヘッドでパスの保守信号に用いられます。 

                      ＶＣ－４パスでは、ＶＣ－４フレームの１列目に位置します。 

 

ＰＴ        ：Payload Type 

           情報フィールドタイプ   

 

ＰＴＩ       ：Payload Type Identifier 

           情報フィールドタイプ識別子  セルのペイロードの中身または、輻輳の有無を表示する 

                      ビットです。 

 

Ｐ－ＡＩＳ     ：Path – Alarm Indication Signal 

            受信パス故障  パスが故障していることを下流に通知する信号です。 

 

Ｐ－ＲＤＩ     ：Path – Remote Defect Indication 

            送信パス故障  パスが故障していることを上流方向に通知する信号です。 

 

Ｐ－ＥＲＲ     ：Path – Error 

           受信パス誤り発生  Ｂ３バイトのＢＩＰ符号で誤りを検出している状態です。 

 

Ｐ－ＲＥＩ     ：Path – Remote Error Indication 

           送信パス誤り発生  Ｂ３バイトのＢＩＰ符号で検出した誤りビット数を上流方向に伝達す 

           る信号です。 

 

ＲＳＯＨ      ：Regenerator Section Over Head 

           中継セクションオーバーヘッド  ＳＴＭ－ｎ または ＳＴＭ－０ 内の第１行から第３行 

           の部分をいいます。中間中継装置で終端されます。 

 

Ｒ－ＩＮＨ     ：Receiver INHibit 

           ＡＴＭ－ＤＳＵ、ＡＴＭ－ＯＮＵ等のＮＴ１の電源断によってＬＴに発生する入力断、フレーム 

           同期外れ等の警報を阻止するためＮＴ１が電源断時に出す信号です。 

 

ＳＤ        ：Signal Degrade 

           信号劣化  信号のビット誤り率規定の限度より劣化する状態です。 

 

ＳＤＨ       ：Synchronous Digital Hierarchy 

           同期デジタルハイアラーキ  ＩＴＵ－Ｔで標準化されたデジタル伝送のハイアラーキで 

           あり、物理伝送網を用いて種々のパス速度に対応してペイロードの伝送ができるようになって 

           います。 

                       

ＳＦ        ：Signal Fail 

信号不良  セクション切替のトリガとなる伝送故障を示します。 
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ＳＯＨ       ：Section Over Head 

           ＳＴＭ－ｎを構成する際にペイロードに付加するもので、 

           フレーム同期信号、保守信号、情報モニタ等の諸機能を有します。 

 

ＳＴＭ       ：Synchronous Transfer Mode 

           同期転送モード 

 

ＳＴＭ－ｎ     ：Synchronous Transfer Mode – Level ｎ 

           同期転送モード レベル ｎ  ｎ個のＳＴＭ－１をバイト単位で多重します。 

                      インタフェース速度は、ｎ×１５５．５２Ｍbit/sです。 

 

ＳＴＭ－１     ：Synchronous Transfer Mode– Level １ 

           同期転送モード レベル １  新同期インタフェースの基本伝送単位であり、１フレームが 

           ２７０バイト×９列の信号で構成されます。 １２５μsec.毎に１フレームが伝送されるのでイ 

           ンタフェ－ス速度は、１５５．５２Ｍbit/sとなります。 

                       

ＴＣＰ／ＩＰ        ：Transmission Control Protocol ／Internet Protocol 

                      米国国防総省が開発したでコンピュータ間ネットワークを構築するための国際標準プロトコルの 

           一種です。インターネットの標準的な通信プロトコルとして使用されています。 

 

ＴＥ        ：Terminal Equipment 

           ＮＴ１／ＮＴ２に接続し、データの送受信を行う装置です。 

 

ＴＴＣ       ：the Telecommunication Technology Committee 

           電信電話技術委員会  電気通信の公正な競争市場を確保しキャリア、メーカー、ユーザ間 

           の信頼を維持するため、国内に電気通信に関する民間標準を策定し、電気通信分野における標準 

           化に貢献する機関です。 

 

ＵＮＩ       ：User Network Interface 

           ユーザ・網インタフェース  ＮＴ１とＮＴ２／ＴＥとの接続条件をいい、ＮＴ１のＴＥ側 

           の端子とします。 

 

ＵＰＣ       ：Usage Parameter Control 

           使用量パラメーター制御 

 

ＶＣ        ：Virtual Channel 

           論理的な通信路をＶＣ（バーチャルチャネル）と呼びます。ＡＴＭ 

           では、ＡＴＭセル毎に付与されるセルヘッダ内にＶＣＩ（バ－チャルチャネル識別子）を持ち、 

           １つの物理インタフェースに複数ＶＣを設定できます。 

 

ＶＣＣ       ：Virtual Channel Connection 

           同一伝送路上のセルの流れをグループ化するための 

                      論理コネクションで、ＶＣＩの変換ルールで形成される通信路を表します。 

 

ＶＣＩ       ：Virtual Channel Identifier 

           バ－チャル チャネル 識別子  多重化された複数のＶＣの中からＶＣを識別するための識 

                      別番号です。ＶＣＩを用いることにより、ネットワークあるいは端末でチャネル種別を識別する 

                      ことができます。 

 

ＶＣ－ＡＩＳ    ：Virtual Channel – Alarm Indication Signal 

           ＶＣ故障  ＶCCで起きた故障を下流に通知する信号（セル）です。 
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ＶＣ－ＲＤＩ    ：Virtual Channel – Remote Defect Indication 

ＶＣ故障  ＶCCで起きた故障を上流に通知する信号（セル）です。 

 

ＶＣ－４      ：Virtual Container – 4 

           ＳＤＨの高次パスを伝送する信号です。１５５．５２Ｍbit/sを伝送します。 

 

ＶＣ－４－４ｃ   ：Virtual Container - 4－4 concatenation 

バーチャル コンテナ －４－４連結  ＳＤＨの高次パスを伝送する信号です。 

６２２．０８Ｍbit/sを伝送します。 

 

ＶＰ        ：Virtual Path 

ＶＣを束ねた論理的な通信路。ＶＣと同様に、セルヘッダ内にＶＰＩ 

（バーチャルパス識別子）を持ち、復数ＶＰを設定できます。 

 

ＶＰＣ       ：Virtual Path Connection 

同一伝送路上のセルの流れをグループ化するための論理コネクションで、 

ＶＰＩの変換ルールで形成される通信路を表します。 

 

ＶＰＩ       ：Virtual Path Identifier 

           バーチャル パス識別子   多重化された複数のＶＰの中からＶＰを識別するための識別番 

                      号です。ＶＰＩを用いることにより、パスを識別することができます。 

 

ＶＰ－ＡＩＳ    ：Virtual Path – Alarm Indication Signal 

           ＶＰ故障  ＶＰＣで起きた故障を下流に通知する信号（セル）です。 

 

ＶＰ－ＲＤＩ    ：Virtual Path – Remote Defect Indication 

           ＶＰ故障  ＶＰＣで起きた故障を上流に通知する信号（セル）です。 

 

１芯式              ：アクセス区間に光ファイバケーブル１芯を用いる方式。（ＰＤＳ方式） 

 

２芯式              ：アクセス区間に光ファイバケーブル２芯を用いる方式。（ＳＳ方式） 

  

４Ｂ５Ｂ符号化   ：４Ｂ５Ｂ符号化 

           ４ビットのデータを５ビットに符号化する方式です。 
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日本語 
 

空きセル      ：ＡＴＭレイヤから有効セルを物理レイヤに送出したときに速度調整のため挿入・抽出されるセ 

                     ルです。セル同期以外の用途には使用しません。 

 

アンアサインドセル ：ＡＴＭレイヤのセルの中でペイロードにユーザの情報を運んでいないセルです。送信すべきユー    

           ザ情報がない時でも、ＧＦＣ情報のみを転送するために使用されるセルです。ＡＴＭフォーラム 

           仕様の端末では、このセルを速度調整に用いる場合があります。 

                                        

インタフェース速度 ：インタフェースのビットレートです。つまり、インタフェースペイロードとインタフェースオ 

                     ーバーヘッドの合計ビットレートです。 

 

最低保証速度        ：ＡＴＭシェアリンクサービスでは、帯域を共有されている他のお客様のﾄﾗﾋｯｸに関わらず、常に 

ご利用できる速度です。最低保証速度はＮＴＴ西網内の設定パラメータとなりますので、お客様

の端末設備において設定する必要はありません。本資料では、ｍＣＲと記述する場合があります。 

 

ジッタ        ：パルス列において正規の位置から時間的に前後にずれることです。熱雑音や外部雑音に起因 

                     するランダムジッタとパルスパターンの変化タイミング回路の離調等に起因するパターンジッ 

                     タがあります。 

 

スプリッタ     ：光分配器。ＰＤＳ方式において、光信号を複数の光ファイバに分配します。 

 

セル        ：固定長（５３バイト）の情報伝送単位です。５バイトのセルヘッダと４８バイトのペイロード 

                     から成ります。 

 

専用サービス取扱所 ：専用サービスの業務を行うＮＴＴ西の事業所です。 

 

端末設備      ：専用回線の一端（ＮＴＴ西の線路設備から最短距離にある配線盤）に接続される電気通信設備 

であって、その設置場所が同一構内（これに準ずるものを含みます。）または、同一建物内に 

あるものをいいます。 

 

電気通信回線設備  ：電気通信回線を提供するための機械、器具、線路、その他の電気的設備です。 

 

伝送ｺﾝﾊﾞｰｼﾞｪﾝｽｻﾌﾞﾚｲﾔ：ｾﾙ流を物理媒体上で送受可能なﾃﾞｰﾀﾕﾆｯﾄ流に変換する上で必要な全ての機能を実現するﾚｲﾔです。 

                     

光ＡＴＴ      ：光減衰器。光ファイバーケーブル長が、最小中継区間より大幅に短い場合に、光受信盤への入 

                     力パワーを適当な値に調整するために使用します。 

 

非保証速度          ：ＡＴＭシェアリンクサービスでは、トラヒックに応じて実際に通信できる速度は最低保証速度 

                      以上、ＰＣＲ以下の範囲で変化します。本資料では、最低保証速度を越えた速度を非保証速度 

                      と呼びます。 

 

分界点       ：電気通信回線設備の一端と端末設備との接続点です。 

 

ペイロード     ：セルを構成している４８バイトのユーザ情報フィールドです。 

 

無効セル      ：空きセル以外で、ヘッダ誤りが検出され、かつ、それが訂正できなかったセルです。物理レイ 

                     ヤで廃棄されます。 

 

有効セル      ：空きセル以外で、ヘッダ誤りを含まないセル、あるいはヘッダ誤りが訂正されたセルです。ヘ 

                      ッダ誤りを含むにもかかわらず、誤りが検出されなかった場合も有効セルとみなされます。 
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第Ⅱ編  ＡＴＭ概要 
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１ ＡＴＭネットワークとは 

 

１．１ ＡＴＭネットワークの概要 

     ＡＴＭネットワークとは、ＡＴＭ技術を用いた高速データ転送方式のネットワークです。全ての情報をセル 

    と呼ばれる固定長の情報単位に分割して行うため、高速のデータ転送が可能となります。また、情報を転送し 

    たいときに有効なセルのみを転送する方式のため、低速から高速までの情報転送速度を実現できます。 図１． 

    １にＡＴＭの原理とＡＴＭセルフォーマットを示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．１    ＡＴＭの原理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進行方向 

ＡＴＭセルのフォーマット 
ヘッダ ペイロード 

（情報フィールド） 
48ﾊﾞｲﾄ 5ﾊﾞｲﾄ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ ヘッダ 
 （宛先ラベル） 

ヘッダ 
 （宛先ラベル） 

送信情報 

受信情報 

セルを組立 

セルへ分解 

発端末 

着端末Ｃ 

着端末Ｂ 

着端末Ａ 

ＰＣ＋ＡＴＭボード 

ＰＣ＋ＡＴＭボード 

セルはヘッダで 
行き先を決定 

ＡＴＭネットワーク 

情報を固定長 
（48ﾊﾞｲﾄ）に分解 

48 ﾊ゙ ｲﾄ 

情報 

48 ﾊ゙ ｲﾄ 

情報 
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          セルヘッダには、ユーザ・網インタフェースにおける宛先を示す識別子が格納されており、この識別子を用 

    いて各セルは宛先に転送されます。識別子には、ＶＣを識別するＶＣＩと、ＶＣを束ねたＶＰを識別するＶＰＩ 

        があり、１本のＶＣはＶＰＩとＶＣＩの組み合わせによって識別されます。図１．２にコネクションと識別子を 

        示します。 

 

 

 

 

                                                           

 

 

 

 

 

 

図１．２   コネクションとその識別子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＶＰ（ＶＰＩｘ） 

物理媒体 

ＶＣ（ＶＣＩa） 

ＶＣ（ＶＣＩb） 

・  
・  

・  
 

・  

・  

・  
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１．２  プロトコル構成 

     ユーザと網のプロトコル処理の分担を図１．３に、各レイヤの機能の概要を表１．１に示します。ＡＡＬ以 

        上のレイヤにおけるプロトコルはユーザ～ユーザ間で実行します。 

 

 ３ 上位レイヤ    上位レイヤ 

 

 
２ 

ＡＡＬ  ＡＡＬ  ＡＡＬ 
 

 

ＡＴＭレイヤ  ＡＴＭレイヤ  ＡＴＭレイヤ 
 

１ 
物理レイヤ  物理レイヤ  物理レイヤ 

 

             お客様             ネットワーク                        お客様 

 

ＡＡＬ：ATM Adaptation Layer 

 

    （注）ＡＴＭ専用サービスにおいて網が関与するレイヤは物理レイヤとＡＴＭレイヤのみです。 

        ＡＡＬ以上のレイヤにおけるプロトコルはユーザ～ユーザ間で実行します。 

 

図１．３  ユーザと網のプロトコル処理の分担 

 

 

表１．１  各レイヤと機能概要 

 

レ イ ヤ 機 能 概 要 

上位レイヤ ・上位レイヤ機能 

ＡＡＬ 
・セル分割／組立 

・誤り制御       など 

ＡＴＭレイヤ 

・セルヘッダ生成／抽出 

・ＶＰＩ／ＶＣＩルーティング 

・セル多重／分離機能 

物理レイヤ 

伝送 

コンバージェンス 

サブレイヤ 

・セル流速度整合 

・ＨＥＣシーケンス生成／検出 

・セル同期 

・伝送フレームへのマッピング 

・伝送フレーム生成・終端 

物理媒体 

サブレイヤ 

・ビットタイミング 

・物理媒体 
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１．２．１  物理レイヤ 

     物理レイヤは、二つのサブレイヤに分かれています。 

（１） 物理媒体サブレイヤ 

物理媒体サブレイヤは、物理媒体に依存する機能のみを持ちます。具体的には、伝送路符号化、電 

気―光変換機能等を意味します。 

（２） 伝送コンバージェンスサブレイヤ 

伝送コンバージェンスサブレイヤは、セル流を物理媒体上で送受できるデータユニット伝送フレー 

ムにマッピングする上で必要な、全ての機能を実現します。具体的には、ＡＴＭレイヤからのセル 

流を伝送路上に流し速度整合をとり、伝送路から受信したセル境界を識別、セルのヘッダ部の誤り検

査／訂正をするなどの機能があります。 

 

１．２．２  ＡＴＭレイヤ 

     ＡＴＭレイヤは物理レイヤの上で、多様なサービスや速度に汎用な情報伝送方式を提供するものです。ＡＴ 

    Ｍレイヤの特性は、物理媒体と独立です。ＡＴＭレイヤの機能としては、セル多重／分離機能、ＶＰＩとＶＣ 

    Ｉのルーティング機能、セルヘッダの生成／識別機能等があります。 

 

     ＡＴＭセルはセルヘッダとペイロード（情報フィールド）で構成されています。セルヘッダの主な役割は非 

        同期時分割多重されたセル流から、同じコネクションに属するセルを識別することです。コネクションの転送 

        容量は、ユーザと網で取り決めます。ＡＴＭ専用サービスでは、ＶＰ/ＶＣ内のセル順序は保証されます。 Ａ 

        ＴＭレイヤは、セルのぺイロードを全く処理せず（誤り制御など）透過的に転送します。 

     本章の規定は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ１５０ （ＡＴＭ機能特性）、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６１（ＡＴＭレイヤ仕 

    様）、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０（運用保守原則と機能）、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１（トラヒック制御と輻輳制 

    御）に準拠しています。 

 

１．２．３  ＡＡＬ 

     ＡＡＬの機能は、上位レイヤから要求される機能を提供するためにＡＴＭレイヤと上位レイヤとの間の対応を 

        とるとともに、要求されるサービス品質を実現することです。 
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２ ＡＴＭネットワークサービス 

 

２．１ ＡＴＭネットワークサービスの概要 

ＮＴＴ西が提供するＡＴＭネットワークサービスには、ＶＰ単位でサービスを提供するＡＴＭメガリンクサー

ビス（第１種ＡＴＭ専用サービス）があります。 

ＡＴＭメガリンクサービスは、０．５Ｍbit/s及び１Ｍbit/s～１３５Ｍbit/sまでの回線速度を提供でき、１Ｍbit/s

～１３５Ｍbit/sまでは１Ｍbit/sきざみに回線設定が可能です。複数回線を端末区間で多重することが可能で、２

芯式のサービスの場合は、最大１３５Ｍbit/s まで回線を多重でき、１芯式のサービスの場合は、４４Ｍbit/s ま

で回線を多重できます。端末回線多重を行うことで、アクセス区間の経済化を図ることができます。 

ＡＴＭメガリンクサービスは、同一ＵＮＩのユーザ・網インタフェース（２芯式の場合でＮＴ１をＮＴＴ西よ

り提供しない場合は伝送路インタフェースでも可）で多重してご利用いただけます。 

 

     

 

２．２  ＡＴＭネットワークサービスの特徴 

     ＮＴＴ西の専用サービスが従来提供している高品質の考え方とは別に、「グレード化」をキーワードとしてお客 

        様のご要望に応じた回線容量の提供、バックアップ側の回線の利用など多様化するニーズに応えるサービスを提 

        供します。 

          また、ネットワークのオープン化を考慮して中継区間と端末区間に分けた形態でサービスの提供をすることと 

        しています。 
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第Ⅲ編  ＡＴＭメガリンクサービス 

０．５Ｍbit/s～１３５Ｍbit/s 
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１ サービスの概要 

 

１．１  概要 

     本サービスは、ＡＴＭ伝送方式を用いて０．５Ｍbit/s～１３５Ｍbit/sの高速・広帯域ディジタル回線（Ｖ 

    Ｐ）を提供するサービスです。 

     この回線は、分界点（注１）、伝送路インタフェース（注２）、またＮＴＴ西が提供するＮＴ１等を設置し、ユーザ・ 

    網インタフェース（注３）での利用ができます。お客様がＮＴ１を含む全ての端末設備を設置し、データ伝送等に 

    利用することもできます。 

 

     （注１）第Ⅳ編 伝送路インタフェース １．２ 分界点 参照 

     （注２）第Ⅳ編 伝送路インタフェース 参照 

     （注３）第Ⅴ編 ユーザ・網インタフェース 参照 

 

 

１．２  サービス品目の種類とインタフェース 

（１） サービス品目の種類を表１．１に、サービス品目の構成図（例）を図１．１ａ、ｂ、ｃに示します。 

 

表１．１  サービス品目の種類（基本サービス） 

 

サービスクラス 

（中継区間） 
概          要 サービス品目 

シングルクラス 

[エコノミークラス] 
中継区間において、予備伝送路を持たないサービス 

０．５Ｍbit/s 

及び 

１Ｍbit/s～ 

   １３５Ｍbit/s 
（１Ｍbit/きざみに 

 設定可能） 

デュアルクラス 

[通常クラス] 

中継区間において、予備伝送路を有しており、故障時に自動切替で回

線帯域を保証するサービス 

エクストラクラス 

[セカンドクラス] 

１契約でメインパス、サブパスという２つのＶＰを提供するサービス 
＊サブパスは通常、通信可能（サブパス自体の予備なし）ですが、メインパス故障時（中

継区間）にはサブパスの帯域をメインパスがバックアップで使用するため、サブパスの伝

送品質が劣化し使用できないことがあります。 

 

     ※契約速度 ４０Ｍbit/sの場合 

 

 

シングルクラスのイメージ 

図１．１ａ  サービス品目の構成図（例） 
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    ※契約速度 ４０Ｍbit/sの場合 

 

 

 

デュアルクラスのイメージ 

 

図１．１ｂ  サービス品目の構成図（例） 
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  ※契約速度 ４０Ｍbit/sの場合 

 

 

エクストラクラスのイメージ 

 

図１．１ｃ  サービス品目の構成図（例） 

 

（２） サービス品目とインタフェース速度の関係を表１．２に示します。 

 

表１．２  サービス品目とインタフェース速度の関係 

 

端末区間

（方式） 
概    要 

インタフェース速度 

サービス品目 伝送路インタフェース 

（ＬＩ） 

ユーザ・網 

インタフェース（ＵＮＩ） 

１芯式＊ 

端末区間に１芯式を用

いＵＮＩのみ提供 

（ＮＴＴ西がＮＴ１を

設置） 

提供しません 

２５．６Ｍbit/s 

（ＴＴＣ標準 

 ＪＴ－Ｉ４３２．５準拠） 

0.5Mbit/s及び 

1Mbit/s～24Mbit/s 

（1Mbit/sきざみ） 

４４．７３６Ｍbit/s 

（ＩＴＵ－Ｔ勧告 

 Ｇ．７０３準拠） 

0.5Mbit/s及び 

1Mbit/s～40Mbit/s 

（1Mbit/sきざみ） 

１５５．５２Ｍbit/s 

（ＴＴＣ標準 

 ＪＴ－Ｇ９５７準拠） 

（ＡＴＭ－Ｆｏｒｕｍ準拠） 

0.5Mbit/s及び 

1Mbit/s～44Mbit/s 

（1Mbit/sきざみ） 

２芯式＊＊ 

端末区間に２芯式を用

いてＵＮＩまたはＬＩ

にて提供 

（ＮＴＴ西もしくはお

客様がＮＴ１を設置） 

１５５．５２Ｍbit/s 

（ＴＴＣ標準 

 ＪＴ－Ｇ９５７準拠） 

１５５．５２Ｍbit/s 

（ＴＴＣ標準 

 ＪＴ－Ｇ９５７準拠） 

（ＡＴＭ－Ｆｏｒｕｍ準拠） 

0.5Mbit/s及び 

1Mbit/s～135Mbit/s 

（1Mbit/sきざみ） 

     ＊１芯式 ：図２．１、２．２参照 

     ＊＊２芯式：図２．３、２．４参照 
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１．３  規定項目 

 １．３．１  １芯式を用いた場合の規定項目 

     １芯式を用いた場合に、ユーザ・網インタフェースにおいて規定する項目を表１．３に示します。 

 

表１．３  規定項目一覧 

 

項   目 概              要 

インタフェース速度 １５５．５２Ｍbit/s ４４．７３６Ｍbit/s ２５．６Ｍbit/s 

最大合計帯域（注） ４４Ｍbit/s ４０Ｍbit/s ２４Ｍbit/s 

通信形態 固定接続型ＶＰ （ＶＰサービス） 

ＶＰＩ ＶＰＩ：０～１２７ 

ＰＣＲ  
各ＶＰの最大セル速度です。ＶＰ速度単位にＸMbit/s で表現される値を指定しま

す。（“トラヒック制御”及び付属参考資料参照） 

ＣＤＶＴ 

発端末→網方向：“トラヒック制御”参照 

※ 発端末においては、ＶＰ単位にシェーピングを行い、網へ送出する必要があ  

  ります。 

ＣＤＶ 

網→着端末方向：１．５ms以下 

（デュアルクラス、シングルクラス、エクストラクラスのメインパスの場合） 

   ※エクストラクラスのサブパスについては保証しません。 

      

         網では、高速化を実現するためにＡＴＭレイヤ以下の機能のみを具備しています。従って、網ではセル転送 

    のためヘッダの必要最小限の誤り検出／訂正のみを行います。輻輳などによって万一セルを紛失した場合も、 

    網による再送等を行いませんので、ユーザ側で必要に応じてフロー制御、再送処理等をサポートすることが必 

    要となります。 

 

    （注）「最大合計帯域」とは、各ＶＰのＰＣＲの和として提供可能な最大値です。 

UNI上でのCDV、及び速度メニューの組み合わせによっては、最大合計帯域まで使用できない 

場合があります。（表５．４参照） 
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１．３．２  ２芯式を用いた場合の規定項目 

     ２芯式を用いた場合に、ユーザ・網インタフェースにおいて規定する項目を表１．４に示します。 

 

表１．４  規定項目一覧 

項   目 概              要 

インタフェース速度 １５５．５２Ｍbit/s 

最大合計帯域 １３５Ｍbit/s(注１) 

通信形態 固定接続型ＶＰ （ＶＰサービス） 

ＶＰＩ ＶＰＩ：０～２５５ 

ＰＣＲ 

各ＶＰの最大セル速度です。ＶＰ速度単位にＸMbit/sで表現さ

れる値を指定します。 

（“トラヒック制御”及び付属参考資料参照） 

ＣＤＶＴ 

発端末→網方向：０．７２ms以下 

※ 発端末においてＶＰ単位にシェーピングを行い、網へ送出す 

 る必要があります。 

ＣＤＶ 

網→着端末方向：１．５ms以下 

（デュアルクラス、シングルクラス、エクストラクラスのメ   

 インパスの場合） 

  ※エクストラクラスのサブパスについては保証しません。 

ＮＴ１／ＮＴ２の 

クロックモード 

ＮＴ１／ＮＴ２→網方向のクロックモードは、網→ＮＴ２／Ｎ

Ｔ１方向のクロックに合わせる必要が有ります。（注２） 

           

     （注１）最大セルレートは、３１７，８８６セル/秒になります。 

（注２）２芯式の場合に限り網からのクロックが供給できなくなった場合、ＮＴ１が自走するクロック供給 

                  を行います。（精度は、±２０ppm、網からの供給と同じです。） 

           

     網では、高速化を実現するためにＡＴＭレイヤ以下の機能のみに具備しています。従って、網ではセル転送 

    のためのヘッダの必要最小限の誤り検出／訂正のみを行います。輻輳等によって万一セルを紛失した場合も、 

    網による再送等を行いませんので、ユーザ側で必要に応じてフロー制御、再送処理等をサポートすることが 

    必要となります。 
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１．４  回線保守信号の転送 

ユーザ・網インタフェース及び伝送路インタフェースにおける主な回線保守信号の転送例を図１．２に示し 

    ます。 

     ＬＯＳ   ：入力断 

     ＭＳ－ＲＤＩ：送信多重セクション故障 

     Ｐ－ＡＩＳ ：受信パス故障 

      Ｐ－ＲＤＩ ：送信パス故障 

     ＶＰ－ＡＩＳ：受信ＶＰ故障 

     ＶＰ－ＲＤＩ：送信ＶＰ故障 

（注）図は２芯式における転送例であり、１芯式では図と異なる場合があります。 

図１．２  回線保守信号の転送例 

：発出

TE/NT2 NT1 LT NT1 TE/NT2LT
VP-AIS ｾﾙ

VP-AIS ｾﾙ

VP-AIS ｾﾙ

VP-RDI ｾﾙ

VP-RDI ｾﾙ

VP-RDI ｾﾙ

VP-RDI ｾﾙ

VP-RDI ｾﾙ

LOS

LOS

LOS

LOS

LOS

MS-RDI

MS-RDI

MS-RDI

MS-RDI

（MS-RDI）

P-AIS

（P-AIS）

：検出
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２ 回線構成 

 

２．１  １芯式を用いた場合の回線構成 

１芯式を用いた場合の回線構成を図２．１に示します。図２．１は両端とも１芯式を用いた回線構成例ですが、 

    一方を１芯式で他方を２芯式という回線構成も可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注１）▼：電気通信回線設備と端末設備との分界点 

図２．１  １芯式の場合の回線構成例 

 

 

     １芯式の概要 

     １芯式を用いた場合の回線構成の概要を図２．２に示します。 

     光ファイバとスプリッタを用いてＬＴとＮＴ１間をマルチポイント接続し、通信を実現する方法です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．２  １芯式 

 

ＴＥ ＮＴ２ ＮＴ１ 

ＴＥ ＮＴ２ ＮＴ１ 

ＮＴ２ 

ＮＴ２ 

ＮＴ２ 

ＮＴ１ 

ＴＥ 

ＮＴＴ西 

１５０Ｍbit/s 

ＬＴ 

スプリッタ 

お客様ビル内 

お客様ビル内 

お客様ビル内 

ＵＮＩ 

ＮＴＴ西 

ＬＴ 

ＮＴＴ西 

ＮＴ２ ＮＴ１ 

ＴＥ 

ＴＥ 

ＴＥ 

ＵＮＩ（注１） ＬＴ 

ＴＥ 
ＮＴ２ ＮＴ１ 

ＵＮＩ（注１） 

電気通信回線設備 

端末区間 端末区間 中継区間 

お客様ビル内 お客様ビル内 

ＴＥ 

ＴＥ 

ＵＮＩ 

ＵＮＩ 
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２．２  ２芯式を用いた場合の回線構成 

２芯式を用いた場合の回線構成を図２．３に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     （注１）ＮＴＴ西のＮＴ１を設置した場合 

     （注２）▼：電気通信回線設備と端末設備との分界点 

 

図２．３  ２芯式の場合の回線構成 

 

     ２芯式の概要 

     ２芯式を用いた場合の回線構成の概要を図２．４に示します。 

          ＬＴとＮＴ１間をポイントポイント接続し、通信を実現する方法です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．４  ２芯式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＴＴ西 

ＬＴ 

ＮＴＴ西 

ＮＴ２ ＮＴ１ 

ＴＥ 

ＴＥ 

ＴＥ 

ＵＮＩ（注１） ＬＴ 

ＴＥ 
ＮＴ２ ＮＴ１ 

ＵＮＩ（注１） 

電気通信回線設備 

端末区間 端末区間 中継区間 

お客様ビル内 お客様ビル内 

１５０Ｍbit/s 

ＬＴ 

ＴＥ ＮＴ２ ＮＴ１ 

お客様ビル内 

ＵＮＩ ＬＩ 

ＮＴＴ西 

ＬＩ 

（注２） 

ＬＩ 

（注２） 
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３ 付加サービス 

 

３．１  端末回線多重サービス 

     同一設置場所でご利用いただいている複数契約のＡＴＭメガリンクサービス回線（異対地の複数ＶＰ）を同 

        一端末区間の伝送路インタフェース上で多重して提供するサービスです。端末区間で各契約回線に割り当てられ   

    るＶＰＩは異なります。 

 

     図３．１は、１５０Ｍbit/sの伝送路インタフェース上に、２Ｍbit/s、３Ｍbit/s、５Ｍbit/s、１０Ｍbit/sのＡ 

    ＴＭメガリンクサービスの回線を多重した場合の利用形態を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．１  端末回線多重サービス（構成例） 

 

端末回線多重サービスは、１芯式、２芯式ともにご利用になれます。ただし、１芯式の場合、２５Ｍbit/sの 

    ＵＮＩでは合計容量が２４Ｍbit/s以下、４５Ｍbit/sのＵＮＩの場合は４０Ｍbit/s以下、１５０Ｍbit/sのＵＮＩ 

    の場合は４４Ｍbit/s以下になります。多重できるＶＰの数は、トラヒック制御の章を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LT 

ＮＴＴ西収容ﾋﾞﾙ 

Ａ拠点へ ２Ｍbit/s 

Ｂ拠点へ ３Ｍbit/s 

Ｃ拠点へ １０Ｍbit/s 

Ｄ拠点へ ５Ｍbit/s 

１５０Ｍbit/s伝送路 

お客様ビル内 

ＮＴ１ 

端末 

回線多重 

端末区間 中継区間 
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３．２  回線内速度設定サービス 

     回線内速度設定サービスとは、１契約のＡＴＭメガリンクサービスの回線で複数のＶＰ（同一対地）を提供 

    するサービスです。端末区間でＶＰに割り当てられるＶＰＩは異なります。 

     図３．２は、６Ｍbit/sの契約回線を３Ｍbit/s、２Ｍbit/s、１Ｍbit/sに速度設定した例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        単位：bit/s 

 

図３．２  回線内速度設定サービス（構成例） 

 

     回線内速度設定サービスは、端末回線多重サービスと同様に、２芯式・１芯式の両方でご利用になれます。 

    速度設定できるＶＰの数については、トラヒック制御の章を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＬＴ ＬＴ 

ＮＴＴ西 

 収容ビル 

ＮＴＴ西 

 収容ビル 

  
３Ｍ＋２Ｍ＋１Ｍ＝

６Ｍ 
３Ｍ＋２Ｍ＋１Ｍ＝

６Ｍ 

    3Ｍ 

  ２Ｍ 

１Ｍ 

３Ｍ 

  ２Ｍ 

    1Ｍ 

６Ｍ 

Ｎ 

Ｔ 

１ 

Ｎ 

Ｔ 

１ 
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４ ＡＴＭレイヤ仕様 

 

４．１ セル構造 

     図４．１にユーザ・網インタフェースにおけるＡＴＭセルフォーマットを示し、以下に各フィールドについ 

    て説明します。 

 

  ビット 
 

ビット（送信順）（注１）  
 

  ８７６５４３２１ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ バイト 

   
セルヘッダ 

（５バイト） 
 

ＧＦＣ ＶＰＩ １ 

送
出
順
（
注
２
） 

  

ＶＰＩ ＶＣＩ ２ 
５３ 

ペイロード 

（４８バイト）  

バイト 
ＶＣＩ ３ 

  

   
ＶＣＩ ＰＴ ＣＬＰ ４ 

ＨＥＣ ５ 
 

セルフォーマット     

 

                      ＧＦＣ：一般的フロー制御フィールド 

                      ＶＰＩ：バーチャルパス識別子フィールド 

                      ＶＣＩ：バーチャルチャネル識別子フィールド 

                      ＰＴ ：ペイロードタイプ表示フィールド 

                      ＣＬＰ：セル損失優先表示フィールド 

                      ＨＥＣ：ヘッダ誤り制御フィールド 

 

     （注１）バイト内の各ビットは８から減少する順序で送出します。 

     （注２）バイトは１から増加する順序で送出します。 

 

図４．１  ＡＴＭセルフォーマット 
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４．１．１  セルヘッダのプリアサインド値 

     セルヘッダのプリアサインド値を表４．１に示します。これ以外の全ての値はＡＴＭレイヤで使用されます。 

    但し、物理レイヤＯＡＭセル、物理レイヤでの予約セル、無効セルは網にて廃棄します。 

 

表４．１  物理レイヤで使用されるＵＮＩでのプリアサインドセルヘッダ値 

（ＨＥＣフィールドは除きます） 

 バイト１ バイト２ バイト３ バイト４ 

空きセル 

（注１、２） 
00000000 00000000 00000000 00000001 

物理レイヤＯＡＭセルの識別 

（注２） 
00000000 00000000 00000000 00001001 

物理レイヤでの予約セル 

（注１、２、３） 
PPPP0000 00000000 00000000 0000PPP1 

 

     Ｐ：このビットは物理レイヤでの使用に対して有効です。これらのビットに割り当てられる値は、ＡＴＭレ 

       イヤにおいて対応するビット位置を占めるフィールドに対して意味を持ちません。 

 

（注１） 物理レイヤセルの場合、セル損失優先表示（ＣＬＰ）の位置にあるビットはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ１５

０の３．４．２．３．２項に定義されるＣＬＰメカニズムに使用されません。 

 

     （注２）空きセル、物理レイヤＯＡＭセル、物理レイヤでの使用の予約であると識別されたヘッダ値を持って 

         いるセルは、物理レイヤからＡＴＭレイヤへ通過できません。 

 

（注３）特定のプリアサインド物理レイヤセルのヘッダ値は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２．１／２に記述され 

    ています。 

 

４．１．２ ＧＦＣフィールド 

ＧＦＣフィールドは４ビットで構成されます。短期間の過負荷状態を緩和するためのトラヒックフロー制 

         御に使用します。 

      網は本フィールドを無視します。本機能を用いない端末は本フィールドを「００００」に設定して下さい。 

     網から端末には本フィールドを常に「００００」と設定して転送します。 

 

４．１．３ ルーチングフィールド 

      ルーチングビットは２４ビットで構成されます。そのうち８ビットがＶＰＩ、１６ビットがＶＣＩです。 

     なお、参考のためにＶＰＩとＶＣＩのプリアサインド値のＴＴＣ標準での定義を表４．３に示します。 

      本サービスにおけるお客さまの設定可能なＶＰＩ／ＶＣＩ値を表４．２に示します。 

      但し、その他のプリアサインド値は現在利用方法が決まっていません。値が‘０’のＶＣＩはお客さまの 

     ＶＣ識別に使用できません。 
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表４．２  設定可能なＶＰＩ／ＶＣＩ値 

 

ＶＰＩ ＶＣＩ 

用  途 
網を透過 

するもの 
(ﾊﾞｲﾄ 1) (ﾊﾞｲﾄ 2) (ﾊﾞｲﾄ 2) (ﾊﾞｲﾄ 3) (ﾊﾞｲﾄ 4) 

４３２１ ８７６５ ４３２１ ８７６５４３２１ ８７６５ 

００００ ００００ 

００００ ００００００００ ００００ 
空きセル 

（ＶＰＩ＝０） 
× 

００００ ００００００００ ００００ 
無効 

（ＶＰＩ＞０） 
× 

００００ ００００００００ ０００１ メタシグナリング ○ 

００００ ００００００００ ００１０ 
一般放送型 

シグナリング 
○ 

００００ ００００００００ ００１１ 
セグメントＯＡＭ 

Ｆ４フローセル用 
× 

００００ ００００００００ ０１００ 
ｴﾝﾄﾞ･ｴﾝﾄﾞOAM 

Ｆ４フローセル用 

VP-AIS ×（注２） 

その他 ○ 

００００ ００００００００ ０１０１ 
ﾎﾟｲﾝﾄ･ﾎﾟｲﾝﾄ 

シグナリング 
○ 

～ 

００００ ００００００００ ０１１０ 
ＶＰリソース 

管理セル 
    ○ （注３） 

００００ ００００００００ ０１１１ 

将来の標準のため

予約 
○ ～ 

１１１１ １１１１ ００００ ００００００００ １１１１ 

００００ ０００００００１ ００００ 

将来の標準のため

予約 
○ ～ 

００００ ０００００００１ １１１１ 

００００ ００００００１０ ００００ 

ユーザ情報セル 

転送用 
○ ～ 

１１１１ １１１１１１１１ １１１１ 

 

     （注１）ユーザ情報セル転送用のセル以外に、上記に示すセルを使用する場合は、あらかじめ網が規定した 

         ＰＣＲ、ＣＤＶＴの範囲内で使用して下さい。 

（注２） 網内を透過する場合もあります。 

（注３） 網を透過しない場合があります。 

 

 ４．１．４ ＰＴ表示フィールド 

     ＰＴ表示フィールドは３ビットで構成されます。本フィールドは、ペイロードがユーザ情報を含んでいるの 

    かどうかの表示を行うために使用します。本サービスでは、ＰＴはトランスペアレントに伝送されます。 

 

 ４．１．５ ＣＬＰフィールド 

     本サービスでは、ＣＬＰを用いた優先処理を行いません。よって、ＣＬＰ値はトランスペアレントに伝送さ 

    れます。 
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  ４．１．６ ヘッダ誤り制御（ＨＥＣ）フィールド 

 ＨＥＣフィールドは８ビットで構成されます。このフィールドの使用方法は、「１５０Ｍユーザ・網インタフェ 

    ース」を参照して下さい。 

 

表４．３  ＶＰＩ、ＶＣＩ、ＰＴ、ＣＬＰのプリアサインド組み合わせ 

用    途 ＶＰＩ ＶＣＩ（注８） ＰＴＩ ＣＬＰ 

アンアサインドセル 00000000 00000000 00000000 任意値 0 

無効 
０以外の 

任意のＶＰＩ値 
00000000 00000000 任意値 Ｂ 

メタシグナリング 

（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３１１参照） 
XXXXXXXX（注１） 

00000000 00000001 
（注５） 

０AA C 

一般放送型シグナリング 

（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３１１参照） 
XXXXXXXX（注１） 

00000000 00000010 
（注５） 

０AA C 

ポイント・ポイントシグナリング 

（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３１１参照） 
XXXXXXXX（注１） 

00000000 00000101 
（注５） 

０AA C 

セグメントＦ４フローＯＡＭセル 

（ＴＴＣ標準ＪＴ-Ｉ６１０参照） 
任意のＶＰＩ値 

00000000 00000011 
（注４） 

０A０ 
（注１１） 

A 

エンド・エンドＦ４フローＯＡＭセル 

（ＴＴＣ標準ＪＴ-Ｉ６１０参照） 
任意のＶＰＩ値 

00000000 00000100 
（注４） 

０A０ 
（注１１） 

A 

ＶＰリソース管理セル 

（ＴＴＣ標準ＪＴ-Ｉ３７１参照） 
任意のＶＰＩ値 

00000000 00000110 
（注１０） 

１１０ 
（注９） 

A 

将来のＶＰ機能の予約（注６） 任意のＶＰＩ値 
00000000 00000111 

（注１０） 

０AA 
（注１１） 

A 

将来の機能の予約（注７） 任意のＶＰＩ値 
00000000 000SSSSS 

（注２）（注１０） 
０AA A 

将来の機能の予約（注７） 任意のＶＰＩ値 
00000000 000TTTTT 

（注３） 
０AA A 

セグメントＦ５フローＯＡＭセル 

（ＴＴＣ標準ＪＴ-Ｉ６１０参照） 
任意のＶＰＩ値 

00000000 00000000， 

１００ A 

00000000 00000011， 

00000000 00000100， 

00000000 00000110， 

00000000 00000111， 

以外の任意のＶＣＩ値 

エンド・エンドＦ５フローＯＡＭセル 

（ＴＴＣ標準ＪＴ-Ｉ６１０参照） 
任意のＶＰＩ値 

00000000 00000000， 

１０１ A 

00000000 00000011， 

00000000 00000100， 

00000000 00000110， 

00000000 00000111， 

以外の任意のＶＣＩ値 

ＶＣリソ－ス管理セル 

（ＴＴＣ標準ＪＴ-Ｉ３７１参照） 
任意のＶＰＩ値 

00000000 00000000， 

１１０ A 

00000000 00000011， 

00000000 00000100， 

00000000 00000110， 

00000000 00000111， 

以外の任意のＶＣＩ値 

将来のＶＣ機能の予約 任意のＶＰＩ値 

00000000 00000000， 

１１１ A 

00000000 00000011， 

00000000 00000100， 

00000000 00000110， 

00000000 00000111， 

以外の任意のＶＣＩ値 
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     ＧＦＣフィールドは、これらの組み合わせ全ての場合に有効です。 

      Ａ：“０”または“１”でありＡＴＭレイヤ機能固有の使用に有効です。 

     Ｂ：任意の値。 

     Ｃ：発側のエンティティは、ＣＬＰビットを“０”に設定すべきです。この値は、網により変更される場合 

       もあり得ます。（ＴＴＣ標準ＪＴ-Ｉ３７１の２．３．１節参照） 

 

（注１） ＸＸＸＸＸＸＸＸ：任意のＶＰI値。ＶＰＩ値が０の場合、表に示されたＶＣ値は、ローカル交換 

          機のユーザシグナリングのために予約されます。ＶＰＩ値が０以外の場合、表に示されたＶＣＩ 

          値は、他のシグナリングエンティティを有するシグナリングのために予約されます。（例、他の 

          ユーザまたはリモートネットワーク） 

 

     （注２） ＳＳＳＳＳ：０１０００から０１１１１の任意のＶＣＩ値。 

 

     （注３） ＴＴＴＴＴ：１００００から１１１１１の任意のＶＣＩ値。 

 

     （注４） 透過性は、ユーザ端末間におけるＦ４フローのＯＡＭに対し保証されません。 

 

     （注５） ＶＣＩ値は、ＵＮＩにおける全てのＶＰＣにおいてプリアサインされます。これらの値の使用は、 

           実際のシグナリング構成によります。（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３１１参照） 

 

（注６） このＶＣＩ値は、ＰＴＩ値“１１１”がＶＣの機能のために予約されると同様に、ＶＰの機能のた 

     めに予約されます。 

 

     （注７） これらのＶＣＩ値は、将来の特定機能の標準化のために予約されます。 

 

     （注８） ＶＣＩ値が１、２、５、１６から３１，３１より大きいセルはＶＰ－ＯＡＭ機能によりモニタさ 

          れます。他のＶＣＩ値のセルはＶＰ－ＯＡＭ機能にモニタされません。（ＴＴＣ標準ＪＴ-Ｉ６１０ 

          参照）特定のＶＣＩ値のセルがＶＰＣのエンドポイント間でトランスペアレントに運ばれるかどう 

          かは、ＴＴＣ標準ＪＴ-Ｉ１５０の３．１．４．１．ｅ 節に記述されています。 

 

（注９） これは送信時のＰＴＩフィールドのコーディングを規定するものです。ＰＴＩフィールドのコー 

     ディングに関係なくこのＶＣＩ値は指定された機能（ＶＰリソース管理）のみに使用されなけれ 

          ばなりません。ＶＣＩ＝６かつＰＴＩが“１１０”以外で受信したエラーセルの処理方法は実現 

          上のオプションです。そのようなセルをＶＰリソース管理セルとして処理しても構いません。 

 

     （注１０）これらのＶＣＩ値の透過性は保証されません。つまりはこれらのＶＣＩ値のセルはＶＰの中継間 

          で抽出あるいは挿入されることがあります。具体的にどのような状況で抽出／挿入されるかは 

          今後の検討課題です。この検討が終了するまでには、これらのＶＣＩはＶＰ内でトランスペアレ 

          ントに転送されなければなりません。 

 

     （注１１）これは送信時のＰＴＩフィールドのコーディングを規定するものです。ＰＴＩコーディングのコ 

          ―ディングに関係なくこれらのＶＣＩ値は指定された機能のみに使用されなければなりません。 

            受信時に、セル種別の識別のためにＰＴＩフィールドは使用されません。例えばＶＣＩ＝４のセ 

          ルはＰＴＩフィールドのコーディングに関係なくエンド・エンドＦ４フローＯＡＭセルとして扱 

          われます。 
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４．２  ＡＴＭレイヤのＯＡＭ機能 

４．２．１ 概要 

     ＡＴＭレイヤのＯＡＭ機能は、ＴＴＣ標準ＪＴ-Ｉ６１０に準拠しています。ＯＡＭ機能は、物理レイヤ、Ａ 

    ＴＭレイヤに対応する形で、階層化されたＯＡＭレベルに分けて実行されます。これらのＯＡＭ機能はレイヤマ 

    ネジメントにより実現されます。 

     物理レイヤについては伝送システムの上でＯＡＭ機能を実現します。ここでは、ＡＴＭレイヤのＯＡＭメカ 

    ニズムについて述べます。 

     本サービスが関連するＯＡＭフロー（ＯＡＭ情報の流れ）は、Ｆ４：ＶＰレベルです。（図４．２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４．２  ＶＰサービスにおけるエンド・エンドとセグメントの関係 

 

     ＡＴＭレイヤでＯＡＭ機能をもつセル（ＯＡＭセルと呼び、レイヤマネジメントで処理されます）により、 

    ＶＣＣとＶＰＣ用に、これらのＯＡＭフローが提供されます。表４．４にユーザが実現可能なＡＴＭレイヤで 

    のＯＡＭ機能を示します。 

 

表４．４  ＡＴＭレイヤでのＯＡＭ機能の概要 

ＶＰサービス ユーザ → 網 網 → ユーザ 

Ｆ５ 
エンド・エンド 

ユーザ情報として扱う 相手ユーザが発生したものを透過的に転送 
セグメント 

Ｆ４ 

エンド・エンド ＶＰ－ＡＩＳ以外は許容（注） 
ＶＰ－ＡＩＳ／ループバックセルを発生する 

可能性あり 

セグメント 使用不可 使用不可 

     （注）ＶＰ－ＡＩＳを透過する場合もあります。 

 

（１） Ｆ４フローメカニズム 

  Ｆ４フローは双方向です。Ｆ４フローのためのＯＡＭセルのＶＰＩ値は、対応するＶＰのユーザセルと 

同一で、プリアサインされたＶＣＩ値によって識別されます。どちらの方向とも同じプリアサインＶＣＩ 

値を使用します。Ｆ４フローのＯＡＭセルは同じ物理経路をたどります。 

 １つのＶＰ内に同時に存在し得るＦ４フローは以下の２種類があります。 

 

 ①エンド・エンドＦ４フロー 

  ４．１．３項に示すＶＣＩ値（ＶＣＩ＝４）により識別されます。このフローはエンド・エンドのＶＰＣ 

       運用のための通信用に使用されます。 

      （注）ＶＰサービスのＶＰＣは、端末と端末の間に設定され、それぞれが終端点です。この場合エンド・ 

         エンドＦ４フローは、端末相互間のＶＰに関するＯＡＭフローを意味します。端末から送出された 

         ＶＰ－ＡＩＳ以外のエンド・エンドＦ４フローのＯＡＭセルは終端されず、透過的に相手端末に届け 

         られます。 

ＶＰコネクション（Ｆ４エンド・エンド） 

ＶＰリンク 

（Ｆ４セグメントの一部） 

◎：終端点 

○：接続点 

ユーザ端末 ユーザ端末 
ＶＰハンドラ 

（クロスコネクト） 

ＶＰハンドラ 

（クロスコネクト） 
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     ②セグメントＦ４フロー 

４．１．３項に示すＶＣＩ値（ＶＣＩ＝３）により識別されます。このフローは１つのＶＰＣリンク内、ま

たは接続された複数のＶＰＣセグメントと呼びます。 

      （注）セグメントＦ４フローは使用できません。ユーザから送られた場合は網で破棄します。 

 

（２） Ｆ５フローメカニズム 

  ＶＰサービスにおいては、エンド－エンド、セグメントＦ５フローの透過は保証します。 

 

４．２．２ ＡＴＭレイヤＯＡＭセルのフォーマット 

     ＡＴＭレイヤＯＡＭセルは全てのＯＡＭセルに共通なフィールドと個々のＯＡＭセル特有の機能特有フィー 

          ルドで構成されます。 

 

（１） 共通ＯＡＭセルフィールド 

  全てのＯＡＭセルは以下の共通フィールドを持ちます。 

 ①ヘッダ：通常のセルフォーマット（図４．１参照）と同様です。Ｆ４フローは特定のＶＣＩ値により、 

  Ｆ５フローはＰＴＩ値により識別されます。 

②ＯＡＭセル種別（４ビット）：このフィールドで、このセルにより行われるマネジメント機能を表示し 

 ます。 

③ＯＡＭ機能種別（４ビット）：このフィールドは、ＯＡＭセル種別フィールドで示されたマネジメント 

 機能の中で具体的に実行される機能を示します。 

④将来使用のための予備（６ビット）：このフィールドは使用しません。全て０を入れて下さい。 

⑤誤り検出符号（１０ビット）：このフィールドはＯＡＭセルの情報フィールドに対して計算されたＣＲ 

 Ｃ－１０誤り検出符号を格納します。ＣＲＣ－１０の生成多項式は、 

 Ｇ（Ｘ）＝１＋Ｘ＋Ｘ４＋Ｘ５＋Ｘ９＋Ｘ１０ 

  となります。 

 図４．３に共通ＯＡＭセルフォーマットを、表４．５にＯＡＭ種別識別子を示します。 

 

  
 ＯＡＭ情報フィールド 

  

  

ヘッダ 

ＯＡＭ 

セル 

種別 

ＯＡＭ 

機能 

種別 

機能特有フィールド 

将来使用 

予備 

（全０） 

誤り検出符号 

（CRC-10） 

５ﾊﾞｲﾄ ４ﾋﾞｯﾄ ４ﾋﾞｯﾄ ４５バイト ６ﾋﾞｯﾄ １０ﾋﾞｯﾄ 

 

図４．３  共通ＯＡＭセルフォーマット 
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表４．５  ＯＡＭ種別識別子 

 

ＯＡＭセル種別 ＯＡＭ機能種別 
ＮＴＴ西網から

発生するもの 

ＮＴＴ西網を 

透過するもの 

故障管理：０００１ 

ＡＩＳ            ：００００  ○   ×（注） 

ＲＤＩ            ：０００１ × ○ 

コンティニュイティチェック：０１００ × ○ 

ループバック         ：１０００ ○ ○ 

性能管理：００１０ 
順方向モニタ         ：００００ × ○ 

逆方向報告          ：０００１ × ○ 

起動／停止：１０００ 
性能モニタ          ：００００ × ○ 

コンティニュイティチェック：０００１ × ○ 

     （注）網を透過する場合もあります。 

 

（２） 故障管理ＯＡＭセルフィールド 

  前述のように、網とユーザ間でやり取りされるＯＡＭセルは、エンド・エンドＦ４フローの中のＶＰ－ 

  ＡＩＳセル／ループバックセルです。ここでは、ＶＰ－ＡＩＳセル／ＶＰ－ＲＤＩセルのセルフォーマッ 

  トを、共通フィールドも含めて図４．４に、ループバックセルのセルフォーマットを図４．５に示し、ル 

  ープバックセルフォーマットの内容の説明を表４．６に示します。 

 

           （ＭＳＢ）      ﾋﾞｯﾄ       （ＬＳＢ） 

           ８  ７  ６  ５    ４  ３  ２  １ 

共
通
フ
ィ
ー
ル
ド 

  

ＧＦＣ 

０  ０  ０  ０ 

ＶＰＩ 

Ｘ  Ｘ  Ｘ  Ｘ 
Ｘは、故障のＶＰＩ値 

ＶＰＩ 

Ｘ  Ｘ  Ｘ  Ｘ 

ＶＣＩ 

０  ０  ０  ０ 
ＶＣＩはエンド－エンド 

ＯＡＭＦ４フローセルを 

示す０００４（Ｈ） 
ＶＣＩ 

０  ０  ０  ０    ０  ０  ０  ０ 

ＶＣＩ 

０  １  ０  ０ 

ＰＴ 

０  Ａ  ０ 

ＣＬＰ 

０ ＰＴの中のＡは、０または

１を設定 

ＣＬＰは０ Ｈ Ｅ Ｃ 

ＯＡＭセル種別 

０ ０ ０ １ 

ＯＡＭ機能種別 

Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ 

ＯＡＭ機能種別 

ＲＤＩ：０００１ 

ＡＩＳ：００００ 

 

 

 

受信側は、 

ｄｏｎ’ｔ ｃａｒｅ 

特
有
フ
ィ
ー
ル
ド 

  未定義 

共
通 

フ
ィ
ー
ル
ド 

  

０  ０  ０  ０   ０  ０     ０を６ビット 

誤り検出符号（１０ビット）  

図４．４  ＶＰ－ＡＩＳセル／ＶＰ－ＲＤＩセルのセルフォーマット 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

52 

53 

… 

ﾊﾞｲﾄ 
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（ＭＳＢ）      ﾋﾞｯﾄ       （ＬＳＢ） 

                ８  ７  ６  ５    ４  ３  ２  １ 

１ ＧＦＣ ＶＰＩ 

２ ＶＰＩ ＶＣＩ 

３ ＶＣＩ 

４ ＶＣＩ ＰＴ ＣＬＰ 

５ ＨＥＣ 

６ ＯＡＭ Ｔｙｐｅ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ Ｔｙｐｅ 

７ 未使用１ ＬＢ 

８ 
相関Ｔａｇ 

１２ 
Ｌｏｏｐｂａｃｋ位置識別子 

２８ 
ソース識別子 

４４ 

未使用２ 

  

５２           

５３ ＥＤＣ 

           ﾊﾞｲﾄ 

・フィールドが複数のｗｏｒｄにまたがる場合は、ｗｏｒｄ番号の小さい方がＭＳＢ、大きい方がＬＳＢ 

 

図４．５  ループバックセルのセルフォーマット 
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表４．６  ループバックセルのフォーマット内容の説明 

 

フィールド名 長  さ 内    容 

セルヘッダ 

ＧＦＣ ４bit 送出時は‘0000B’。検出時は無視。 

ＶＰＩ ８bit ユーザコネクションと同一のＶＰＩ 

ＶＣＩ １６bit 
ＶＰ用のＯＡＭセルを表す特定値 

（ＶＣＩ＝‘0004H’） 

ＰＴＩ ３bit 送出時は、‘000B’。検出時は無視。 

ＣＬＰ １bit 送出時は、‘0B’。検出時は無視。 

ＨＥＣ １byte ＨＥＣ演算結果 

ペイロード 

ＯＡＭ Type 4bit 
故障管理を表す特定値 

（ＯＡＭType＝‘0001B’） 

Function Type ４bit 
ループバックを表す特定値 

（Function Type＝‘1000B’） 

未使用１ ７bit 
送出時は‘0000 000B’。 

検出時は無視。 

ＬＢ １bit 

Loop Back表示ビット。 

送出時は‘1B’、ループバック点で‘0B’

に書き換えられる。 

相関Ｔａｇ ４byte 
送出した試験セルと検出した試験セルを関

連づけるために使用する。 

Loop back位置識別子 １６byte 
ループバック点を示す。デフォルト値をall

‘1B’とする。 

ソース識別子 １６byte 
ループバックセルの送出点を示す。デフォ

ルト値をall‘1B’とする。 

未使用２ ８byte＋６bit 
先頭の8byteは‘6AH’の繰り返し。 

最後の6bitは‘00 0000B’ 

ＥＤＣ １０bit 

ペイロードに対する誤り検出符号 

（ＣＲＣ－１０） 

生成多項式：X１０＋X９＋X５＋X４＋X＋１ 
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４．２．３ ＶＰ用のＯＡＭ機能（エンド・エンドＦ４フロー） 

     ＶＰレベルのＯＡＭ機能としてエンド・エンドの故障管理機能のみを提供し、それ以外のＦ４フローは、提 

    供しません。 

 

（１） 故障通知セルの種別 

ユーザ・網インタフェース上で提供される故障通知情報には、ＶＰ－ＡＩＳセルがあります。ＶＰ－ＡＩ

Ｓセルは、網内に故障が発生しＶＰが使えなくなった場合、その故障を通知するために、故障を検出した装

置から下流側のＶＰ終端点に向けて送出されます。また、試験用としてＡＴＭレイヤでのＶＰ単位の折り返

し機能を持つループバックセルがあります。 

 

（２） ＶＰ－ＡＩＳ条件 

  ①ＶＰ－ＡＩＳ発生条件 

   ＶＰ－ＡＩＳセルは、故障を検出した網内装置から直ちに発生され、故障が継続する間、毎秒１セル程 

   度の周期で発生され続けます。故障が回復した場合、ＶＰ－ＡＩＳセルの発生は直ちに停止されます。 

   表４．７に発生／解除条件を示します。 

 

       ②ＶＰ－ＡＩＳ検出条件 

        ＶＰ－ＡＩＳセルは、端末などのＶＰ終端点において検出され、１つでもＶＰ－ＡＩＳセルが受信さ 

        れた場合、ＶＰ－ＡＩＳ状態になります。 

 

       ③ＶＰ－ＡＩＳ解除条件 

        ＶＰ－ＡＩＳ状態は、ＶＰ－ＡＩＳセルが２．５±０．５秒間受信されなかった場合、または、１つ 

        でもユーザセルが受信された場合に解除されます。 

 

表４．７  ＶＰ－ＡＩＳセルの発生／解除条件 

 

項   目 ＶＰ－ＡＩＳ 

発 生 点 下記の故障を検出したＶＰコネクション接続点 

発 生 条 件 

下記の故障を検出した場合、故障を検出したＶＰコネクション接続点 

から、下流側に送出します。 

・ＬＯＳ（入力信号断） 

・ＬＯＦ（フレーム同期外れ） 

・ＭＳ－ＡＩＳ（セクションＡＩＳ） 

・ＬＯＰ（ポインタ異常） 

・Ｐ－ＡＩＳ（パスＡＩＳ） 

・ＬＣＤ（セル同期外れ）（注：検出しない場合もあります） 

・Ｒ－ＩＮＨ 

・ＰＤＳレイヤ異常 

・ＵＮＩ故障 

解 除 条 件 ＶＰ－ＡＩＳを２．５±０．５秒間未受信、またはユーザセルを受信 

発生ガードタイム 上記故障検出後、直ちに発生 

発 生 周 期 ＶＰ毎に約１セル／秒 
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（３） ループバックセル 

       網からＴＥ／ＮＴ２に対してループバックセルを送出し、ＴＥ／ＮＴ２で折り返すことで導通確認をす 

      るためのものです。ＴＥ／ＮＴ２がループバックセルを検出した後に、図４．５のＬＢ＝‘０Ｂ’として 

      折り返すことで、網で折り返されたセルであることを認識できます。 
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５ トラヒック制御 

 

５．１  ＵＰＣ （Usage Paramater Control：使用量パラメータ制御）  

      規定に違反したＡＴＭセルの流入はトラヒックに影響を及ぼし他のお客様の品質を劣化させる可能性がある 

        ため、網ではＵＰＣを用いパラメータを満足していない違反ＡＴＭセルを廃棄します。ＡＴＭセルの通過、 

廃棄の条件はＰＣＲ監視アルゴリズムで厳密に定義されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５．１  ＵＰＣのイメージ図 

 

５．２  ＵＰＣパラメータ 

      ＵＰＣは、ＰＣＲ（Peak Cell Rate：ピークセルレート）とＣＤＶＴ（Cell Delay Variation Tolerance 

：セル遅延変動許容値）の２つの基本的なパラメータにより行われます。 

 

５．３  ＰＣＲ 

     ＡＴＭネットワークで使用されるＶＰの最大通信速度を規定するパラメータで、ＡＴＭセルを転送する時間 

        間隔の最小値の逆数により表現されます。つまり、単位時間あたりに転送されるＡＴＭセルの最大数を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５．２  ピークセル速度イメージ 

お客様側 

ＡＴＭネットワーク 

ＬＴ 

× 

（破棄される） 

ＡＴＭセル 

違反ＡＴＭセル 

ＵＰＣ 

ＡＴＭ 

端末 

ＵＮＩインタフェース 

速度：１５５．５２Mbit/s 

ＵＮＩインタフェース 

速度：１５５．５２Mbit/s 

ピークセル速度：（例）５０Mbit/s 

ＡＴＭセル 

ユーザ側で設定（ピークセル速度：５０Mbit/s） 

（参考） 

ユーザ側でセル送出の制御が必要（シェーピング等） 

（注）ピークセル速度＝ＰＣＲ×５３ﾊﾞｲﾄ×８ﾋﾞｯﾄ 

５０ 

０ 

速度 

（Mbit） 

６０秒 
時間（秒） 

７５Mbit/s 

ピークセル速度を超えた 

セルは網で破棄される 
５０ 

０ 

速度 

（Mbit） 

４５Mbit/s 

１００秒 時間（秒） 

ＶＰ 

ＡＴＭ 

端末 
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５．４  ＣＤＶＴ 

情報発信側の端末がＡＴＭレイヤから物理レイヤに対してＡＴＭセルをＰＣＲの規定に従い引き渡しても、幾

つかの要因により、ＡＴＭレイヤのセル転送間隔が保存されない場合があります。 

１つのＡＴＭセルが、本来のＡＴＭセル間隔より遅れてＡＴＭネットワークに送出されると次のＡＴＭセルと

の間隔が本来規定されるＰＣＲ間隔よりも詰まってしまいます。このような変動による一時的にＰＣＲ間隔より

詰まったセル到着をＵＰＣで許容しています。 

ＣＤＶＴとは、推定セル到着時刻よりも実際のセル到着時刻がどれだけ前に詰まってもよいかを示します。Ｐ

ＣＲとＣＤＶＴの関係を図５．３に示します。 

本サービスでは、お客様が、発端末においてＰＣＲ以下でＶＰシェーピングを行い、網へ送出する必要があり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５．３ ＰＣＲとＣＤＶＴの関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

到着時間が詰まる 到着時間が延びる 

CDVT:セル遅延変動許容値 

最小セル間隔T=1/PCR 

推定セル到着時刻 前セル到着時刻 

廃棄 

t：時間 



 

41 

５．５ ＰＣＲ監視・アルゴリズム 

最初に到着したＡＴＭセルの到着時間を基準の時刻として、ＡＴＭセルの到着時刻を観測することとします。

この時、次に転送されるＡＴＭセルがＰＣＲ間隔で到着する場合の時間が推定できます。 

算出された推定時刻よりも早くＡＴＭセルが到着した場合、規定すべき遅延変動が発生したと判断し、その変

動分の合計値がＣＤＶＴを超えた時点でセル廃棄を行います。 

図５．４に（ａ）バーチャルスケジューリングアルゴリズムと（ｂ）連続状態型リーキィバケットアルゴリズ

ムを示します。両アルゴリズムは変数の扱いが異なるだけでＡＴＭセルの通過、廃棄結果については全く等価

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（ａ）バーチャルスケジューリング 

アルゴリズム 

（ｂ）連続状態型リーキィバケット 

アルゴリズム 

  

 Ｘ  ：リーキィバケットカウンタ値 

ＴＡＴ：推定セル到着時刻 Ｘ′  ：内部変数 

ｔａ ：実際のセル到着時刻 ＬＣＴ：前セルの到着時刻 

  

コネクションの最初のセル（時刻ｔａで到着） 

に対しては 

コネクションの最初のセル（時刻ｔａで到着） 

に対しては 

ＴＡＴ＝ｔａ Ｘ＝０、ＬＣＴ＝ｔａ 

             

            Ｔ    ：最小セル間隔 

            τ    ：ＣＤＶＴ 

      １／Ｔ：ＰＣＲ（ピーク・セル・レート） 

 

図５．４  ＰＣＲ監視アルゴリズム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時刻  ｔａでセルが到着 

Ｘ′＞τ 

？ 

違反セル 

と判定 

Ｘ′＝Ｘ－（ｔａ－ＬＣＴ） 

Ｘ＝ｍａｘ（０，Ｘ′）＋Ｔ 

ＬＣＴ＝ｔａ 

正常セルと判定 

 tａ＜ＴＡＴ－

τ 

？ 

違反セル 

と判定 

ＴＡＴ＝ｍａｘ（ｔａ，ＴＡＴ）＋Ｔ 

正常セルと判定 

YES YES 

NO 
NO 
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・・ 

VC１ 

 

VCｎ 

～ 

ＮＴ２ 

VP１ 

 LT ＮＴ１ 

ＶＣは任意に 

設定可能 

Ｖ
Ｐ
シ
ェ
ー
パ 

ＵＮＩ速度 

ＵＮＩ速度 

５．６ トラヒック制約条件 

     トラヒックの制約条件を以下に示します。 

 

５．６．１ ２芯式における制約条件 

     （１）ＶＰ多重なしの場合 

ＶＣは任意に設定可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ＵＮＩ上でのＣＤＶＴは０．７２（ms） 

 

図５．４  ２芯式における制約条件（ＶＰ多重なし） 

 

 

 （２）ＶＰ多重の有りの場合 

         ＶＰは最大２５６本多重可能、ＶＣは任意に設定可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ＵＮＩ上での各ＶＰのＣＤＶＴは０．７２（ms） 

 

図５．５  ２芯式における制約条件（ＶＰ多重あり） 

 

 

 

 

ＮＴ２ 
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LT ＮＴ１ 

ＶＣは任意に設定可能 

・・ 

VC１ 

 

VCｎ 

～ 

・・ 
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VCｎ 

～ 

・・ 

VC１ 

 

VCｎ 

～ VP25６ 
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・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

ＶＰは最大２５６本多重可能 

Ｖ
Ｐ
シ
ェ
ー
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・・ 

VC１ 

 

VCｎ 

～ 

ＮＴ１ LT 

ＮＴ２ 

ＶＣは任意に 

設定可能 

UNI速度 

VP１ 

ＶＰの帯域からＵＮＩ上でのＣＤＶを求め、収容の可否を判断する。 

考え方 

評価式   τ ＵＮＩ ≦ ０．５７７ － ｎ×Ｔ ／ １０００ 

    

Ｖ
Ｐ
シ
ェ
ー
パ 

５．６．２ １芯式における制約条件 

   （１）ＶＰ多重なしの場合 

       ＶＣは任意に設定可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ＶＰの帯域とＵＮＩ上でのＣＤＶの関係は、表５．２のＶＰ多重なしの場合におけるＵＮＩ上でのＣＤＶ一覧参照 

 

図５．７  １芯式における制約条件（ＶＰ多重なし） 

 

 

 

   ※ ＶＰ多重なしの場合におけるＵＮＩ上でのＣＤＶの評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

         τＵＮＩ   ：ＵＮＩ上でのＣＤＶ（ms） 

          ｎ  ：多重ＶＰ数 

        Ｔ   ：ＶＰの帯域に応じて割り当てられる定数（ＶＰの帯域に応じて割り当てるＴ（定数）一覧参照） 

 

     具 体 例 ：ＶＰの合計帯域：６Ｍbit/sの場合 

       評価式 τＵＮＩ ≦ ０．５７７ － ｎ×Ｔ ／ １０００に、 

       ｎ＝１（本）、Ｔ＝６２．３（ＶＰの帯域に応じて割り当てる定数一覧より）を代入すると、 

 

              τＵＮＩ ≦ ０．５７７ － １×６２．３ ／ １０００ 

                ≦ ０．５１４７（ms） 

 

       よって、ＵＮＩ上でのＶＰのＣＤＶは０．５１５（ms）まで許容できることになる。 
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表５．１  ＶＰの帯域に応じて割り当てる定数一覧 

 

ＶＰの帯域（Ｍbit/s） Ｔ：定数 

０．５ ～ ３ １２２ 

～  ６ ６２．３ 

～  ９ ４１．９ 

～ １２ ３１．６ 

～ １５ ２５．１ 

～ １８ ２１．０ 

～ ２１ １８．０ 

～ ２４ １５．８ 

～ ２７ １４．０ 

～ ３０ １２．６ 

～ ３３ １１．５ 

～ ３６ １０．６ 

～ ３９ ９．７１ 

～ ４２ ８．９９ 

～ ４４ ８．４０ 

 

 

表５．２  ＶＰ多重なしの場合におけるＵＮＩ上でのＣＤＶ一覧 

 

ＶＰの帯域（Ｍbit/s） ＵＮＩ上でのＣＤＶ（ms） 

０．５ ～ ３ ０．４５５ 

～  ６ ０．５１５ 

～  ９ ０．５３６ 

～ １２ ０．５４６ 

～ １５ ０．５５２ 

～ １８ ０．５５６ 

～ ２１ ０．５５９ 

～ ２４ ０．５６２ 

～ ２７ ０．５６３ 

～ ３０ ０．５６５ 

～ ３３ ０．５６６ 

～ ３６ ０．５６７ 

～ ３９ ０．５６８ 

～ ４２ ０．５６９ 

～ ４４ ０．５６９ 
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・・ 

VC１ 

 

VCｎ 

～ 

NT-2 

LT NT-1 

ＶＣは任意に 

設定可能 

UNI速度 

VP１ 

VP２ 

VP68 

・・ 

VC１ 

 

VCｎ 

～ 

・・ 

VC１ 

 

VCｎ 

～ 

多重可能なＶＰ数は、表５．４のＶＰ多

重有りの場合における多重可能ＶＰ数

の評価参照 

 
・ 
・ 
・ 

 

・ 

・ 

・ 

ＶＰの合計帯域とＵＮＩ上でのＣＤＶより多重可能ＶＰ数を求め、収容の可否を判断する。 

考え方 

評価式  ｎ ≦ （５７７ － １０００ × τ ＵＮＩ ） ／  Ｔ 

（２）ＶＰ多重有りの場合 

ＶＰがＣＤＶの影響を受けているか否かで、多重本数が制限されます。 

       ＶＣは任意に設定可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５．８  １芯式における多重可能ＶＰ数の評価 

 

    ※ ＶＰ多重有りの場合における多重可能ＶＰ数の評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            ｎ  ：多重ＶＰ数 

       τＵＮＩ   ：ＵＮＩ上でのＣＤＶ（ms） 

      Ｔ   ：ＶＰの合計帯域に応じて割り当てられる定数（ＶＰの合計帯域に応じて割り当てるＴ（定数）一覧 

          参照） 

 

     具 体 例 ：ＶＰの合計帯域：６Ｍbit/s、ＵＮＩ上でのＣＤＶ：０．１（ms）の場合 

       評価式 Ｎ ≦ （５７７ － １０００ × τＵＮＩ ） ／ Ｔ に、 

          τＵＮＩ ＝０．１（ms） 

           Ｔ＝６２．３（ＶＰの合計帯域に応じて割り当てる定数一覧より）を代入すると、 

           Ｎ ≦ （５７７ － １０００ × ０．１） ／ ６２．３ 

              ≦ ７．６５ 

 

       よって、多重可能ＶＰ数は７本以内となる。 

Ｖ
Ｐ
シ
ェ
ー
パ 
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表５．３  ＶＰの合計帯域に応じて割り当てる定数一覧 

 

ＶＰの合計帯域 

（Ｍbit/s） 
Ｔ：定数 

０．５ ～ ３ １２２ 

～  ６ ６２．３ 

～  ９ ４１．９ 

～ １２ ３１．６ 

～ １５ ２５．１ 

～ １８ ２１．０ 

～ ２１ １８．０ 

～ ２４ １５．８ 

～ ２７ １４．０ 

～ ３０ １２．６ 

～ ３３ １１．５ 

～ ３６ １０．６ 

～ ３９ ９．７１ 

～ ４２ ８．９９ 

～ ４４ ８．４０ 

 

 

表５．４  ＶＰ多重有りの場合における多重可能ＶＰ数の評価 

 

ＶＰの 

合計帯域 

（Ｍbit/s） 

ＵＮＩ上でのＣＤＶ 

0～0.007 

（ms） 

0.01 

(ms) 

0.05 

(ms) 

0.1 

(ms) 

0.15 

(ms) 

0.2 

(ms) 

0.25 

(ms) 

0.3 

(ms) 

0.4 

(ms) 

0.5 

(ms) 

０．５ ～ ３ ４ ４ ４ ３ ３ ３ ２ ２ １ ０ 

～  ６ ９ ９ ８ ７ ６ ６ ５ ４ ２ １ 

～  ９ １３ １３ １２ １１ １０ ８ ７ ６ ４ １ 

～ １２ １８ １７ １６ １５ １３ １１ １０ ８ ５ ２ 

～ １５ ２２ ２２ ２０ １９ １７ １５ １３ １１ ７ ３ 

～ １８ ２７ ２７ ２５ ２２ ２０ １７ １５ １３ ８ ３ 

～ ２１ ３１ ３１ ２９ ２６ ２３ ２０ １８ １５ ９ ４ 

～ ２４ ３６ ３５ ３３ ３０ ２７ ２３ ２０ １７ １１ ４ 

～ ２７ ４１ ４０ ３７ ３４ ３０ ２６ ２３ １９ １２ ５ 

～ ３０ ４５ ４５ ４１ ３７ ３３ ２９ ２５ ２１ １４ ６ 

～ ３３ ５０ ４９ ４５ ４１ ３７ ３２ ２８ ２４ １５ ６ 

～ ３６ ５４ ５３ ４９ ４５ ４０ ３５ ３０ ２６ １６ ７ 

～ ３９ ５９ ５８ ５４ ４９ ４３ ３８ ３３ ２８ １８ ７ 

～ ４２ ６３ ６３ ５８ ５３ ４７ ４１ ３６ ３０ １９ ８ 

～ ４４ ６８ ６７ ６２ ５６ ５０ ４４ ３８ ３２ ２１ ９ 

＊表中の数値は設定可能ＶＰ数 
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５．７ ＣＤＶ 

 デュアルクラス、シングルクラス、エクストラクラスのメインパスについては、エンド・エンドでのＣＤＶを１．５ms以内としています。

ＣＤＶとは、2つの測定点におけるセルの到着時刻を基としてどれだけ変動したかの量で示されます。ＣＤＶの定義を図５．９に示

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５．９ ＣＤＶの定義 

セル0 
MP2 (測定点2) 

セル1 

セル2 

セルk 

a1.1 

a1.2 

a1.

k 

・・・ 

セル0 

セル1 

セル2 

セルk 

・・・ 

d1.2 

a2.1 

a2.2 

a2.k 

t=0 

d1.2 Vk 

Xk 
Vk=Xk-d1.2 
Xk=a2.k-a1.k 

MP1(測定点1) 

a1.k ：MP1におけるセルkの実到着時間 

a2.k ：MP2におけるセルkの実到着時間 

d1.2 ： MP1とMP2間のセル0の絶対転送遅延 

Xk ： MP1とMP2間のセルkの絶対転送遅延 

Vk ： MP1とMP2間のCDV値 
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第Ⅳ編  伝送路インタフェース（ＬＩ） 
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１ 伝送路インタフェース 

 

１．１  概要 

     ２芯式における伝送路インタフェースは物理、光学及び論理条件から構成されます。 

     なお、１芯式による伝送路インタフェースは提供していません。 

 

（１） 物理的条件 

光ファイバの仕様及び光ファイバとＮＴ１を接続するためのコネクタ等の規格 

（２） 光学的条件 

光ファイバとＮＴ１を接続するための光信号レベル等の規格 

（３） 論理的条件 

光ファイバとＮＴ１の間で信号を送受信するための伝送フレーム構成等の規格 

 

     本インタフェース規定点を図１．１に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．１  伝送路インタフェースの規定点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＶＣ－４ 

（ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝﾊﾟｽ） 

TE／NT２ 

ｺﾈｸﾀ 

LT ＮＴ１ 

ｺﾈｸﾀ 

UNI LI

Ｉ 

ＶＣ 

(ﾊﾞー ﾁｬﾙﾁｬﾈﾙ) 

ＶＰ 

（ﾊﾞー ﾁｬﾙﾊﾟｽ） 

STM-1 

（ｾｸｼｮﾝ） 

● ： 規定点 
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NT１ LT 

TE／NT２ 

分界点 

コネクタ コネクタ 

コネクタ 

配線盤 

端末設備 電気通信回線設備 

光ファイバ 

配線設備 

光ファイバ 

加入者線 

責任範囲（１） 

責任範囲（２） 

責任範囲（３） 

１．２  分界点 

     ２芯式における電気通信回線設備と端末設備との分界点は、以下に示す３つの形態があります。また、分界 

    点、工事・保守上における接続及び責任範囲例を図１．２に示します。 

 

     Ａ：ＮＴＴ西が光ファイバ加入者線までを提供する場合 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 責任範囲（１）となります。 

     Ｂ：ＮＴＴ西が光ファイバ配線設備までを提供する場合 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 責任範囲（２）となります。 

     Ｃ：ＮＴＴ西がＮＴ１までを提供する場合 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 責任範囲（３）となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※図はＮＴＴ西が光ファイバ配線設備まで提供する場合のモデルです。 

 

図１．２  施工・保守上の責任範囲（通信線） 

 

１．３  インタフェース条件 

  １．３．１ 物理的条件 

（１） 主要諸元 

伝送路インタフェースの主要諸元を表１．１に示します。 

 

表１．１  伝送路インタフェースの主要諸元 

項     目 規     格 

配線形態 ２芯（上り下り各方向１芯） 

伝送媒体 光ファイバケーブル 

コネクタ Ｆ０４形単心光ファイバコネクタ（単心SC） 

伝送速度 １５５．５２Ｍbit/s 

クロック精度 ±２０ppm 

伝送符号 スクランブルド２値ＮＲＺ符号 

入出力特性 表１．３ 参照 
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（２） 配線形態 

伝送媒体には２本の光ファイバを適用します。 

 

（３） 光ファイバケーブル 

 

ａ）光ファイバケーブルの種類 

光ファイバ加入者線及び光ファイバ配線設備に適用される光ファイバケーブルは、ＳＭ型光ファイ 

         バケーブル（以下、ＳＭケーブル）です。このため、ＮＴ１は、ＳＭケーブルが適応可能な構造であ 

                る必要があります。 

 

        ｂ）ＳＭケーブルの構造 

         ＳＭケーブルは、ＪＩＳ Ｃ ６８３５ ＳＳＭＡ－１０／１２５（注１）に相当する光ファイバケー    

        ブルです。その構造パラメータを表１．２に示します。 

 

表１．２  ＳＭ型光ファイバケーブルの構造パラメータ 

 

モードフィールド径 ９．５±１．０μm 

カットオフ波長 １．１０～１．２８μm 

クラッド径 １２５±２μm 

モードフィールド偏重心量 １μm以下 

 

（注１） ＩＥＣ規格７９３－２Ｂ1．１ａに相当します。 

 

        ｃ）接続コネクタ 

         光送受信用コネクタとして、Ｆ０４形単心光ファイバコネクタ（ＪＩＳ Ｃ ５９７３）２個 

        （ＯＰＴ ＯＵＴ及びＯＰＴ ＩＮ）で接続します。従ってＮＴ１にはＦ０４形単心光ファイバコネクタ 

        が接続できる必要があります。なお、１回線あたりＮＴ１方向への送信用として１個、ＮＴ１方向から 

の受信用として１個必要です。 

         なお、光コネクタについては、ＮＴＴ西の専用サービス取扱所等にご相談願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．３  分界点における光コネクタ接続 

 

  

光ファイバ加入者線 光ファイバ配線設備 

電気通信回線設備 端末設備 

光コネクタ 

配線盤 

分界点 

アダプタ プラグ 
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  １．３．２ 光学的条件 

（１） 主要諸元 

 ＮＴ１の伝送路インタフェースにおける光学的条件はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９５７ Ｌ－１．１に準

拠します。その主要諸元を表１．３に示します。 

 

表１．３  主要諸元 

項     目 規     格 

インタフェース速度 １５５．５２Ｍbit/s 

伝送符号 スクランブルド２値ＮＲＺ符号＊ 

発光条件 
   正論理：論理値‘１’は発光 

       論理値‘０’は非発光 

発行中心波長 
１．３１μm 

（許容偏差：－０．０３～＋ ０．０２５μm） 

平均送信電力 －５～０dBｍ 

送信波形 マスクパターン規定（図１．７参照） 

消光比 １０dB以上（図１．８参照） 

受光電力 
最大（平均値） －１０dBｍ 

最小（平均値） －３４dBｍ 

パワーペナルティ １dＢ以下 

ジッタ 図１．５参照（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９５８） 

     ＊：スクランブルド２値ＮＲＺ符号 

       ＮＲＺ符号は論理値‘０’の場合は‘Ｌｏｗ’、論理値‘１’の場合には‘Ｈｉｇｈ’とする符号形式 

      をいいます。ＮＲＺ符号の説明を図１．４に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ０ １ ０ ０ １ １ ０ １ ０ 

          

          

 

     ・論理規定は正論理です。すなわちＮＲＺ符号‘Ｈｉｇｈ’時に光ＯＮ、‘Ｌｏｗ’時に光ＯＦＦとします。 

・Ｔ＝ 
１ 

（ｓ） 
１５５．５２×１０６ 

 

図１．４  ＮＲＺ符号の説明 

 

 

Ｌｏｗ 

Ｈｉｇｈ 

Ｌｏｗ 

Ｈｉｇｈ 

Ｔ Ｔ 

波 形 

論理値 ‘１’ ‘０’ 
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 ジッタ 

上
り 

出力ジッタ O.1UＩ peak to peak以下 

下
り 

入力ジッタ 左図参照 

 

 

 

図１．５  ジッタ特性（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９５８） 

 

（２） 伝送損失配分 

伝送損失配分は、分界点からＬＩ点までを最大４dBとします。なお、この値を満足できない場合 

        はＮＴＴ西専用サービス取扱所等にご相談願います。 

         伝送損失配分は図１．６に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．６  伝送損失配分 
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ＵＩ＝Unit Interval(6.43nsec) 

Note １ - Ｆｏｒ 155.52 

NT１ LT 

TE／NT２ 

分界点 

コネクタ コネクタ コネクタ 

配線盤 

端末設備 電気通信回線設備 

光ファイバ 

配線設備 

光ファイバ 

加入者線 

４dB以下 

光ファイバケーブル 光ファイバケーブル 
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（３） 光出力条件 

ＮＴ１からＬＴ側に送出する光信号の条件を表１．４に示します。 

なお、スクランブラによって変調されたマーク率１／２の信号での特性です。 

 

表１．４  光出力規格 

項   目 規    格 

平均送信電力 －５～０dBｍ 

送信波形 マスクパターン規定（図１．７参照） 

消光比 １０dB以上（図１．８参照） 

 

(0.50，1.20) 

   

(0.50，1.00) 

 

  

 (0.35，0.80) 

 

  (0.65，0.80) 

 

 

  (0.15，0.50) 

         

(0.85，0.50) 

      

 

  (0.35，0.20)  (0.65，0.20) 

 

 

(0，0)  (0.50，0) (1.00，0) 

(0.50，-0.20) 

 

１タイムスロット 

  〔測定系〕 

 

 

 

 

 

     ＊：光ＡＴＴは必要に応じて用います。 

     ＊＊：カットオフ周波数（－３dB減衰点）が入力公称ビットレートの０．７５倍です。 

 

図１．７  マスクパターン規定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔 消光比＝１０×Log（Ｂ／Ａ） 〕 

図１．８  光波形例 

被試験インタフェース 

出力 
光ＡＴＴ＊ 

変換器 

（光電気変換 ４次ﾄﾑｿﾝﾌｨﾙﾀ＊＊） 
波形測定器 

光ＯＮレベル 

光ＯＦＦレベル 

光断レベル 

光パルス幅 
Ａ 

Ｂ  

ｈ  ｈ／２ 

論理値 ‘０’ ‘０’ ‘１’ ‘１’ ‘１’ ‘１’ 
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（４） 光入力条件 

ＬＴが受信する光信号の条件を表１．５に示します。 

 

表１．５  光入力条件 

項    目 規     格 

最大受光電力（平均値） －１０dBｍ 

最小受光電力（平均値） －３４dBｍ 

 

        ａ）ＮＴ１に要求される技術 

         ・最小受光電力特性：ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９５７ Ｌ－１．１準拠 

         ・最大受光電力特性：ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９５７ Ｌ－１．１準拠 

 

        ｂ）パワーペナルティ：ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９５７ Ｌ－１．１準拠 
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  １．３．３ 論理的条件（物理レイヤ論理条件） 

（１） フレーム構成 

        フレーム構成及びマッピング方法は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７準拠します。 

ＳＴＭ－１にマッピングされるパスは、ＶＣ－４のみです。 

ＬＩのフレーム構成を図１．９に示します。 

ＮＴ１が１５０Ｍbit/sのＵＮＩを有する時、ＶＣ－４パスは終端せず透過させてください。すなわち、 

              １５０Ｍbit/sのＵＮＩとＬＩの間でＰＯＨ、ＶＣ－４フレームと個々のセルの位相関係を保存して下さ 

              い。ＬＴではＳＴＭ－１フレーム、ＶＣ－４フレームの中にＶＰのセルがマッピングされた構造になり 

              ます。ＶＣ－４フレームは、ＮＴ１で終端しないで透過させます。すなわち、ＶＣ－４の１２５μフレ 

              ームとセル及び個々のセルの関係はＵＮＩとＬＩの間で保存されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．９  ＳＤＨフレーム構成 

 

 

（２） オーバーヘッド 

 

ａ）オーバーヘッドの種類 

 ●ＳＴＭ－１のセクションオーバーヘッド（ＳＯＨ：Section Over Head） 

         ●ＶＣ－４パスオーバーヘッド（ＰＯＨ：Path Over Head） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＴＭ－１ 

・ ・ ・ ・ ・ 

・ ・ ・ ・ ・ ・ 

４８バイト 

５３バイト 

Ｃ－４ 

ＶＣ－４ 

２６０バイト 

２６１バイト 

１バイト 

５バイト 

２７０バイト 

２６１バイト ９バイト 

３ 

１ 

５ 

ペイロード 

セ
ル
ヘッ
ダ 

Ｐ
Ｏ
Ｈ 

ＳＯＨ 

ＡＵ－４ 

ポインタ 

ＳＯＨ 
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        ｂ）オーバーヘッドの詳細 

         ＳＴＭ－１のＳＯＨ、ＶＣ－４のＰＯＨバイトの配置図を図１．１０に示します。 

 

 

 

ＳＴＭ-１

ＳＯＨ 

 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ バイト   

１ Ａ１ Ａ１ Ａ１ Ａ２ Ａ２ Ａ２ 
Ｃ１ 

(Ｊ０) 
＋ ＋ 

ＡＵ-４ 

ポインタ 

ＰＯＨ 

１ Ｊ１ 

２ Ｂ１ － － Ｅ１ － － Ｆ１ － － ２ Ｂ３ 

３ Ｄ１ － － Ｄ２ － － Ｄ３ － － ３ Ｃ２ 

４ Ｈ１＃１ Ｈ１＃２ Ｈ１＃３ Ｈ２＃１ Ｈ２＃２ Ｈ２＃３ Ｈ３＃１ Ｈ３＃２ Ｈ３＃３ ４ Ｇ１ 

５ Ｂ２ Ｂ２ Ｂ２ Ｋ１ － － Ｋ２ － － ５ Ｆ２ 

６ Ｄ４ － － Ｄ５ － － Ｄ６ － － ６ Ｈ４ 

７ Ｄ７ － － Ｄ８ － － Ｄ９ － － ７ Ｆ３ 

８ Ｄ１０ － － Ｄ１１ － － Ｄ１２ － － ８ Ｋ３ 

９ 
Ｚ１ 

(Ｓ１) 
－ － Ｚ２ － 

Ｚ２ 

(Ｍ１) 
Ｅ２ － － ９ Ｎ１ 

                    ＋：１０１０１０１０ 

                    －：未定義：ＮＴ１ → ＬＴ：未定義 

                          ＬＴ → ＮＴ１：規定せず 

 

図１．１０  オーバーヘッドの配置 

 

         ●ＳＯＨ 

          ＳＴＭ－１のＳＯＨバイト定義を表１．６に示します。 

          ＳＴＭ－１のＳＯＨバイトは、ＬＩ上で終端、生成して下さい。 

         ●ＡＵ－４ポインタ 

                    ポインタ値及びポインタ動作は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７に準拠します。なお、ポインタ受信 

                    規定、ポインタ生成において重複した事象が発生した場合、以下のとおりとします。 

          【ポインタ受信規定について】 

・ ＮＤＦ＊が変更あり状態（ＮＤＦ＝１００１）でかつＩビットの多くが反転、またはＤビットの 

多くが反転した場合は、ＮＤＦを有効とし、スタッフ操作は無視します。 

          ・Ｉビットポインタの多くが反転であり、かつＤビットの多くが反転した場合は、スタッフ操作 

           を無視します。 

・ ＮＤＦが変更有り状態である場合で通常のポインタ値（０～７８２）を超えたときは、ポイン 

タ値は変更しません。 

・ 新しいポインタ値が３回連続して一致して、なおかつ通常値を超えた場合は、ポインタ値は変 

更しません。 

＊ ＮＤＦ：新規データフラグ（New Data Flag） 

 

          【ポインタ生成について】 

・ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７で規定されているとおり、ＮＤＦまたはスタッフによるポインタ値 

の増減操作を行った後３フレームの間、ＮＤＦまたはスタッフによるポインタ値の増減操作は行 

わないようにして下さい。 

 



 

58 

         ●ＰＯＨ 

          ＰＯＨはＮＴ１で終端しないで、透過させて下さい。したがって、ＬＩのＰＯＨ定義はＵＮＩの 

                    規定に記述したものを参照して下さい。 

 

表１．６  ＳＴＭ－１のＳＯＨとポインタ定義 

 

オーバーヘッドの種類 機      能 規  定  値 

Ｒ
Ｓ
Ｏ
Ｈ 

Ａ１ フレーム同期 １１１１０１１０ 

Ａ２ フレーム同期 ００１０１０００ 

C１（Ｊ０） ＳＴＭ－１識別 
ＬＴ→ＮＴ１ ：規定せず 

ＮＴ１→ＬＴ ：０００００００１ 

Ｂ１ 未定義 ＊ 

Ｅ１ 未定義 ＊ 

Ｆ１ 未定義 ＊ 

Ｄ１～Ｄ３ 未定義 ＊ 

Ｐ
Ｔ
Ｒ 

Ｈ１、Ｈ２ 

ＡＵ－４ポインタ 

規定値（注） 
正負スタッフ指示 

Ｐ－ＡＩＳ Ｈ１＝Ｈ２＝１１１１１１１１ 

Ｈ３ ポインタアクション 負スタッフ 

Ｍ
Ｓ
Ｏ
Ｈ 

Ｂ２ 符号誤り監視 ＢＩＰ－２４ 

Ｋ１ 未定義 ＊ 

Ｋ２（ｂ１～ｂ５） 未定義 ＊ 

Ｋ２（ｂ６～ｂ８）  ＭＳ－ＡＩＳ、ＭＳ－ＲＤＩ 

正常        ：０００ 

ＭＳ－ＡＩＳ ：１１１ 

ＭＳ－ＲＤＩ ：１１０ 

Ｄ４～Ｄ１２ 未定義 ＊ 

Ｚ１（Ｓ１） 未定義 ＊ 

Ｚ２ Ｌｏｏｐ２、Ｒ－ＩＮＨ １．７．３、１．７．４参照 

Ｍ１ 
ＭＳ－ＲＥＩ（セクション誤り

報告） 

１０００００００～１００１１０００ ：誤り個数 

０～２４ 

１００１１００１～１１１１１１１１ ：未使用 

Ｅ２ 未定義 ＊ 

 

     ＊  ＬＴ→ＮＴ１ ：規定せず 

         ＮＴ１→ＬＴ ：ｄｏｎ’ｔ ｃａｒｅ 

 

  （注）H1のSビットのNT1→LT方向はdon’t careとします。 
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├             Ｈ１  １バイト目           ┤   ├             Ｈ２  １バイト目           ┤ 

Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｓ Ｓ Ｉ Ｄ Ｉ Ｄ Ｉ Ｄ Ｉ Ｄ Ｉ Ｄ 

    

ＮＤＦ １ ０ １０ｂｉｔポインタ 

 

├             Ｈ１  ２バイト目           ┤   ├             Ｈ２  ２バイト目           ┤ 

Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｓ Ｓ Ｉ Ｄ Ｉ Ｄ Ｉ Ｄ Ｉ Ｄ Ｉ Ｄ 

    

１ ０ ０ １ ＊ ＊ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 

 

├             Ｈ１  ３バイト目           ┤   ├             Ｈ２  ３バイト目           ┤ 

Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｓ Ｓ Ｉ Ｄ Ｉ Ｄ Ｉ Ｄ Ｉ Ｄ I Ｄ 

    

１ ０ ０ １ ＊ ＊ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 

 

         Ｎ：新規データフラグビット 

           （変更有り：１００１、変更無し：０１１０） 

         Ｉ：増加指定ビット 

          Ｄ：減少指定ビット 

         ＊：未定義 

 

図１．１１  ＡＵ－４のポインタバイトのビット定義 
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１．４  同期 

  １．４．１ フレーム同期 

     フレーム同期方式を表１．７に示します。 

 

表１．７  フレーム同期 

フレーム同期パターン 
パターン探索法 

パターン照合法 
フレーム同期保護 

Ａ１バイト‘１１１１０１１０’ 

Ａ２バイト‘００１０１０００’ 

・１ビット即時シフト方式（注１） 

・Ａ１、Ａ２の３２ビット同時 

  照合方式（注２） 

・リセット方式 

・前方５段（注３） 

・後方２段（注４） 

 

（注１） １ビット即時シフト方式と同等な同期復帰特性を有するフレーム同期方式でもかまいません。 

（注２） 一般的には、図１．１２に示す３２ビットを使用します。 

（注３） 前方５段とは、フレーム同期状態においてフレーム同期パターン照合結果、５回連続不一致を検 

     出したとき、ハンチング状態に移ることをいいます。 

（注４） 後方２段とは、ハンチング状態においてフレーム同期パターン照合結果、２回連続一致を検出し 

 たとき、同期状態に移ることをいいます。 

 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９  

Ａ１ Ａ１ Ａ１ Ａ２ Ａ２ Ａ２ Ｊ０    

          

 

図１．１２  １５０Ｍインタフェースフレーム同期パターン 

 

 １．４．２ セル同期 

     ＮＴ１でセルの同期を取る必要はありません。ＬＩのセルをＵＮＩ、ＵＮＩのセルをＬＩに透過させて下さ 

    い。ＬＩ点でセル同期を取りたい場合は、ＵＮＩのセル同期の規定を参照して下さい。 

 

 １．４．３ 網同期 

     同期タイミングを網のクロックから抽出する従属同期方式で、ＮＴ１を動作させる必要があります。すなわ 

    ち、ＮＴ１は網からの信号よりビット及び、フレーム同期のタイミングを自己抽出し、それに従って送信信号 

    を送出する必要があります。 

     また、網からＮＴ１が受信する信号が断となった場合、ＮＴ１はクロックタイミングを自走させ、ＵＮＩ及 

     びＬＩから信号を送出します。この時の自走周波数精度は、１５５．５２MHz±２０ppmです。 
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１．５  スクランブラ 

  １．５．１ フレームスクランブル 

     ＳＴＭ－１フレームのスクランブルの仕様は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７に準拠します。 

     スクランブラ、シーケンス長１２７のフレーム同期スクランブラで、生成多項式は、１＋Ｘ６＋Ｘ７です。フ 

    レーム同期型スクランブラの構成例を図１．１３に示します。スクランブラは、ＳＯＨの最初の行、最後のバ 

    イトに続くバイトの第１ビット目で‘１１１１１１１１’に初期化します。 

     このビットとスクランブルされる全ての連続するビットは、スクランブルのＸ７出力と排他的論理和を取り 

    出力します。スクランブラはＳＴＭ－１フレームに対して動作しますが、ＳＴＭ－１、ＳＯＨの最初の行はス 

    クランブルしません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．１３  フレーム同期スクランブラ（構成例） 

 

 １．５．２ セルスクランブル 

     セルはＮＴ１を透過するため、ＵＮＩでスクランブルが行われたセルはＬＩ点をそのまま透過します。した 

    がって、セルスクランブルの仕様はＵＮＩの規定を参照して下さい。 

 

 

１．６  セル速度調整及びセルヘッダ誤り制御 

     セルはＮＴ１で透過するため、ＵＮＩで行われたセル速度調整はＬＩ点でそのまま透過します。したがって、 

    セル速度調整の仕様はＵＮＩの規定を参照して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ Ｑ 

Ｓ 

Ｄ Ｑ 

Ｓ 

Ｄ Ｑ 

Ｓ 

Ｄ Ｑ 

Ｓ 

Ｄ Ｑ 

Ｓ 

Ｄ Ｑ 

Ｓ 

Ｄ Ｑ 

Ｓ 

入力データ 

スクランブルされた 

出力データ 

フレームパルス 

ＳＴＭ－Ｎ 

クロック 
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１．７  伝送路インタフェース上の保守・運用 

     ＡＴＭメガリンクサービスの伝送路インタフェースの警報転送図を図１．１４に示します。 

 

 

 

 

             注１ ：ポインタ処理をＮＴ1で行っていない場合は、ＬＯＰを検出できないため、ＵＮＩへのＰ－ＡＩＳ送出を行いません。 

             注２ ：ＭＳ－ＳＤを検出した場合は、ＭＳ－ＲＤＩを送出しない場合もあります。 

             注２’ ：ＭＳ－ＳＤを検出した場合は、ＭＳ－ＲＤＩを送出してもかまいません。 

             注３ ：ＬＣＤを検出しても、Ｐ－ＲＤＩを送出しない場合もあります。 

             注４ ：送出しない場合もあります。 

     注５ ：透過しない場合があります。 

 

図１．１４  ＡＴＭメガリンクサービスの伝送路インタフェースの警報転送図 

 

 

NT1 LT 

VP-RDI 

LCD 
P-RDI 

P-REI 
P-ERR 

P-AIS 
LOP 
MS-RDI 
MS-REI 

MS-ERR 
MS-SD 

LOF 

LOOP２-ACK 

LOS 
R-INH 

LOOP２ 

B2 

MS-REI 
MS-RDI (注2) 

P-RDI (注3) 

P-REI 

P-AIS 

B3 

VP-AIS 

LOOP１ (注４） 

P-AIS 

MS-RDI 
MS-REI 

B2 

LOOP２ 
  -ACK 

R-INH 
LOS 
LOF 

P-AIS 

MS-RDI 
MS-REI 

MS-ERR 

（注２’） MS-SD 

LOOP２ 

TF 

LOP (注1) P-AIS 

B2 

MS-REI 

MS-RDI 

TF 

LOF 

LOS 

LOP 

MS-REI 

MS-RDI 

MS-ERR 

VP-RDI 

VP-AIS（注５） 

：検出 ：発出 ：演算及び発生 
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１．７．１ 符号誤り監視 

（１） ＢＩＰ－Ｎ 

セクション及びパスの誤り監視に用います。 

誤り監視を行う情報をＮビット毎に分割し、その全情報の１ビット目からＮビット目毎にパリティ演 

       算（偶数パリティ）したＮビットの演算結果をＢＩＰ－Ｎ符号といいます。ＢＩＰ－Ｎ符号は次のフレ 

       ームの誤り監視情報内の特定位置（ＳＯＨのＢ２バイト、ＰＯＨのＢ３バイト）に配置します。 

        ＢＩＰの演算方法と演算範囲は、ＴＴＣ標準ＪＴ-Ｇ７０７に準拠します。 

 

（２） ＢＩＰ演算方法 

ａ）Ｂ２バイト（ＢＩＰ－２４） 

         送信側：スクランブル前のＳＴＭ－１全ビット（ＳＯＨの第１～３行を除く）に対してＢＩＰ－ 

             ２４の演算を行い、その結果をスクランブル前の次のフレームのＢ２バイトに入れます。 

         受信側：デスクランブル後のＳＴＭ－１の全ビット（ＳＯＨ第１～３行を除く）に対してＢＩＰ－ 

             ２４の演算を行い、その結果をデスクランブル後の次のフレームのＢ２バイトと比較しま 

             す。 

 

        ｂ）Ｂ３バイト（ＢＩＰ－８） 

         ＶＣ－４パスはＮＴ１を透過するのでパス符号誤り監視は、ＵＮＩと同じ仕様となります。ＵＮＩ 

         規定を参照して下さい。 

 

        ｃ）ＢＩＰの演算範囲 

         Ｂ２バイトの（ＢＩＰ－２４）を用いるセクション符号誤りの演算範囲を図１．１５に示します。 

 

 

図１．１５  Ｂ２バイト（ＢＩＰ―２４）を用いる演算範囲 
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        ｄ）符号誤り検出情報の送出 

         入力信号の符号誤り（ＢＩＰエラー）個数（（２）の比較結果）を送信フレームの次に示すバイト 

         に入れて送信する必要があります。網はＮＴ１から受信した信号にＢ２誤り符号がある場合、図１． 

         １６のようにＮＴ１に通知します。 

 

 

 

 Ｍ１  

   

ｂ１ ｂ２ ｂ３ ｂ４ ｂ５ ｂ６ ｂ７ ｂ８  

 

 誤り個数 

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０個 

０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １個 

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ２個 

～ 

 

０ ０ １ １ ０ ０ ０ ２４個 

 

     （注）その他のパターンを網が受信した場合は、誤り無しとみなします。 

 

図１．１６  ＭＳ－ＲＥＩ 
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  １．７．２ 故障情報 

（１） 故障情報の検出・発出条件 

         ａ）検出条件 

検出条件を表１．８に示します。 

 

表１．８  検出条件 

 

種別 検出条件 解除条件 

出力断 ＴＦ 出力信号断 出力信号回復 

入力断 ＬＯＳ 入力信号断 入力信号回復 

フレーム同期はずれ ＬＯＦ 
フレーム同期パターン不一致を５回連続 

検知 

フレーム同期復帰（フレーム同期パターン 

の一致２回連続検出） 

多重セクション誤り率劣化 ＭＳ－ＳＤ 

ＢＩＰ－２４（Ｂ２）により検出した伝送路誤り率

が１０-5以上で検出し、１０-7 以下で検出しな

い 

ＢＩＰ－２４（Ｂ２）により検出した伝送路誤り率

が１０-7以下で解除し、１０-5以上で解除しない 

送信多重セクション故障 ＭＳ－ＲＤＩ 
デスクランブル後のＫ２のｂ６～ｂ８＝ 

’１１０’ を３回連続受信 

デスクランブル後のＫ２のｂ６～ｂ８≠ 

’１１０’ を３回連続受信 

受信 

多重セクション誤り発生 
ＭＳ－ＥＲＲ ＢＩＰ－２４（Ｂ２）により誤りを検出 ＢＩＰ－２４（Ｂ２）により誤りを検出しない 

送信 

多重セクション誤り発生 
ＭＳ－ＲＥＩ 

Ｍ１により転送された送信パス誤りを 

検出 

Ｍ１により転送された送信パス誤りを 

検出しない 

ＡＵポインタ異常 ＬＯＰ 
異常ポインタ受信時 

（ＡＩＳポインタ受信除く） 
正常ポインタ受信時 

受信 

トランスミッションパス 

故障 

Ｐ－ＡＩＳ ＡＩＳポインタ受信時 正常ポインタ受信時 

セル同期はずれ ＬＣＤ ＨＥＣエラーを７回連続検出 ＨＥＣ正常を７回連続検出 

送信 

トランスミッションパス 

故障 

Ｐ－ＲＤＩ 
デススクランブル後のＧ１のｂ５＝ 

’１’を３回連続受信 

デススクランブル後のＧ１のｂ５＝ 

’０’を３回連続受信 

受信 

トランスミッションパス 

誤り発生 

Ｐ－ＥＲＲ ＢＩＰ－８（Ｇ１）により誤りを検出 ＢＩＰ－８（Ｇ１）により誤りを検出しない 

送信 

トランスミッションパス 

誤り発生 

Ｐ－ＲＥＩ Ｐ－ＥＲＲ検出時 Ｐ－ＥＲＲを検出しない 

 

※Ｒ－ＩＮＨ、ＬＯＯＰ２に関しては、１．７．３～１．７．５を参照して下さい。 
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        ｂ）発出条件 

         発出条件を表１．９に示します。 

 

表１．９  発出条件 

種  別 発出方法 発出条件 発出の解除条件 

ＭＳ－ＲＤＩ 
スクランブル前のＫ２のｂ６－ｂ８ 

＝‘１１０‘ 

ＬＩにおけるＬＯＳ、 

ＬＯＦ、（ＭＳ－ＳＤ）*1検出時 

ＬＩにおけるＬＯＳ、 

ＬＯＦ、（ＭＳ－ＳＤ）*1回復時 

ＭＳ－ＲＥＩ 
Ｂ２不一致時にＭ１にＢ２の演算結果

を送出する。（図１．１８参照） 
ＬＩにおけるＭＳ－ＥＲＲ検出時 ＬＩにおけるＭＳ－ＥＲＲ回復時 

Ｐ－ＡＩＳ 

ＶＣ－４及びＡＵ－４ポインタを 

ａｌｌ‘１’（ＡＵ－４ポインタを 

除くＳＯＨは正常値） 

ＵＮＩにおけるＬＯＳ、ＬＯＦ， 

ＬＯＰを検出時 

ＵＮＩにおけるＬＯＳ、ＬＯＦ、 

ＬＯＰ回復時 

Ｐ－ＲＤＩ スクランブル前のＧ１のｂ５＝１ 
ＬＯＳ、ＬＯＦ、ＬＯＰ、（ＬＣＤ）*2、 

Ｐ－ＡＩＳ検出時 

ＬＯＳ、ＬＯＦ、ＬＯＰ、（ＬＣＤ）*2、 

Ｐ－ＡＩＳ回復時 

Ｐ－ＲＥＩ 
ＢＩＰ－８による誤り監視結果おＧ１

バイトにより示す 

ＢＩＰ演算結果の結果、誤り個数検出

時 

ＢＩＰ演算結果の結果、誤り個数未検

出時 

    ※１ 多重セクション誤り率劣化（ＭＳ－ＳＤ）時のＭＳ－ＲＤＩ発出は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７ではオプ 

       ション扱いであり、送出しても良い。 

    ※２ 国際標準の規定上、発出する必要がありません。 

 

（２） ＬＴ→ＮＴ１方向の故障時におけるＬＩ上の故障情報転送 

・ ＮＴ１は、ＬＯＳ、ＬＯＦ、（ＭＳ－ＳＤ）、検出時に、ＬＴ方向へＭＳ－ＲＤＩを発出する必 

  要が有ります 

・ ＮＴ１は、ＢＩＰ－２４の演算結果をＭＥ－ＲＥＩとして常時ＬＴ方向へ発出する必要があり 

  ます 

 

（３） ＮＴ１→ＬＴ方向の故障時におけるＬＩ上の故障情報転送 

・ ＬＴは、ＬＯＳ、ＬＯＦ、ＬＯＰ、ＬＣＤ、Ｐ－ＡＩＳ検出時には、ＮＴ１方向へ 

  Ｐ－ＲＤＩを発出します。 

・ ＬＴは、Ｂ２（ＢＩＰ－２４）、Ｂ３（ＢＩＰ－８）の演算結果ＭＳ－ＲＥＩ、Ｐ－ＲＥＩを常 

時ＮＴ１方向へ発出します。なお、Ｂ３（ＢＩＰ－８）はＴＥ／ＮＴ２→ＬＴ間のＶＣ－４の 

誤り検出結果です。 

 

 １．７．３ ＮＴ１の電源断方向（Ｒ－ＩＮＨ） 

     ＮＴ１電源断時の網側での無用な警報を抑止するため、ＮＴ１は電源断通知機能を持つ必要が有ります。 

    ＮＴ１の電源ＯＮ状態の時は、Ｒ－ＩＮＨビットを‘００’としてＬＴへ送出して下さい。 

     元電源が投入されていて電源スイッチをＯＮからＯＦＦ状態にした場合、もしくは電源スイッチがＯＮ状 

    態で元電源が断となった場合、Ｒ－ＩＮＨはビットを‘０１’としてＬＴ方向へ１２回以上発出した後に、信 

    号断状態にして下さい。（但し、ヒューズ断等のＮＴ１故障を除く） 

     Ｒ－ＩＮＨビットはＺ２バイトの第１バイト目の先頭から７，８ビット目に位置します。 
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 １．７．４ 折り返し情報ビット（ＬＯＯＰ２） 

     回線故障において効率的な故障切り分けを行い、お客様の利便を図るためにＮＴ１は折り返し機能を持つ必 

    要があります。（ＶＣ－４の折返し） 

     このＬＯＯＰ２折り返し機能は、ＮＴ１の最も端末側に近いところに持たせることにより、ＮＴ１の端末側 

    の故障がＮＴ１及び網側の故障かを切り分ける機能です。 

     ＬＯＯＰ２の折り返し条件と折り返し状態について表１．１０に示します。 

 

表１．１０  折り返し条件とその状態 

条     件 折り返し状態 

折り返し条件 
ＬＩ上のＬＯＯＰ２ビットを連続 

６回以上‘０１’を検出 

ＬＴからＮＴ１への入力信号をＮＴ１からＬＴへ出

力する。 

（折り返し単位：ＶＣ－４） 

解除条件 
ＬＩ上のＬＯＯＰ２ビットを連続 

６回以上‘００’を検出 
折り返し状態が解除され、正常状態に戻る。 

 

 １．７．５ Ｚ２バイト 

     電源断情報と折り返し情報ビットのＺ２バイトへのマッピングを表１．１１、図１．１７に示します。 

 

表１．１１  Ｚ２バイトの機能及び規定値 

バイト 機  能 規 定 値 

Ｚ２（ｂ１～ｂ８） セクション保守用 図１．１９参照 

Ｚ２（ｂ９～ｂ１６） 未定義 
ＮＴ１→ＬＴ：未定義 

ＬＴ→ＮＴ１：規定せず 

 

     ＬＴ→ＮＴ１方向 

“０” “１” “１” “１” “１” ＬＯＯＰ２ ＬＯＯＰ２ “０” 

ｂ１ ｂ２ ｂ３ ｂ４ ｂ５ ｂ６ ｂ７ ｂ８ 

 

     ＮＴ１→ＬＴ方向 

“０” “１” “１” “１” “１” 
ＬＯＯＰ２ 

－ＡＣＫ 

ＬＯＯＰ２ 

－ＡＣＫ 
Ｒ－ＩＮＨ 

Ｒ－ＩＮＨ 

ｂ１ ｂ２ ｂ３ ｂ４ ｂ５ ｂ６ ｂ７ ｂ８ 

 

ＬＴ→ＮＴ１方向 ＮＴ１→ＬＴ方向 ＮＴ１→ＬＴ方向 

 

ｂ６ ｂ７ ＬＯＯＰ２ 

 

ｂ７ ｂ８ Ｒ－ＩＮＨ 

 

ｂ６ ｂ７ 
ＬＯＯＰ２ 

－ＡＣＫ 

“００” 解除 “００” 解除 “００” 解除 

“０１” 設定 “０１” 設定 “１０” 設定 

＊“００”、“０１”以外の 

値を受信した場合は、 

前状態を保持します。 

 

＊“００”、“０１”以外の 

値を受信した場合は、 

前状態を保持します。 

 

＊“００”、“１０”以外の 

値を受信した場合は、 

 前状態を保持します。 

 

図１．１７  Ｚ２バイトへのマッピング 
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１ ２５Ｍユーザ・網インタフェース 

 

１．１  概要 

     ２５．６Ｍbit/sのユーザ・網インタフェース（ＵＮＩ）は、物理、電気及び論理条件条件から構成されます。 

 

        （１）物理的条件 

ツイストペアケーブルの仕様及びツイストペアケーブルとＮＴ１を接続するためのコネクタ等の規格 

        （２）電気的条件 

          ツイストペアケーブルとＮＴ１を接続するための信号レベル等の規格 

       （３）論理的条件 

          ツイストペアケーブルとＮＴ１の間で信号を送受信するための伝送フレームの構成等の規格 

 

       本インタフェースにおける規定点を図１．１に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                 ●：規定点 

 

図１．１ ユーザ・網インタフェース規定点 

 

１．２  分界点 

     １芯式における電気通信回線設備と端末設備との分界点は、工事・保守上における接続及び責任範囲であり、 

    図１．２に示すとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．２  施工・保守上の責任範囲（通信線） 

 

ｺﾈｸﾀ ｺﾈｸﾀ 

ＶＣ 
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LT 
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コネクタ コネクタ 

コネクタ 

配線盤 
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光ファイバ 

ケーブル 
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１．３  インタフェース条件 

１．３．１  物理的条件 

（１） 主要諸元 

物理条件は、ＴＴＣ標準ＪＴ-Ｉ４３２．５に準拠します。ただしケーブルは１００ΩＵＴＰケーブルを 

             使用します。主要諸元を表１．１に示します。 

 

表１．１  主要諸元 

 

項 目 規      格 

配線形態 １本 

伝送媒体 １００ΩＵＴＰ（注１） 

コネクタ ＵＴＰ－ＭＩＣ（ＲＪ４５）（注２） 

符号速度 ２５．６Mbit/s±１００ppm（注３） 

伝送距離 ９０m以下（１００ΩＵＴＰ－３ケーブル使用時） 

伝送符号 ＮＲＺＩ 

入出力特性 表１．３参照 

 

     （注１）EIA/TIA568 A95 または ISO/IEC 11801 に準拠します。 

          （注２）ISO/IEC 603-7 に準拠します。 

          （注３）４Ｂ５Ｂ符号化により３２Mbaud 

 

（２） 配線形態 

  ８ピンの１００ΩＵＴＰケーブルのカテゴリ－３を適用します。 

  ピンアサインを表１．２に示します。 

 

表１．２  １００ΩＵＴＰケーブルコネクタのピンアサイン 

 

ピン番号 ユーザ側識別 ネットワーク機器側信号 

１ 送信＋ 受信＋ 

２ 送信－ 受信－ 

３ 未使用 未使用 

４ 未使用 未使用 

５ 未使用 未使用 

６ 未使用 未使用 

７ 受信＋ 送信＋ 

８ 受信－ 送信－ 
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１．３．２  電気的条件 

（１） 主要諸元 

ユーザ・網インタフェースにおける電気的条件はＴＴＣ標準ＪＴ-Ｉ４３２．５に準拠します。 

その主要諸元を表１．３に示します。 

 

表１．３  主要諸元 

 

項 目 規      格 

符号誤り率 １×１０－１０以下 

立ち上がりジッタ ４ns以下） 

Ｄｕｔｙひずみ １．５ns以下 

パルス波形 表１．６～表１．１０及び図１．３～図１．７参照 

出力レベル ２．７V＜Peak-to-Peak出力＜３．４V（１００ΩＵＴＰ） 

特性インピーダンス 
周波数１MHz～１６MHzにおいて 

１００Ω±１５％（１００ΩＵＴＰ－３ケーブル使用時） 

送信反射減衰量 表１．４参照 

受信反射減衰量 表１．５参照 

 

 

表１．４  送信反射減衰量 

 

周波数帯域 反射減衰量 

1-6 MHz 減衰量＞１４dB 

6-17 MHz 減衰量＞１２dB 

17-25 MHz 減衰量＞８dB 

 

 

表１．５  受信反射減衰量 

 

周波数帯域 反射減衰量 

1-17 MHz 減衰量＞１４dB 

17-25 MHz 減衰量＞８dB 
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表１．６  ５シンボルコーナーポイント 

 

ポイント 上限時間 上限振幅 下限時間 下限振幅 

Ａ －０．３ ０ ０．３ ０ 

Ｂ ６．３ １．２０ １０．５ ０．９０ 

Ｃ １４ １．２０ ２３．０ ０．５０ 

Ｄ ２３ １．０５ ３６．０ ０．７５ 

Ｅ ３４ １．２０ ５３．０ ０．６０ 

Ｆ ５６ ０．９５ ８７．０ ０．６０ 

Ｇ ９５ ０．９２ ９９．７ ０ 

Ｈ １００．３ ０ － － 

                      時間単位：％  １００％ ＝ １５６．２５ns 

 

 

 

 

 

 

図１．３  ５シンボルのパルス波形 
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表１．７  ４シンボルのコーナーポイント 

 

ポイント 上限時間 上限振幅 下限時間 下限振幅 

Ａ －０．４ ０ ０．４ ０ 

Ｂ ７．９ １．２０ １３．１ ０．９０ 

Ｃ １７ １．２０ ２８．０ ０．５０ 

Ｄ ２９ １．０５ ４５．０ ０．７５ 

Ｅ ４３ １．２０ ６６．０ ０．６０ 

Ｆ ７０ ０．９５ ８４．０ ０．６０ 

Ｇ ９３．５ ０．９２ ９９．６ ０ 

Ｈ １００．４ ０ － － 

                          時間単位：％  １００％ ＝ １２５ns 

 

 

 

 

図１．４  ４シンボルのパルス波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ

Ｇ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｆ

Ｄ

Ｃ

Ａ

Ｂ

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

-10 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

時間％

振
幅

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ｂ

Ａ



 

74 

表１．８  ３シンボルコーナーポイント 

 

ポイント 上限時間 上限振幅 下限時間 下限振幅 

Ａ －０．５ ０ ０．３ ０ 

Ｂ １０．５ １．２０ １７．５ ０．９０ 

Ｃ ２３．０ １．２０ ３７．５ ０．５０ 

Ｄ ３８．０ １．０５ ５９．５ ０．７５ 

Ｅ ５７．０ １．２０ ８７．５ ０．６０ 

Ｆ ９３．０ ０．９５ ９９．５ ０ 

Ｇ １００．５ ０ － － 

                       時間単位：％  １００％ ＝ ９３．７５ns 

 

 

 

 

図１．５  ３シンボルのパルス波形 
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表１．９  ２シンボルのコーナーポイント 

 

ポイント 上限時間 上限振幅 下限時間 下限振幅 

Ａ －１．０ ０ １．０ ０ 

Ｂ １５．５ １．２０ ２６．０ ０．９０ 

Ｃ ３４．５ １．２０ ５７．０ ０．５０ 

Ｄ ５６．５ １．０５ ８１．５ ０．６５ 

Ｅ ８５．０ １．２０ ９９．０ ０ 

Ｆ １０１．０ ０ － － 

                       時間単位：％  １００％ ＝ ６２．５ns 

 

 

 

 

図１．６  ２シンボルのパルス波形 
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表１．１０  １シンボルのコーナーポイント 

 

ポイント 上限時間 上限振幅 下限時間 下限振幅 

Ａ －１．５ ０ １．５ ０ 

Ｂ ２３．５ ０．８３ ２６．０ ０．５５ 

Ｃ ４８．５ １．１５ ５１．５ ０．９５ 

Ｄ ８０．０ ０．８６ ７７．５ ０．５２ 

Ｅ １０１．５ ０ ９８．５ ０ 

                       時間単位：％  １００％ ＝ ３１．２５ns 

 

 

 

 

図１．７  １シンボルのパルス波形 
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ATMセル ATMセル ATMセル 

セルＮ＋２ セルＮ セルＮ＋１ 

X_４ X_X X_４ 

１．３．３  論理的条件 

（１） セル配置 

データは４Ｂ５Ｂ符号化され、セルベースで伝送されます。４Ｂ５Ｂ符号化を表１．１１に 、セルの 

       配置を図１．８に示します。 

 

表１．１１  ４Ｂ５Ｂ符号化 

 

データ 符号 データ 符号 データ 符号 データ 符号 

0000 10101 0001 01001 0010 01010 0011 01011 

0100 00111 0101 01101 0110 01110 0111 01111 

1000 10010 1001 11001 1010 11010 1011 11011 

1100 10111 1101 11101 1110 11110 1111 11111 

ESC(X) 00010       

 

 

 

 

 

 

 

図１．８  セルの配置 

 

     ５ビットに変換された符号は、常にペアを構成し、コマンドとデータの２種類の符号ペアが存在します。以 

    下にコマンドの符号ペアを示します。 

 

     Ｘ＿Ｘ＝セルスタート（スクランブルのリセット有り） 

     Ｘ＿０＝無効（予約） 

     Ｘ＿１＝無効（予約） 

     Ｘ＿２＝無効（予約） 

     Ｘ＿３＝無効（予約） 

     Ｘ＿４＝セルスタート（スクランブルのリセット無し） 

     Ｘ＿５＝無効（予約） 

     Ｘ＿６＝無効（予約） 

     Ｘ＿７＝無効（予約） 

     Ｘ＿８＝Sync_Event 

     Ｘ＿９＝無効（予約） 

     Ｘ＿Ａ＝無効（予約） 

     Ｘ＿Ｂ＝無効（予約） 

     Ｘ＿Ｃ＝無効（予約） 

     Ｘ＿Ｄ＝無効（予約） 

     Ｘ＿Ｅ＝無効（予約） 

     Ｘ＿Ｆ＝無効（予約） 
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Ｘ＿Ｘ ＡＴＭセル Ｘ＿Ｘ ＡＴＭセル Ｘ＿Ｘ ＡＴＭセル Ｘ＿８ 

Sync_Eventの挿入 

セルＮ セルＮ＋１ セルＮ＋２ 

１．４ セル同期とスクランブル 

     本インタフェースでは、ＨＥＣによるセル同期ではなく、セルの先頭にＸ＿ＸまたはＸ＿４を挿入し、これに 

    よりセルの位置を識別しセル同期を確立します。 

 

     ４Ｂ５Ｂ変換前にコマンドを除く全ビットに対して、生成多項式Ｘ１０＋Ｘ７＋１を用いてスクランブルします。 

    スクランブルのブロック構成例を図１．９に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｄｘ＝スクランブル前データビット 

 

Ｄｘ＝スクランブル後データビット 

 

 ＋ ＝排他的論理和 

 

 

 

 

図１．９  スクランブルのブロック構成例 

 

     また、送信側のスクランブラと受信側のデスクランブラのシーケンスの同期を確立するためにスクランブラ 

    ／デスクランブラをＸ＿Ｘの送受でリセットします。そのリセット間隔は、前のスクランブルリセット後、あ 

        る時間（１００μs～５００μs）経過した次のセル送出においてスクランブルのリセットを行います。Ｘ＿ 

        Ｘ受信時は、ｘ１～ｘ１０を全て“１”（“３ＦＦ”Ｈｘ）にします。 

 

 

１．５ クロックタイミング 

     網のクロック（８ｋＨｚ）を端末に供給するための同期信号としてＮＴ１からＴＥ／ＮＴ２方向に１２５μ 

    ｓにSync_Event（Ｘ＿８）を伝送します。Ｘ＿８は他のデータ及びコマンドより優先され、図１．１０に示 

    すようにセルの中に挿入されます。ＡＴＭセルの中にコマンド（Ｘ＿Ｘ、Ｘ＿４、及びＸ＿８以外のコマンド） 

    をした場合、このセルは破棄される場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

図１．１０  Ｓｙｎｃ＿Ｅｖｅｎｔの挿入 

 

 

 

 

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０ 

＋ 
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＋ 

＋ 

＋ 

 ｄ０ 

 Ｄ０ 

 Ｄ１ 

 ｄ１ 

 Ｄ２ 

 ｄ２ 

 Ｄ３ 

 ｄ３ 
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１．６ 速度調整 

     伝送すべきデータが無いときは、速度調整セルを挿入せず、“Ｅｓｃａｐｅ ｓｙｍｂｏｌ Ｘ”以外の任意の 

    データを挿入します。 

 

１．７ ユーザ・網インタフェース上の保守・運用 

２５Mユーザ・網インタフェースの警報転送図を図１．１１に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１：着端末へ網からＶＰ－ＡＩＳ（ＶＣ－ＡＩＳ）を送出します。 

   

 

図１．１１  ２５Ｍユーザ・網インタフェースの警報転送図 
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NT１ LT TE／NT２ 

分界点 
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２ ４５Ｍユーザ・網インタフェース 

 

２．１ 概要 

     ４４．７３６Ｍbit/sのユーザ・網インタフェース（ＵＮＩ）は、物理、電気及び論理条件条件から構 

    成されます。 

 

（１） 物理的条件 

   同軸ケーブルの仕様及び同軸ケーブルとＮＴ１を接続するためのコネクタ等の規格  

（２） 電気的条件 

          規格ケーブルとＮＴ１を接続するための信号レベル等の規格 

（３） 論理的条件 

          規格ケーブルとＮＴ１の間で信号を送受信するための伝送フレームの構成等の規格 

 

       本インタフェースにおける規定点を図２．１に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                 ●：規定点 

 

図２．１  ユーザ・網インタフェース規定点 

 

２．２ 分界点 

     １芯式における電気通信回線設備と端末設備との分界点は、工事・保守上における接続及び責任範囲であり、 

    図２．２に示すとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．２  施工・保守上の責任範囲（通信線） 

コネクタ コネクタ 

ＶＣ 

(ﾊﾞー ﾁｬﾙﾁｬﾈﾙ) 

ＶＰ 

（ﾊﾞー ﾁｬﾙﾊﾟｽ） 

４５Ｍインタフェース １芯式 

ＮＴ１ ＬＴ 

配線盤 
ＴＥ／ＮＴ２ 

コネクタ 

ＵＮＩ 

ＤＳ３ 
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２．３ インタフェース条件 

２．３．１  物理的条件 

（１） 主要諸元 

主要諸元を表２．１に示します。 

 

表２．１  主要諸元 

 

項 目 規      格 

配線形態 上り方向１本、下り方向１本 

伝送媒体 同軸ケーブル 

コネクタ ＢＮＣコネクタ 

伝送速度 ４４．７３６Ｍbit/s 

クロック精度（注） ±２０ppm 

伝送符号 Ｂ３ＺＳ符号 

入出力特性 表２．２参照 

（注）DS3フレーム同期方式による 

 

（２） 配線形態 

ＤＳ３インタフェースの伝送媒体には２本の同軸ケーブルを適用します。 

 

（３） 同軸ケーブル 

ユーザ・網インタフェースに適用される同軸ケーブルは、７５Ω同軸ケーブルです。 

 

（４） コネクタ 

 送信信号、受信信号それぞれに対して、ＢＮＣ同軸コネクタ（ＪＩＳ Ｃ ５４１２－１９７６高周

波同軸Ｃ０２コネクタ準拠）で接続します。 
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２．３．２   電気的条件 

（１） 主要諸元 

ＤＳ３インタフェースの電気条件の主要諸元を表２．２に示します。 

 

表２．２  主要諸元 

 

項 目 規      格 

伝送符号 Ｂ３ＺＳ符号 

立ち上がりジッタ ４ns以下 

出力端規定 

負荷インピーダンス 純抵抗７５Ω±５％ 

パルスマスク 図２．３参照 

出力レベル 

３ＫＨｚ帯域で測定した場合に以下の周波数特性を満足する。 

２２，３６８kHz：－１．８dBm～＋５．７dBm 

４４，７３６kHz：２２，３６８kHzより２０dB以下 

入力端規定 

伝送路損失 
０～１３７mの７５Ω同軸ケーブル（ex.JIS 5C-2V,JIS 5C-2W等） 

にて受信可能なこと。（注） 

フレーム同期方法 
フレーム同期パターンの照合 

図２．４、表２．３参照 

  （注）この範囲の損失に対応するため、ＮＴ１のＤＳ３インタフェースにハイレベル／ローレベル切替え 

     スイッチを設けています。そのため、申し込み時にＮＴ１～ＮＴ２の距離を通知していただく必要があります。 

 

 

 Ｔ Value of curve 

Lower curve 

Ｔ≦-0.36 

-0.36≦Ｔ≦0.28 

0.28≦Ｔ 

0 

0.5〔1+sin(π/2)×(1+T/0.18)〕 

0.11e-3.42×(T-0.3) 

Upper curve 

Ｔ≦-0.65 

-0.65≦Ｔ≦0 

0≦Ｔ≦0.36 

0.36≦Ｔ 

0 

1.05〔1-e-4.6×(T＋0.65)〕 

0.5〔1+sin(π/2)×(1+T/0.34)〕 

0.05+0.407e-1.84×(T-0.36) 

 

 

図２．３  入出力波形 
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２．３．３ 論理的条件 

（１） フレーム構成 

       ＡＴＭメガリンクサービス及びＡＴＭシェアリンクサービスのＤＳ３インタフェースでは、ＰＬＣＰフ 

      レーム、Ｃビットパリティを採用しており、ＤＳ３インタフェースのペイロード部分（オーバヘッド部分 

            以外）には、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．８０４に準拠したＰＬＣＰフレームがマッピングされ、ＰＬＣＰフレーム 

            のペイロード部分にはＡＴＭセルがバイト単位でマッピングされます。 

       ＤＳ３インタフェースフレーム構成を図２．４に示します。また、ＰＬＣＰフレームの構成を図２．５ 

      に示します。 

 

マルチフレーム（４７６００bit） 

Ｘ１ 

(1bit) 679bit 

Ｘ２ 

(1bit) 679bit 

Ｐ１ 

(1bit) 679bit 

Ｐ２ 

(1bit) 679bit 

Ｍ１ 

(1bit) 679bit 

Ｍ２ 

(1bit) 679bit 

Ｍ３ 

(1bit) 679bit 

サブフレーム 

  

 

第１ 

ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ 
Ｘ１ Info Ｆ１ Info Ｃ１１ Info Ｆ２ Info Ｃ１２ Info Ｆ３ Info Ｃ１３ Info Ｆ４ Info 

第２ 

ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ 
Ｘ２ Info Ｆ１ Info Ｃ２１ Info Ｆ２ Info Ｃ２２ Info Ｆ３ Info Ｃ２３ Info Ｆ４ Info 

第３ 

ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ 
Ｐ１ Info Ｆ１ Info Ｃ３１ Info Ｆ２ Info Ｃ３２ Info Ｆ３ Info Ｃ３３ Info Ｆ４ Info 

第４ 

ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ 
Ｐ２ Info Ｆ１ Info Ｃ４１ Info Ｆ２ Info Ｃ４４ Info Ｆ３ Info Ｃ４３ Info Ｆ４ Info 

第５ 

ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ 
Ｍ１ Info Ｆ１ Info Ｃ５１ Info Ｆ２ Info Ｃ５２ Info Ｆ３ Info Ｃ５３ Info Ｆ４ Info 

第６ 

ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ 
Ｍ２ Info Ｆ１ Info Ｃ６１ Info Ｆ２ Info Ｃ６２ Info Ｆ３ Info Ｃ６３ Info Ｆ４ Info 

第７ 

ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ 
Ｍ３ Info Ｆ１ Info Ｃ７１ Info Ｆ２ Info Ｃ７２ Info Ｆ３ Info Ｃ７３ Info Ｆ４ Info 

 

オーバーヘッド部分：１bit   ペイロード部 ：８４bit 

 

図２．４  ＤＳ３のフレーム構成 
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PLCP Framing POI POH PLCP Payload  

(1 Octet) (1 Octet) (1 Octet) (1 Octet) (53 Octet)  

Ａ１ Ａ２ Ｐ１１ Ｚ６ First ATM Cell  

Ａ１ Ａ２ Ｐ１０ Ｚ５ ATM Cell  

Ａ１ Ａ２ Ｐ０９ Ｚ４ ATM Cell  

Ａ１ Ａ２ Ｐ０８ Ｚ３ ATM Cell  

Ａ１ Ａ２ Ｐ０７ Ｚ２ ATM Cell  

Ａ１ Ａ２ Ｐ０６ Ｚ１ ATM Cell  

Ａ１ Ａ２ Ｐ０５ Ｘ ATM Cell  

Ａ１ Ａ２ Ｐ０４ Ｂ１ ATM Cell  

Ａ１ Ａ２ Ｐ０３ Ｇ１ ATM Cell  

Ａ１ Ａ２ Ｐ０２ Ｘ ATM Cell  

Ａ１ Ａ２ Ｐ０１ Ｘ ATM Cell  

Ａ１ Ａ２ Ｐ００ Ｃ１ Twelfth ATM Cell Trailer 

                                          13 or 14 nibbles 

図２．５  PLCPのフレーム構成（１２５μｓ） 

 

（２） オーバーヘッド 

  ４５Ｍインタフェースの論理条件を表２．３に示します。 

 

表２．３  ４５Ｍインタフェースの論理条件 

 

オーバーヘッドの種類 機    能 規  定  値 

ＤＳ３ 

M1,M2,M3 Ｍフレーム同期ビット ０，１，０ 

F1F2,F3,F4 Ｍサブフレーム同期ビット １，０，０，１ 

P1,P2 パリティビット 

前のフレームのペイロード（4704bits）パリティ演算 

      １の場合：１，１ 

      ０の場合：０，０ 

X1,X2 ＲＡＩ 
正 常 ：１，１ 

ＲＡＩ：０，０ 

C*1,C*2,C*3 

(*：1～7) 
Ｃビット 

ＤＳ３フレームでＡＩＳが発生していない場合：表２．４参照 

ＤＳ３フレームでＡＩＳが発生している場合  ：表２．５参照 

ＰＬＣＰ 

A1,A2 フレーム同期バイト 
Ａ１：１１１１０１１０ 

Ａ２：００１０１０００ 

P00～P11 パスオーバーヘッド指示バイト 

    ｂ１～ｂ６：パスオーバーヘッドラベル 

    ｂ７   ：０ 

    ｂ８   ：奇数パリティ      表２．６参照 

G1 PLCPパスステータス 

   ｂ１～ｂ４：ＦＥＢＥ（００００～１０００） 

   ｂ５   ：ＲＡＩ（１）ｏｒ正常（０） 

   ｂ６～ｂ８：未使用 

B1 ＢＩＰ－８ 前ＰＬＣＰフレームのＰＯＨとＰＬＣＰペイロードが演算 

C1 サイクル・スタッフポインタ        トレーラ長を指定   表２．７参照 

X 未使用 
            送信：０ 

            受信：無視 

Z1～Z6 Growth Octet 未使用 
          送信：００００００００ 

          受信：無視 

Trailer 
１３または１４nibbles 

   ※１nibbles = ４bits 
１１００ 
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表２．４  Ｃビットの割り当て（ＤＳ３フレーム構成でＡＩＳが発生していない場合） 

 

種  類 内      容 記      事 

C11 アプリケーション指示チャネル １ 

C12 ネットワーク要求 １ 

C13 
遠隔アラーム、コントロールビット（ＦＥＡＣ） 

（未使用） 

      送信側：１ 

      受信側：無視 

C21～C23 未使用 １，１，１ 

C31～C33 ＣＰビット 
Ｐビット P1=P2=0 の時：0,0,0 

     P1=P2=１の時：1,1,1 

C41～C43 ＲＥＩ 

送信側：通常 1,1,1 

    ＲＥＩ発出時 1,1,1以外 

受信側：無視 

C51～C53 
データリンク 

（未使用） 

    送信側：1,1,1 

    受信側：無視 

C61～C63 未使用 １，１，１ 

C71～C73 未使用 １，１，１ 

 

 

表２．５  Ｃビットの割り当て（ＤＳ３フレームでＡＩＳは発生している場合） 

 

種  類 内      容 記      事 

C11～C73 Ｃビット 全て‘０’ 

 

 

表２．６  パスオーバーヘッド指示コード 

 

パスオーバーヘッド指示バイト 
パスオーバーヘッドラベル＋リザーブ＋パリティ 

                 6bit + 1bit +1bit 

Ｐ１１ ００１０１１００ 

Ｐ１０ ００１０１００１ 

Ｐ０９ ００１００１０１ 

Ｐ０８ ００１０００００ 

Ｐ０７ ０００１１１００ 

Ｐ０６ ０００１１００１ 

Ｐ０５ ０００１０１０１ 

Ｐ０４ ０００１００００ 

Ｐ０３ ００００１１０１ 

Ｐ０２ ００００１０００ 

Ｐ０１ ０００００１００ 

Ｐ００ ０００００００１ 

 

表２．７  Ｃ１（サイクル／スタッフカウンタ）コード 

 

Ｃ１コード サイクル中のフレーム トレーラ長 

１１１１１１１１ １ １３ 

００００００００ ２ １４ 

０１１００１１０ ３（no stuff） １３ 

１００１１００１ ３（stuff） １４ 
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２．４ セル同期とスクランブル 

     ＰＬＣＰフレーム確立によってセルの位置を確立し、セル同期を確立します。尚、ＡＴＭレイヤで使用され 

    る有効セルが存在しない場合には、ＰＬＣＰフレームのペイロードへ空きセルを挿入し、セル速度を調整しま 

    す。セルのペイロードに対してＸ４３＋１の自己同期スクランブル、デスクランブルを行って下さい。 

     スクランブル、デスクランブルの方法は、“１５０Ｍユーザ・網インタフェース”を参照して下さい。 

 

２．５ 空きセル 

     ＡＴＭレイヤから有効セルが提供されない時の速度調整は空きセルを挿入します。空きセルに対して受付側 

    では、PLCPフレーム確立によるセル同期のみ行います。 

     空きセル識別にためのヘッダパターンを表２．８に示します。 

 

表２．８  空きセル識別のためのヘッダパターン 

 

 バイト１ バイト２ バイト３ バイト４ バイト５ 

ヘッダ 

パターン 
00000000 00000000 00000000 00000001 

ＨＥＣ 

（有意コード） 

情報フィールドの内容は０１１０１０１０の４８回繰り返し 

 

     （注）空きセルはＡＴＭレイヤに渡されないで、ＡＴＭレイヤの観点からはヘッダ及びペイロードの値は何 

        も意味を持ちません。 

 

２．６ ユーザ・網インタフェース上の保守・運用 

２．６．１  保守信号 

（１） ＲＤＩ信号 

          ＲＤＩ信号は、主信号の受信側の終端点で故障またはＡＩＳを検出したことを、送信側の終端点 

     に通知するための信号です。 

 

（２） ＡＩＳ信号 

           ＡＩＳ信号は、伝送路（情報通信路）での故障発生時に、故障が発生したことを下流側へ通 

      知するために用いる信号です。 

 

（３） ＲＡＩ信号 

  ＲＡＩ信号は、４５Ｍユーザ・網インタフェースでのレイヤ１能力の消失を対向側へ通知す 

 るために用いる信号です。 
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２．６．２ 警報転送図 

     ユーザ・網インタフェースの警報転送図を図２．６に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              注１ ：着端末へ網からＶＰ－ＡＩＳ（ＶＣ－ＡＩＳ）を送出します。 

       注２ ：検出を行わない場合もあります。 

       注３ ：送出を行わない場合もあります。 

   

 

図２．６  ４５M ユーザ・網インタフェースの警報転送図 

 

 

 

VP-RDI 

VP-AIS 

RAI 
REI 

BIP-8 

LOS 
OOF 

OOF 
(PLCP) 

RAI (注2) 
(PLCP) 

REI (注2) 
（PLCP) 

RAI 
(PLCP) 

OOF (注1) 
（PLCP) 

REI 

OOF (注1) 
LOS (注1) 

RAI 
REI (注3) 
（PLCP) 
BIP-8 

RAI 
(PLCP) 

ERR 
(PLCP) 

VP-AIS 
VP-RDI 

ERR (注2) 
（PLCP) 

NT1 TE/NT2 

：検出 ：発生 ：演算及び発生 

RAI 
(PLCP) 

RAI RAI 

ERR Pbit 

VP-AIS 

（PLCP) 
（PLCP) 

(PLCP) 

(注3) 

VP-RDI 
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２．６．３ 符号誤り監視 

（１） ＢＩＰ－８ 

  セクション及びパスの誤り監視に用います。 

  誤り監視を行う情報を８ビット毎に分割し、その全情報の１ビット目から８ビット目毎に対してパリティ 

演算（偶数パリティ）した８ビットの演算結果をＢＩＰ－８符号といいます。 

 ＢＩＰ－８符号は次のフレームの誤り監視情報内の特定位置（ＰＬＣＰのＢ１バイト）に配置します。 

 

（２） Ｂ１バイト（ＢＩＰ－８）の演算方法 

  送信側：スクランブル前のＰＬＣＰフレームのＰＯＨとＰＬＣＰペイロード部分に対してＢＩＰ－８の演 

     算を行い、その結果をスクランブル前の次のフレームのＢ１バイトに入れます。 

 受信側：デスクランブル後のＰＬＣＰフレームのＰＯＨとペイロード部分に対して、ＢＩＰ－８の演算を 

     行い、その結果をデスクランブル後の次のフレームのＢ１バイトと比較します。 

 

（３） ＢＩＰ－８の演算範囲 

  Ｂ１バイトを用いる符号誤りの演算範囲を図２．７に示します。 

 

PLCP Framing POI POH PLCP Payload  

(1 Octet) (1 Octet) (1 Octet) (1 Octet) (53 Octet)  

Ａ１ Ａ２ Ｐ１１ Ｚ６ First ATM Cell  

Ａ１ Ａ２ Ｐ１０ Ｚ５ ATM Cell  

Ａ１ Ａ２ Ｐ０９ Ｚ４ ATM Cell  

Ａ１ Ａ２ Ｐ０８ Ｚ３ ATM Cell  

Ａ１ Ａ２ Ｐ０７ Ｚ２ ATM Cell  

Ａ１ Ａ２ Ｐ０６ Ｚ１ ATM Cell  

Ａ１ Ａ２ Ｐ０５ Ｘ ATM Cell  

Ａ１ Ａ２ Ｐ０４ Ｂ１ ATM Cell  

Ａ１ Ａ２ Ｐ０３ Ｇ１ ATM Cell  

Ａ１ Ａ２ Ｐ０２ Ｘ ATM Cell  

Ａ１ Ａ２ Ｐ０１ Ｘ ATM Cell  

Ａ１ Ａ２ Ｐ００ Ｃ１ Twelfth ATM Cell Trailer 

                                          13 or 14 nibbles 

 ： ＢＩＰ－８演算範囲 

 

図２．７  Ｂ１バイト（ＢＩＰ－８）を用いる演算範囲（ＰＬＣＰフレーム） 
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（４） 符号誤り検出情報の送出 

       入力信号の符号誤り（ＢＩＰエラー）個数（②の比較結果）を送信フレームの次に示すバイトに入れて 

      送信する必要があります。 

 

       ・Ｇ１バイト（ＲＥＩ） 

        ＢＩＰ演算結果を発出するためにＰＯＨ中のＧ１バイトの１～４ビットは、図２．８に示すようにす 

        る必要があります。 

 

ｂ１ ｂ２ ｂ３ ｂ４ ｂ５ ｂ６ ｂ７ ｂ８ 

    誤り個数    

０ ０ ０ ０ ０個    

０ ０ ０ １ １個    

０ ０ １ ０ ２個    

～ ～    

１ ０ ０ ０ ８個    

 

（注）その他のパターンを網が受信した場合は、誤り無しと見なします。 

 

図２．８  ＲＥＩ 

 

２．６．４ 故障情報 

（１） ＵＮＩ上の故障情報（ＮＴ１→ＴＥ／ＮＴ２方向の故障時） 

       ａ）ＴＥ／ＮＴ２は、ＬＯＳ、ＯＯＦ検出時にＮＴ１方向へＲＡＩを発出する必要があります。 

       ｂ）ＴＥ／ＮＴ２は、ＢＩＰ－８による監視結果をＲＥＩとして常時ＮＴ１方向へ発出する必要があり 

         ます。 

 

（２） ＵＮＩ上の故障情報（ＴＥ／ＮＴ２→ＮＴ１方向の故障時） 

  ａ）ＮＴ１は、ＬＯＳ、ＯＯＦ検出時に、ＴＥ／ＮＴ２方向へＲＡＩを発出します。 

  ｂ）ＮＴ１は、ＢＩＰ－８による誤り監視結果をＲＥＩとして常時ＴＥ／ＮＴ２方向へ発出します。 

    （注：装置により発出しない場合があります。） 

 

（３） 故障情報の検出・発出条件 

  ａ）ＤＳ３インタフェース通信警報検出条件解除条件 

    ＤＳ３インタフェース通信警報検出解除条件を表２．９に示します。 

  ｂ）ＰＬＣＰフレーム通信警報検出解除条件 

    ＰＬＣＰフレーム通信警報検出解除条件を表２．１０に示します。 
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表２．９  ＤＳ３インタフェース通信警報検出解除条件 

 

項    目 検出条件 解除条件 

フレーム同期はずれ 

ＲＥＣ 

ＯＯＦ 

連続する１６個のＭサブフレーム同期

ビット中、３個の不一致。または、連

続するｍマルチフレーム中、ｍ－１マ

ルチフレームのＭフレーム同期ビット

パターンの不一致。 

（ｍ＝３～５） 

同期パターン連続ｎ回一致 

（ｎ＝２ｏｒ３） 

ＬＯＳ 信号断が発生したとき 信号断が回復したとき 

遠隔故障表示 

ＲＡＩ 
ＲＡＩ 

Ｘ１＝Ｘ２＝０を 

連続１～１０回受信 

Ｘ１＝Ｘ２＝１を 

連続１～１０回受信 

 

 

表２．１０  ＰＬＣＰフレーム通信警報検出解除条件 

 

項    目 検出条件 解除条件 

ＰＬＣＰ同期はずれ 
ＯＯＦ 

（ＰＬＣＰ） 

Ａ１、Ａ２両オクテットの

誤り。また、２連続のＰＯ

Ｉビットの誤り。 

２連続のＡ１、Ａ２、ＰＯＩ

ビットの検出。 

ＢＩＰ－８誤り 
ＥＲＲ 

（ＢＩＰ－８） 

前ＰＬＣＰフレームのＰＯ

ＩとＰＬＣＰペイロードに

対するＢＩＰ－８演算結果

と次のフレームのＢ１との

不一致。 

前ＰＬＣＰフレームのＰＯ

ＨとＰＬＣＰペイロードに

対するＢＩＰ－８演算結果

と次フレームのＢ１との不

一致。 

ＰＬＣＰフレームＲＡＩ ＰＬＣＰ－ＲＡＩ 
Ｇ１ビットの第５ビット＝

１を連続１０回受信 

Ｇ１ビットの第５ビット＝

０を連続１０回受信 
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３ １５０Ｍユーザ・網インタフェース 

 

３．１ 概要 

     １５５．５２Ｍbit/sのユーザ・網インタフェース（ＵＮＩ）は、物理的、光学的及び論理的条件から構 

    成されます。 

 

（１） 物理的条件 

光ファイバの仕様及び光ファイバとＮＴ１を接続するためのコネクタ等の規格 

（２） 光学的条件 

光ファイバとＮＴ１を接続するための光信号レベル等の規格 

（３） 論理的条件 

光ファイバとＮＴ１の間で信号を送受信するための伝送フレームの構成等の規格 

 

     本インタフェース規定点を図３．１に示します。 

 

ｺﾈｸﾀ 

 
ｺﾈｸﾀ 

 

ＶＣ 

(ﾊﾞｰﾁｬﾙﾁｬﾈﾙ) 
ＶＰ 

（ﾊﾞｰﾁｬﾙﾊﾟｽ） 

NT1 
配線盤 ＴＥ／ＮＴ２ 

ｺﾈｸﾀ 

UNI 

●：規定点 

ＶＣ－４ 

（ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝﾊﾟｽ） 

ＳＴＭ－１ 

（ｾｸｼｮﾝ） 

LT 

 

図３．１  ユーザ・網インタフェースの規定点 
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３．２ 分界点 

３．２．１ ２芯式を用いた場合の分界点 

     ２芯式における電気通信回線設備と端末設備との分界点は、以下に示す３つの形態があります。また、分界 

    点、工事・保守上における接続及び責任範囲例を図３．２に示します。 

 

     Ａ：ＮＴＴ西が光ファイバ加入者線までを提供する場合 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 責任範囲（１）となります。 

     Ｂ：ＮＴＴ西が光ファイバ配線設備までを提供する場合 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 責任範囲（２）となります。 

     Ｃ：ＮＴＴ西がＮＴ１までを提供する場合 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 責任範囲（３）となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※図はＮＴＴ西が光ファイバ配線設備まで提供する場合のモデルです。 

 

図３．２  ２芯式における施工・保守上の責任範囲（通信線） 

 

３．２．２  １芯式を用いた場合の分界点 

     １芯式における電気通信回線設備と端末設備との分界点は、工事・保守上における接続及び責任範囲であり 

    図３．３に示すとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．３  １芯式における施工・保守上の責任範囲 

 

 

 

 

 

 

 

NT１ LT 

TE／NT２ 

分界点 

配線盤 

端末設備 電気通信回線設備 

光ファイバ 

配線設備 

光ファイバ 

加入者線 

責任範囲（１） 

責任範囲（２） 

責任範囲（３） 

NT１ LT 

TE／NT２ 

分界点 

コネクタ 

コネクタ 

コネクタ 

配線盤 光ファイバ 

配線設備 

光ファイバ 

加入者線 

コネクタ コネクタ コネクタ 

端末設備 電気通信回線設備 



 

93 

３．３ インタフェース条件 

  ３．３．１ 物理的条件 

（１） 主要諸元 

       １５０Ｍユーザ・網インタフェースの主要諸元を表３．１に示します。 

 

表３．１  １５０Ｍユーザ・網インタフェースの主要諸元 

 

項     目 規     格 

配線形態 ２芯（上り下り各方向１芯） 

伝送媒体 光ファイバケーブル 

コネクタ Ｆ０４形単心光ファイバコネクタ（単心SC） 

伝送速度 １５５．５２０Ｍbit/s 

クロック精度 ±２０ppm 

伝送符号 スクランブルド２値ＮＲＺ符号 

入出力特性 表３．３、表３．４ 参照 

 

 

（２） 配線形態 

伝送媒体には２本の光ファイバを適用します。 

 

（３） 光ファイバケーブル 

 

ａ）光ファイバケーブルの種類 

         光ファイバ加入者線及び光ファイバ配線設備に適用される光ファイバケーブルは、ＪＩＳ Ｃ ６８   

        ３５ ＳＳＭ Ａ－１０／１２５ [ＳＭ型光ファイバケーブル（以下、ＳＭケーブル）注１]、ＪＩＳ Ｃ  

        ６８３２ ＳＧＩ－５０／１２５ [ＧＩ型光ファイバケーブル（以下、ＧＩケーブル）注２]及びＪＩＳ Ｃ  

        ６８３２ ＳＧＩ－６２．５／１２５ [ＧＩ型光ファイバケーブル（以下、ＧＩケーブル）注３]に相当 

        します。 

         なお、上記に示す光ファイバのうち、どちらを使用するかによって、設置されるＮＴ１が異なる場 

         合があります。使用する光ファイバについては、ＮＴＴ西の専用サービス取扱所等にご相談願います。 

 

        注１：ＩＥＣ規格７９３－２Ｂ1．１Ａに相当します。 

        注２：ＩＥＣ規格７９３－２Ａｌaに相当します。 

        注３：ＩＥＣ規格７９３－２Ａｌｂに相当します。 

 

        ｂ）接続コネクタ 

         光送受信用コネクタとして、Ｆ０４形単心光ファイバコネクタ（ＪＩＳ Ｃ ５９７３）２個（ＯＰ 

        Ｔ ＯＵＴ及びＯＰＴ ＩＮ）で接続します。従ってＮＴ１にはＦ０４形単心光ファイバコネクタが接続 

        できる必要があります。 

         なお、光コネクタについては、ＮＴＴ西の専用サービス取扱所等にご相談願います。 
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３．３．２  光学的条件 

（１） 主要諸元 

 ユーザ・網インタフェースにおける光学的条件はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９５７ Ｉ－１及びＡＴＭ－

Ｆｏｒｕｍ(PhysicalLayer Interface Specification)に準拠します。 

         その主要諸元を表３．２に示します。 

 

表３．２  主要諸元 

 

項     目 

規     格 

ＴＴＣ標準JT-G957 I-1 

(ＳＭ) 

ＴＴＣ標準JT-G957 I-1 

(ＧＩ) 

ATM-Forum (Physical Layer  

Interface Specification) （ＧＩ） 

インタフェース速度 １５５．５２０Ｍbit/s １５５．５２０Ｍbit/s 

伝送符号 スクランブルド２値ＮＲＺ符号＊ スクランブルド２値ＮＲＺ符号＊ 

発光条件 
    正論理：論理値‘１’は発光 

        論理値‘０’は非発光 

    正論理：論理値‘１’は発光 

        論理値‘０’は非発光 

発行中心波長 １．３１±０．０５μｍ １．２７～１．３８μm 

平均送信電力 －１５～－８ｄＢｍ ―２０～―１４ｄＢｍ 

送信波形 マスクパターン規定（図３．６参照） ― 

消光比 ８．２ｄＢ以上（図３．７参照） １０ｄＢ以上（図３．７参照） 

最大受光電力 

（平均値） 
－８ｄＢｍ ―１４ｄＢｍ 

最小受光電力 

（平均値） 
－２３ｄＢｍ －２９ｄＢｍ 

パワーペナルティ １ｄＢ以下 １ｄＢ以下 

ジッタ 図３．５（ａ）参照（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９５８） 図３．５（ｂ）参照 

 

     ＊：スクランブルド２値ＮＲＺ符号 

       ＮＲＺ符号は論理値‘０’の場合は‘Ｌｏｗ’、論理値‘１’の場合には‘Ｈｉｇｈ’とする符号形式 

      をいいます。ＮＲＺ符号の説明を図３．４に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ０ １ ０ ０ １ １ ０ １ ０ 

          

          

 

     ・論理規定は正論理です。すなわちＮＲＺ符号‘Ｈｉｇｈ’時に光ＯＮ、‘Ｌｏｗ’時に光ＯＦＦとします。 

・Ｔ＝ 
１ 

（ｓ） 
１５５．５２×１０６ 

 

図３．４  ＮＲＺ符号の説明 

Ｌｏｗ 

Ｈｉｇｈ 

Ｌｏｗ 

Ｈｉｇｈ 

Ｔ Ｔ 

波 形 

論理値 ‘１’ ‘０’ 
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 ジッタ 

上
り 

出力ジッタ 
O.1UI peak to peak 

以下 

下
り 

入力ジッタ耐力 左図参照 

 

 

 

図３．５（ａ）  ジッタ特性（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９５８） 

 

 ジッタ 

上
り 

出力ジッタ 
O.1UＩ peak to peak 

以下 

下
り 

入力ジッタ耐力 左図参照 

 

 

 

 

図３．５（ｂ）  ジッタ特性（ＡＴＭ－Forum） 

 

（２） 光出力条件 

ＮＴ１からＮＴ２／ＴＥ側に送出する光信号の条件を表３．３に示します。 

なお、スクランブラによって変調されたマーク率１／２の信号での特性です。 

 

表３．３  光出力規格 

 

項     目 

規     格 

ＴＴＣ標準JT-G957 I-1 

(ＳＭ) 

ＴＴＣ標準JT-G957 I-1 

(ＧＩ) 

ATM-Forum (Physical Layer  

Interface Specification) （ＧＩ） 

平均送信電力 ―１５dBm ～ ―８dBm ―２０dBm ～ ―１４dBm 

送信波形 マスクパターン規定（図３．６参照） ― 

消光比 ８．２dＢ以上（ 図３．７参照） １０dB以上（ 図３．７参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

f1  ｆ2 f4 

Ａ２ 

Ａ１ 
２０ｄＢ/ｄｅｃａｄｅ 

Jitter frequency (log scale) 

P
ea

k 
- 
P
ea

k 
Ji

tte
r a

m
pl

itu
de

 (
lo

g 
sc

al
e)

 Ａ１＝１．５ＵＩ 

Ａ２＝０．１５ＵＩ 

ｆ１＝２００Ｈｚ 

ｆ２＝６．５ＫＨｚ 

ｆ３＝６５ＫＨｚ 

ｆ４＝３．５ＭＨｚ 

 

ＵＩ＝Unit Interval(6.43nsec) 

Note １ - Ｆｏｒ 155.520 

f1   f２  F3  f４ 

Ａ３ 

Ａ１ 

Jitter frequency (log scale) 

Ａ１＝０．１５ＵＩ 

Ａ２＝１．５ＵＩ 

Ａ３＝１５ＵＩ 

ｆ０＝１０Ｈｚ 

ｆ１＝３０Ｈｚ 

ｆ２＝３００Ｈｚ 

ｆ３＝６．５ＫＨｚ 

ｆ４＝６５ＭＨｚ 

 

ＵＩ＝Unit Interval(6.43nsec) 

Note １ - Ｆｏｒ 155.520 

Ａ２ 

 f０ 

２０ｄＢ/ｄｅｃａｄｅ 

２０ｄＢ/ｄｅｃａｄｅ 

 ｆ3 
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(0.50，1.00) 

 

  

(0.35，0.80) 

 

  (0.65，0.80) 

 

 

  (0.15，0.50) 

         

(0.85，0.50) 

      

 

  (0.35，0.20)  (0.65，0.20) 

 

 

(0，0)  (0.50，0) (1.00，0) 

(0.50，-0.20) 

 

１タイムスロット 

 

  〔測定系〕 

 

 

 

 

 

     ＊：光ＡＴＴは必要に応じて用います。 

     ＊＊：カットオフ周波数（－３dB減衰点）が入力公称ビットレートの０．７５倍です。 

 

図３．６  マスクパターン規定（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９５７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔 消光比＝１０×ｌｏｇ（Ｂ／Ａ） 〕 

図３．７  光波形例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被試験インタフェース 

出力 
光ＡＴＴ＊ 

変換器 

（光電気変換 ４次ﾄﾑｿﾝﾌｨﾙﾀ＊＊） 
波形測定器 

光ＯＮレベル 

光ＯＦＦレベル 

光断レベル 

光パルス幅 
Ａ 

Ｂ ｈ 

 ｈ／２ 

論理値 ‘０’ ‘０’ ‘１’ ‘１’ ‘１’ ‘１’ 
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（３） 光入力条件 

ＮＴ１が受信する光信号の条件を表３．４に示します。 

 

表３．４  光入力条件 

 

項     目 

規     格 

ＴＴＣ標準JT-G957 I-1 

(ＳＭ) 

ＴＴＣ標準JT-G957 I-1 

(ＧＩ) 

ATM-Forum (Physical Layer  

Interface Specification) （ＧＩ） 

最大受光電力 

（平均値） 
－８dBm －１４dBm 

最小受光電力 

（平均値） 
－２３dBm －２９dBm 

 

        ａ）ＮＴ１に要求される技術 

・最小受光電力特性：ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９５７ Ｉ－１準拠 

                   ATM-Forum (Physical Layer Interface Specification) 準拠 

・最大受光電力特性：ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９５７ Ｉ－１準拠 

                   ATM-Forum (Physical Layer Interface Specification) 準拠 

 

        ｂ）パワーペナルティ：ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９５７ Ｉ－１準拠 

                                  ATM-Forum (Physical Layer Interface Specification) 準拠 

 

  ３．３．３ 論理的条件 

（１） フレーム構成 

       フレーム構成及びマッピング方法は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２．１／２に準拠します。 

       ＳＴＭ－１にマッピングされるパスは、ＶＣ－４のみです。 

       ＵＮＩのフレーム構成を図３．８に示します。 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．８  ＳＤＨフレーム構成 

 

ＳＴＭ－１ 

・ ・ ・ ・ ・ 

・ ・ ・ ・ ・ ・ 

４８バイト 

５３バイト 

Ｃ－４ 

ＶＣ－４ 

２６０バイト 

２６１バイト 

１バイト 

５バイト 

２７０バイト 

２６１バイト ９バイト 

３ 

１ 

５ 

ペイロード 

セ
ル
ヘッ
ダ 

Ｐ
Ｏ
Ｈ 

ＳＯＨ 

ＡＵ－４ 

ポインタ 

ＳＯＨ 
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（２） オーバーヘッド 

 

ａ）オーバーヘッドの種類 

 ●ＳＴＭ－１のセクションオーバーヘッド（ＳＯＨ：Section Over Head） 

         ●ＶＣ－４パスオーバーヘッド（ＰＯＨ：Path Over Head） 

 

        ｂ）オーバーヘッドの詳細 

         ＳＴＭ－１のＳＯＨ、ＶＣ－４のＰＯＨバイトの配置図を図３．９に示します。 

ＳＯＨ 

 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ バイト   

１ Ａ１ Ａ１ Ａ１ Ａ２ Ａ２ Ａ２ 
Ｃ１ 

(Ｊ０) 
＋ ＋ 

ＡＵ－４ 

ポインタ 

ＰＯＨ 

１ Ｊ１ 

２ Ｂ１ － － Ｅ１ － － Ｆ１ － － ２ Ｂ３ 

３ Ｄ１ － － Ｄ２ － － Ｄ３ － － ３ Ｃ２ 

４ Ｈ１＃１ Ｈ１＃２ Ｈ１＃３ Ｈ２＃１ Ｈ２＃２ Ｈ２＃３ Ｈ３＃１ Ｈ３＃２ Ｈ３＃３ ４ Ｇ１ 

ＳＯＨ 

５ Ｂ２ Ｂ２ Ｂ２ Ｋ１ － － Ｋ２ － － ５ Ｆ２ 

６ Ｄ４ － － Ｄ５ － － Ｄ６ － － ６ Ｈ４ 

７ Ｄ７ － － Ｄ８ － － Ｄ９ － － ７ Ｆ３ 

８ Ｄ１０ － － Ｄ１１ － － Ｄ１２ － － ８ Ｋ３ 

９ 
Ｚ１ 

(Ｓ１) 
－ － Ｚ２ － 

Ｚ２ 

(Ｍ１) 
Ｅ２ － － ９ Ｎ１ 

                    ＋：１０１０１０１０ 

                    －：未定義：ＮＴ１ → ＴＥ／ＮＴ２：規定せず 

                          ＴＥ／ＮＴ２ → ＮＴ１：don’ｔ care 

 

図３．９  オーバーヘッドの配置 

         ●ＳＯＨ 

          ＳＴＭ－１のＳＯＨバイト定義を表３．５に示します。 

 

         ●ＡＵ－４ポインタ 

                    ポインタ値及びポインタ動作は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７に準拠します。 

          なお、ポインタ受信規定、ポインタ生成において重複した事象が発生した場合、以下のとおりと 

          します。 

 

          【ポインタ受信規定について】 

・ ＮＤＦが変更あり状態（ＮＤＦ＝１００１）でかつＩビットポインタの多くが反転、またはＤビ

ットポインタの多くが反転した場合は、ＮＤＦを有効とし、スタッフ操作は無視します。 

          ・Ｉビットポインタの多くが反転であり、かつＤビットの多くが反転した場合は、スタッフ操作 

           を無視します。 

・ ＮＤＦが変更有り状態である場合で通常のポインタ値（０～７８２）を超えたときは、ポイン 

タ値は変更しません。 

・ 新しいポインタ値が３回連続して一致して、なおかつ通常値を超えた場合は、ポインタ値は変 

更しません。 
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                    【ポインタ生成について】 

・ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７で規定されているとおり、ポインタ値の増減操作は、ＮＤＦまたは 

スタッフによるポインタ値の増減操作後３フレーム内に要求があった場合においても、この操 

作は無視します。 

 

         ●ＰＯＨ 

          ・ＵＮＩのＶＣ－４のＰＯＨの定義を表３．６に示します。 

 

表３．５  ＳＴＭ－１のＳＯＨとポインタ定義 

 

オーバーヘッドの種類 機      能 規  定  値 

Ｒ
Ｓ
Ｏ
Ｈ 

Ａ１ フレーム同期 １１１１０１１０ 

Ａ２ フレーム同期 ００１０１０００ 

C１（Ｊ０） ＳＴＭ－１識別 
ＴＥ/ＮＴ２→ＮＴ１：００００００１ 

ＮＴ１→ＴＥ/ＮＴ２：規定せず 

Ｂ１ 未定義 ＊ 

Ｅ１ 未定義 ＊ 

Ｆ１ 未定義 ＊ 

Ｄ１～Ｄ３ 未定義 ＊ 

Ｐ
Ｔ
Ｒ 

Ｈ１、Ｈ２ 

ＡＵ－４ポインタ 

正負スタッフ指示 
規定値  （注）Ｈ１のＳビットのＴＥ/ＮＴ２→ＮＴ１方向は、

don’t care 

Ｐ－ＡＩＳ Ｈ１＝Ｈ２＝１１１１１１１１ 

Ｈ３ ポインタアクション 負スタッフ 

Ｍ
Ｓ
Ｏ
Ｈ 

Ｂ２ 符号誤り監視 ＢＩＰ－２４ 

Ｋ１ 未定義 ＊ （※） 

Ｋ２（ｂ１～ｂ５） 未定義 ＊  （※） 

Ｋ２（ｂ６～ｂ８）  ＭＳ－ＡＩＳ、ＭＳ－ＲＤＩ 

正常      ：０００ 

ＭＳ－ＡＩＳ ：１１１ 

ＭＳ－ＲＤＩ ：１１０ 

Ｄ４～Ｄ１２ 未定義 ＊ 

Ｚ１（Ｓ１） 未定義 ＊ 

Ｍ１ 
ＭＳ－ＲＥＩ（セクション誤り

報告） 

１０００００００～１００１１０００ ：誤り個数 ０

～２４ 

１００１１００１～１１１１１１１１ ：未使用 

Ｅ２ 未定義 ＊ 

＊ ＴＥ/ＮＴ２→ＮＴ１：don’t care 

             ＮＴ１→ＴＥ/ＮＴ２：規定せず。ただし、※はall “０” とします。 
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表３．６  ＶＣ－４のＰＯＨ定義 

 

オーバーヘッドの種類 機      能 規  定  値 

Ｐ
Ｏ
Ｈ 

Ｊ１ 未定義 ＊ 

Ｂ３ パス誤り監視 ＢＩＰ－８ 

C２ パスシグナルラベル 
ＴＥ／ＮＴ２→ＮＴ１：ｄｏｎ’ｔ ｃａｒｅ 

ＮＴ１→ＴＥ／ＮＴ２：０００００００１ 

Ｇ１ 

（ｂ１～ｂ

４） 
Ｐ－ＲＥＩ 

００００～１０００：誤り個数０～８ 

１００１～１１１１：誤り個数０ 

（ｂ５） Ｐ－ＲＤＩ ０：正常、１：Ｐ－ＲＤＩ 

（ｂ６～ｂ

８） 
未定義 ＊ 

Ｆ２ 未定義 ＊ 

Ｈ４ 未定義 ＊ 

Ｆ３ 未定義 ＊ 

Ｋ３ 未定義 ＊ 

Ｎ１ 未定義 ＊ 

 

＊ ＴＥ/ＮＴ２→ＮＴ１：don’t care 

             ＮＴ１→ＴＥ/ＮＴ２：規定せず。 
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３．４ セル同期とスクランブラ 

  ３．４．１ フレームスクランブラ 

     ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７に準拠します。スクランブラ、シーケンス長１２７のフレーム同期スクランブラで、 

    生成多項式は、１＋Ｘ６＋Ｘ７です。フレーム同期型スクランブラの構成例を図３．１０に示します。スクラン 

    ブラは、ＳＯＨの最初の行、最後のバイトに続くバイトの第１ビット目で‘１１１１１１１１’に初期化しま 

    す。 

     このビットとスクランブルされる全ての連続するビットは、スクランブルのＸ７出力と排他的論理和を取り 

    出力します。スクランブラはＳＴＭ－１フレームに対して動作しますが、ＳＴＭ－１、ＳＯＨの最初の行はス 

    クランブルしません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．１０  フレーム同期スクランブラ（構成例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ Ｑ 

Ｓ 

Ｄ Ｑ 

Ｓ 

Ｄ Ｑ 

Ｓ 

Ｄ Ｑ 

Ｓ 

Ｄ Ｑ 

Ｓ 

Ｄ Ｑ 

Ｓ 

Ｄ Ｑ 

Ｓ 

入力データ 

スクランブルされた 

出力データ 

フレームパルス 

ＳＴＭ－Ｎ 

クロック 
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  ３．４．２ セルスクランブラ 

（１） セル同期とスクランブルの目的 

  ＨＥＣを用いたセル同期（物理レイヤのペイロードからセルを抽出する機能）により、セルの境界を識 

 別します。 

 スクランブルはＨＥＣによるセル同期の確立やビット誤りに対するＶＰＩ、ＶＣＩ等の識別能力を向上 

するために使用します。さらにスクランブルでは、情報フィールドの情報をランダム化することによって 

誤同期を防止しています。 

 

（２） セル同期アルゴリズム 

  セル同期の方法は、保護すべきヘッダビット（３２ビット）とそれに関係する生成多項式Ｘ８＋Ｘ２＋Ｘ 

＋１の短縮巡回符号を用いたＨＥＣ（８ビット）との相互関係から実現されます。 

 図３．１１にＨＥＣによるセル同期状態遷移図を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （注） ・正しいＨＥＣとはヘッダにビット誤りがなく、訂正もされないことを意味します。 

     ・同期状態のみＡＴＭレイヤにセルを渡し、ハンチング状態、前同期状態のセルは物理レイヤ 

 で廃棄します。 

図３．１１  セル同期状態遷移図 

（３）  状態遷移図の詳細 

 

    ａ） ハンチング状態での同期処理は、仮定したヘッダに対し、正しいＨＥＣ（即ちシンドロームがゼロ 

       に等しい状態）であるかをバイトごとに照合することにより実行されます。１回一致が検出されると 

       次の前同期状態に遷移します。 

 

    ｂ） 前同期状態での同期処理は、正しいＨＥＣであるかどうかを５３バイトごとに照合することにより 

       実行します。処理は、連続的に６回正しいＨＥＣであることを確認するまで繰り返します。ＨＥＣ誤 

       りが検出された場合、処理はハンチング状態に戻ります。 

 

    ｃ） 同期状態では、５３バイト毎にＨＥＣを照合し、連続的に７回ＨＥＣ誤りが検出された時、セル同        

       期が外れたものとします。セル同期主要諸元を表３．７に示します。 

 

表３．７  セル同期主要諸元 

項目 内容 

セル同期方式 ＨＥＣのみを用いた同期方式 

ハンチング状態から前同

期状態への遷移 
正しいＨＥＣを持つセルを１セル受信することにより前同期状態へ遷移 

前同期状態から同期状態

への遷移 
６回連続正しいＨＥＣを受信 

同期状態からハンチング

状態への遷移 
７回連続ＨＥＣ誤りを受信 

ハンチング 前同期 

同期 

１回正しいＨＥＣ 

ＨＥＣ誤り 

７回連続ＨＥＣ誤り 

（７段前方保護） ６回連続正しいＨＥＣ検出 

（７段後方保護） 
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３．４．３ スクランブラ動作 

     次の多項式を自己同期スクランブルとして用います。 

        Ｘ４３＋１ 

     すなわち、送信側ではペイロードのビットを２進数の多項式で表し、これと「Ｘ４３＋１」の多項式との排他 

    的論理（Exclusive ＯＲ）をとり送信します。受信側ではこの逆の演算を行います。 

     ＨＥＣセル同期の状態の遷移図に関係するスクランブラ動作は以下のとおりです。 

      ①スクランブラはペイロードのビットのみスクランブルします。 

      ②５バイトのヘッダ間は、スクランブル動作を停止し、スクランブラの状態を保持します。 

      ③ハンチング状態においては、デスクランブ動作を停止します。 

      ④前同期と同期状態では、デスクランブラはペイロードの長さに相当するビット数の間だけ動作し、次の 

       ヘッダと想定される期間は停止します。 

     スクランブル／デスクランブル主要諸元を、表３．８に示します。 

 

     （注）網は、ユーザから受け取ったセルを必ずデスクランブルします。また、網がユーザにセルを送出する 

        ときには、必ずスクランブルします。 

 

表３．８  スクランブル／デスクランブル主要諸元 

 

項     目 内       容 

スクランブル範囲 ヘッダ（５バイト）を除く４８バイトの情報フィールド全体 

生 成 多 項 式 Ｘ４３＋１ 

同 期 方 式 自己同期方式 

動 作 条 件 

ハンチング状態では、デスクランブル動作を停止 

前同期と同期状態では、デスクランブラはペイロードの長さに相当するビ

ットの数だけ動作し、次のヘッダと想定される時間は停止する。 
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３．５  ＨＥＣ 

３．５．１  ＨＥＣ 

     ＨＥＣ機能は、セルヘッダ全体に対して、 

      ・１ビット誤り訂正 

      ・複数ビット誤り検出 

     の２つの能力を有します。 

     送信側ではＨＥＣフィールド値を計算します。受信側では、図３．１２に示す訂正モードと検出モードの２つ 

    のモードを持ちます。通常は訂正モードにあり、各セルヘッダの監視を行い、誤り検出されると、訂正モードで 

    は、１ビット誤りのみを訂正し（複数ビット誤りは検出のみ）、検出モードに移ります。検出モードでは、ビッ 

    ト誤りのあるセルは廃棄され、誤りが検出されなくなると受信側は訂正モードに移行します。図３．１２におい 

    て、「無動作」とは訂正が行われず、またセルは廃棄されないことを示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ）の中は、受信したセルに対する動作を示します 

 

図３．１２  ＨＥＣによる誤り検出／訂正モードの状態遷移図（受信側） 

 

     ＡＴＭセルヘッダの誤り検査のフローチャートを図３．１３に示します。 

     ＨＥＣによる誤り検出／訂正機能によって 

      ・１ビットヘッダ誤りの復旧 

      ・バースト誤り状態での誤配の低減 

     を実現しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．１３  ＡＴＭセルヘッダ誤り処理のフロー 

訂正モード 検出モード 

複数ビット誤り検出（セル廃棄） 

１ビット誤り検出（訂正） 

誤り非検出 

（無動作） 

誤り非検出 

（無動作） 

誤り検出 

（セル廃棄） 

ヘッダ誤り 

入力セル 

モード 

誤り検出 

訂正可能 

訂正成功 

廃棄セル 有効セル ヘッダ誤りの 

ある有効セル 

Ｙ Ｎ 

Ｙ Ｎ 

Ｎ 

Ｎ 

Ｙ 

Ｙ 

検出モード 

訂正モード 



 

105 

３．５．２  ＨＥＣ機能シーケンス生成 

     送信側では、ＡＴＭセルヘッダ全体に対してＨＥＣ値を計算し、結果を所定のヘッダフィールドに挿入します。 

    ヘッダ誤りの記述に用いられる表記方は、巡回符号の特性に基づいています。ｎ要素を持つ符号語の各要素は、 

    ｎ－１次の多項式の係数となります。これらの係数は０か１で、多項式演算はモジュロ２の演算によって行わ 

    れます。ＨＥＣフィールド以外のヘッダの内容を表す多項式は、ヘッダの第１ビットが最高次の項の係数とな 

    るように生成されます。ＨＥＣフィールドは８ビットのビット列からなります。それは、ＨＥＣ以外の内容に 

    Ｘ８をかけ、生成多項式Ｘ８＋Ｘ２＋Ｘ＋１で割った（モジュロ２）余りです。 

     送信側では、余りを演算する素子のレジスタは、初期値が全て０に設定され、生成多項式でＨＥＣとしてフ 

    ィ―ルド以外の内容を割り算することにより更新されます。演算結果の余りは８ビットのＨＥＣとして送信さ 

    れます。 

     ビットスリップ時のセル同期の性能を改善するために、以下の方法をとります。 

      ・生成多項式によって演算されるＨＥＣビットは、ヘッダの最終バイトに挿入される前に、８ビットパタ 

       ーンが加算されます。 

      ・そのパターンは、０１０１０１０１です。 

      ・受信側では、ヘッダのシンドローム演算を行う前に、８ビットのＨＥＣから同じパターンを減算（加算 

       と等価です）します。 

     この演算は、ＨＥＣの誤り検出／訂正能力に対して影響を与えません。 

     ＨＥＣの送受信規定を表３．９に、誤りビットの判定法（シンドローム演算結果から誤りビット判定します） 

    を表３．１０に示します。 

 

表３．９  ＨＥＣの送受信規定 

 

項     目 内         容 

誤り訂正／検出符号 生成多項式Ｘ８＋Ｘ２＋Ｘ＋１のＣＲＣ－８を用いる 

送
信
側
規
定 

ＨＥＣ規定 

以下の手順でＨＥＣフィールドを生成する。 

（１）セルのヘッダ４バイトを、伝送順の先頭（第１バイトの第８ビット）を最高次として多項式を 

   表現する。 

（２）上記多項式にＸ８をかける。 

（３）生成多項式Ｘ８＋Ｘ２＋Ｘ＋１で割り、余りの多項式を求める。 

（４）余りの多項式の係数（１バイト）に“０１０１０１０１”をモジュロ２で加算し、結果をＨＥ 

   Ｃフィールドに収容する。 

受
信
側
規
定 

シンドローム

演算方法 

以下の手順でシンドロームを求める。 

（１）セルヘッダの中のＨＥＣフィールドに“０１０１０１０１”をモジュロ２で加算する。 

（２）上記処理をしたヘッダ（５バイト）を、伝送順の先頭（バイト１のビット８）を最高次として 

   多項式を表現する。 

（３）上記多項式を生成多項式Ｘ８＋Ｘ２＋Ｘ＋１で割った余りを求める。 

（４）上記余りの多項式の係数（１バイト）をシンドロームとする。 

モード遷移 図３．１２に基づき誤り訂正モードと誤り検出モードの遷移を行う。 

誤り訂正モー

ドでの動作 

シンドロームから表３．１０に基づき誤りビットを判定する。 

図３．１３に基づきヘッダの誤りを処理する。 
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表３．１０  誤りビットの判定 

 

シンドローム 
誤り位置 

シンドローム 
誤り位置 

ﾋﾞｯﾄ ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ ﾊﾞｲﾄ 

００１１０００１ 

１００１１０１１ 

１１００１１１０ 

０１１００１１１ 

１０１１００００ 

０１０１１０００ 

００１０１１００ 

０００１０１１０ 

８ 

７ 

６ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

１ 

０１０１０１００ 

００１０１０１０ 

０００１０１０１ 

３ 

２ 

１ 

３ 

１０００１００１ 

１１０００１１１ 

１１１０００００ 

０１１１００００ 

００１１１０００ 

０００１１１００ 

００００１１１０ 

０００００１１１ 

８ 

７ 

６ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

４ 

００００１０１１ 

１００００１１０ 

０１００００１１ 

１０１０００１０ 

０１０１０００１ 

１０１０１０１１ 

１１０１０１１０ 

０１１０１０１１ 

８ 

７ 

６ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

２ 
１０００００００ 

０１００００００ 

００１０００００ 

０００１００００ 

００００１０００ 

０００００１００ 

００００００１０ 

０００００００１ 

８

７

６ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

５ 

１０１１０１１０ 

０１０１１０１１ 

１０１０１１１０ 

０１０１０１１１ 

１０１０１０００ 

８ 

７ 

６ 

５ 

４ 

３ ００００００００ 誤りなし 

その他のパターン 訂正不能 

 

 

３．６ 空きセル 

 

ＡＴＭレイヤから有効セルが提供されない場合、速度調整のために空きセルを挿入します。受信側では、空き 

   セルに対しては、ＨＥＣの照合を含むセル同期のみ行います。 

    空きセル識別のためのヘッダパターンを表３．１１に示します。 

 

表３．１１  空きセル識別のためのヘッダパターン 

 バイト１ バイト２ バイト３ バイト４ バイト５ 

ヘッダ 

パターン 
00000000 00000000 00000000 00000001 

ＨＥＣ 

（有意コード） 

 

ペイロードの内容は０１１０１０１０の４８回繰り返し 

 

     （注）空きセルはＡＴＭレイヤに渡されないので、ＡＴＭレイヤの観点からはヘッダ及びペイロードの値は、 

        何も意味を持ちません。 
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３．７ ユーザ・網インタフェース上の保守・運用 

３．７．１  保守信号 

（１） ＲＤＩ信号 

       ＲＤＩ信号は、主信号の受信側の終端点で故障またはＡＩＳを検出したことを、送信側の終端点に通知 

      するための信号です。 

     （２）ＡＩＳ信号 

           ＡＩＳ信号は、伝送路（情報通信路）での故障発生時に、故障が発生したことを下流側へ通知するため 

      に用いる信号です。 

 

３．７．２ 警報転送図 

 

     （１） １芯式におけるユーザ・網インタフェースの警報転送図を図３．１４に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （注１）P-RDIの送信を行う場合もあります。                          

（注２）着信端末へ網からVP-AIS(VC-AIS)を送出する場合があります。                  

（注３）検出を行わない場合もあります。 

（注４）送出を行わない場合もあります。                              

                                                                                                   

図３．１４   １芯式における１５０M ユーザ・網インタフェースの警報転送図 

VP-RDI 

VP-AIS 
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：検出 ：発生 ：演算及び発生 

(注3) 
(注3) 
(注3) 

(注4) 

(注3) 
(注3) 
(注3) 

(注4) 

(注4) 

(注4) 

(注3) 

VP-AIS 

VP-RDI 
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（２） ２芯式におけるユーザ・網インタフェースの警報転送図を図３．１５に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

(注１)着信端末へ網からVP-AIS(VC-AIS)を送出しない場合があります。     

(注２)検出を行わない場合もあります。                     

（注３）送出を行わない場合もあります。                      

 

図３．１５   ２芯式における１５０M ユーザ・網インタフェースの警報転送図 
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  ３．７．３ 符号誤り監視 

 

（１） ＢＩＰ－Ｎ（Ｎ＝８，２４） 

セクション及びパスの誤り監視に用います。 

誤り監視を行う情報をＮビット毎に分割し、その全情報の１ビット目からＮビット目毎にパリティ演 

       算（偶数パリティ）したＮビットの演算結果をＢＩＰ－Ｎ符号といいます。ＢＩＰ－Ｎ符号は次のフレ 

       ームの誤り監視情報内の特定位置（ＳＯＨのＢ２バイト、ＰＯＨのＢ３バイト）に配置します。 

        ＢＩＰの演算方法と演算範囲は、ＴＴＣ標準ＪＴ-Ｇ７０７に準拠します。 

 

（２） ＢＩＰ演算方法 

 

ａ）Ｂ２バイト（ＢＩＰ－２４） 

         送信側：スクランブル前のＳＴＭ－１全ビット（ＳＯＨの第１～３行を除く）に対してＢＩＰ－２ 

             ４の演算を行い、その結果をスクランブル前の次のフレームのＢ２バイトに入れます。 

         受信側：デスクランブル後のＳＴＭ－１の全ビット（ＳＯＨ第１～３行を除く）に対してＢＩＰ－ 

             ２４の演算を行い、その結果をデスクランブル後の次のフレームのＢ２バイトと比較しま 

             す。 

 

         Ｂ２バイトを用いるセクション符号誤りの演算範囲を図３．１６に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．１６  Ｂ２バイト（ＢＩＰ－２４）を用いる演算範囲 

 

        ｂ）Ｂ３バイト（ＢＩＰ－８） 

 

         Ｂ３バイトを用いるセクション符号誤りの演算範囲を図３．１７に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．１７  Ｂ３バイト（ＢＩＰ―８）を用いる演算結果 

 

         

３ 

６ 
９行 

９行 

９ 

ＳＯＨ           ２７０バイト 

０ 

１２５μｓ 

２５０μｓ 

：ＢＩＰ演算範囲 Ｂ２：前フレームのＢＩＰ－２４演算結果 

１バイト 

９行 

９行 

２６１バイト 

０ 

１２５μｓ 

２５０μｓ 

：ＢＩＰ演算範囲 Ｂ３：前フレームのＢＩＰ－２４演算結果 

Ｂ２×３ 

スクランブル前 

ＳＴＭ－１ 

スクランブル前 

ＳＴＭ－１ 
１監視フレーム 

１監視フレーム 

１監視フレーム 

１監視フレーム 

スクランブル前  ＶＣ－４ 

スクランブル前 ＶＣ－４ 

Ｐ
Ｏ
Ｈ 

Ｂ３ 
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ｃ）符号誤り検出情報の送出 

         入力信号の符号誤り（ＢＩＰエラー）個数（②の比較結果）を送信フレームの次に示すバイトに入 

        れて送信する必要があります。 

 

        ・Ｍ１バイト（ＭＳ－ＲＥＩ） 

         ＢＩＰ演算結果を発出するためにＳＯＨ中のＭ１バイトの２～８ビットは、図３．１８のようにす 

        る必要があります。 

 

 Ｍ１  

   

ｂ１ ｂ２ ｂ３ ｂ４ ｂ５ ｂ６ ｂ７ ｂ８  

 

 誤り個数 

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０      ０個 

０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １個 

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ２個 

～  

０ ０ １ １ ０ ０ ０ ２４個 

 

     （注）その他のパターンを網が受信した場合は、誤り無しとみなします。 

 

図３．１８  ＭＳ－ＲＥＩ 

 

・ Ｇ１バイト（Ｐ－ＲＥＩ） 

ＢＩＰ演算結果を発出するためにＰＯＨ中のＧ１バイトの１～４ビットは、図３．１９に示す 

          ようにする必要があります。 

 

ｂ１ ｂ２ ｂ３ ｂ４ ｂ５ ｂ６ ｂ７ ｂ８ 

    誤り個数    

０ ０ ０ ０ ０個    

０ ０ ０ １ １個    

０ ０ １ ０ ２個    

～ ～    

１ ０ ０ ０ ８個    

 

     （注）その他のパターンを網が受信した場合は、誤り無しとみなします。 

 

図３．１９  Ｐ－ＲＥＩ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

111 

３．７．４ 故障情報 

 

（１） ＵＮＩ上の故障情報（ＮＴ１→ＴＥ／ＮＴ２方向の故障時） 

       ａ）ＴＥ／ＮＴ２は、ＬＯＳ、ＬＯＦ検出時に、ＮＴ１方向へＭＳ－ＲＤＩを発出する必要があります。 

  また、ＴＥ／ＮＴ２内部方向にＰ－ＡＩＳは発出する必要があります。 

ｂ）ＴＥ／ＮＴ２は、ＬＯＳ、ＬＯＦ、ＬＯＰ検出時に、ＮＴ１方向へＰ－ＲＤＩを発出する必要があり

ます。また、ＬＯＳ、ＬＯＦ、ＬＯＰ検出時に、ＴＥ／ＮＴ２内部方向にＶＰ－ＡＩＳ（ＡＴＭシェ

アリンクサービスでは、ＶＣ－ＡＩＳ）を送出する必要があります。 

       ｃ）ＴＥ／ＮＴ２は、ＢＩＰ－２４とＢＩＰ－８による誤り監視結果をそれぞれＭＳ－ＲＥＩとＰ－Ｒ 

         ＥＩとして常時ＮＴ１方向へ発出する必要があります。 

 

（２） ＵＮＩ上の故障情報（ＴＥ／ＮＴ２→ＮＴ１方向の故障時） 

ａ）ＮＴ１は、ＬＯＳ、ＬＯＦ検出時に、ＴＥ／ＮＴ２方向へＭＳ－ＲＤＩを発出します。 

ｂ）ＮＴ１は、ＢＩＰ－８による誤り監視結果をＰ－ＲＥＩとして常時ＮＴ１から発出されます。 

  （注）装置により発出しない場合もあります。 

 

（３） 故障情報の検出・発出条件 

ａ）検出条件 

  検出条件を表３．１２に示します。 

ｂ）発出条件 

  発出条件を表３．１３に示します。 
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表３．１２  検出条件 

種別 検出条件 解除条件 

出力断 ＴＦ 出力信号断 出力信号回復 

入力断 ＬＯＳ 入力信号断 入力信号回復 

フレーム同期はずれ ＬＯＦ 
フレーム同期パターン不一致を５回連続 

検知 

フレーム同期復帰（フレーム同期パターンの

一致２回連続検出） 

多重セクション誤り率劣化 ＭＳ－ＳＤ 

ＢＩＰ－２４（Ｂ２）により検出した伝送路誤り率

が１０-5以上で検出し、１０-7 以下で検出しな

い 

ＢＩＰ－２４（Ｂ２）により検出した伝送路誤り率

が１０-7以上で解除し、１０-5以上で解除しない 

送信 

多重セクション故障 

ＭＳ－ＲＤＩ 

（注） 

デスクランブル後のＫ２のｂ６～ｂ８ 

＝’１１０’ を３回連続受信 

デスクランブル後のＫ２のｂ６～ｂ８ 

≠’１１０’ を３回連続受信 

受信 

多重セクション誤り発生 

ＭＳ－ＥＲＲ

（注） 
ＢＩＰ－２４（Ｂ２）により誤りを検出 ＢＩＰ－２４（Ｂ２）により誤りを検出しない 

送信 

多重セクション誤り発生 

ＭＳ－ＲＥＩ

（注） 

Ｍ１により転送された送信パス誤りを 

検出 

Ｍ１により転送された送信パス誤りを 

検出しない 

ＡＵポインタ異常 
ＬＯＰ 

（注） 

異常ポインタ受信時 

（ＡＩＳポインタ受信除く） 
正常ポインタ受信時 

受信 

トランスミッションパス 

故障 

Ｐ－ＡＩＳ ＡＩＳポインタ受信時 正常ポインタ受信時 

セル同期はずれ ＬＣＤ ＨＥＣエラーを７回連続検出 ＨＥＣ正常を７回連続検出 

送信 

トランスミッションパス 

故障 

Ｐ－ＲＤＩ 

（注） 

デスクランブル後のＧ１のｂ５＝ 

’１’を３回連続受信 

デスクランブル後のＧ１のｂ５＝ 

’０’を３回連続受信 

受信 

トランスミッションパス 

誤り発生 

Ｐ－ＥＲＲ ＢＩＰ－８（Ｇ１）により誤りを検出 ＢＩＰ－８（Ｇ１）により誤りを検出しない 

送信 

トランスミッションパス 

誤り発生 

Ｐ－ＲＥＩ Ｐ－ＥＲＲ検出時 P－ＥＲＲを検出しない 

         （注）検出を行わない場合もあります。 

 

 

 

表３．１３  発出条件 

 

種  別 発出方法 発出条件 発出の解除条件 

ＭＳ－ＲＤＩ（注） 
スクランブル前のＫ２のｂ６－ｂ８ 

＝‘１１０‘ 

ＬＩにおけるＬＯＳ、 

ＬＯＦ（ＭＳ－ＳＤ）検出時 

ＬＩにおけるＬＯＳ、 

ＬＯＦ（ＭＳ－ＳＤ）回復時 

ＭＳ－ＲＥＩ 
１秒間にＺ２により転送された送信 

パス誤りを１個以上検出 
ＬＩにおけるＭＳ－ＥＲＲ検出時 ＬＩにおけるＭＳ－ＥＲＲ回復時 

Ｐ－ＡＩＳ 

ＶＣ－４及びＡＵ－４ポインタを 

ａｌｌ‘１’（ＡＵ－４ポインタを 

除くＳＯＨは正常値） 

ＵＮＩにおけるＬＯＳ、ＬＯＦ， 

ＬＯＰを検出時 

ＵＮＩにおけるＬＯＳ、ＬＯＦ、 

ＬＯＰ回復時 

Ｐ－ＲＤＩ（注） スクランブル前のＧ１のｂ５＝‘１’ 
ＬＯＰ、（ＬＣＤ） 

またはＰ－ＡＩＳ検出時 

ＬＯＰ、（ＬＣＤ） 

またはＰ－ＡＩＳ回復時 

Ｐ－ＲＥＩ 
ＢＩＰ－８による誤り監視結果をＧ１

バイトにより示す 
ＢＩＰ演算の結果、誤り個数検出時 ＢＩＰ演算の結果、誤り個数未検出時 

     （注）：発出しない場合もあります。 
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伝送品質等 
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ＡＴＭメガリンクサービスの県内回線における伝送品質等は、これまで提供してきました回線の実態調査結果

から推定しますと、ＬＩまたはＵＮＩ（以下「ＬＩ／ＵＮＩ」といいます。）において、以下のとおりです。 

 

１   ＡＴＭメガリンクサービス０．５Ｍｂｉｔ／ｓ～１３５Ｍｂｉｔ／ｓの場合 

１．１  セル損失、誤り特性（ＬＩ／ＵＮＩ相互間及びＬＩ／ＵＮＩ～相互接続点間） 

（１）  セル損失率（注１） 

セル損失率は１０－８以下で国際勧告値を満足しています。 

（２）  セル誤り率（注２） 

セル誤り率は４×１０－7以下で国際勧告値を満足しています。 

 

１．２  伝搬遅延時間（注３） 

平均的な伝搬遅延時間は概ね以下のとおりです。 

（ＬＩ／ＵＮＩ相互間） 

 ・１．９（ｍｓ） 

（ＬＩ／ＵＮＩ～相互接続点間） 

・１．６（ｍｓ） 

 

（注１）情報伝達の良好さと正確さをセルが何個中に１個損失するかの確率で示す。 

（注２）情報伝達の良好さと正確さをセルが何個中に１個誤るかの確率で示す。 

（注３）情報伝達の遅れを両端で情報が到達する時間で示す。 

 

 

〔備考１〕伝搬遅延時間については、あくまでも参考値でありこの数値を保証するものではありません。 

〔備考２〕ＡＴＭメガリンクサービス６００Ｍbit/s品目の伝送品質等は記載しておりません。 

〔備考３〕他事業者の中継回線をご利用の場合は、中継回線部分の伝送品質等については各回線提供事業 

     者へお問合せ下さい。 
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ピークセル速度とセルレートの関係 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 117 

１．ピークセル速度とセルレートの関係（デュアルクラス・シングルクラス）１／４ 

 

ピークセル速度 セルレート セル速度（bit/s） 情報速度（bit/s） 

（Mbit/s） （セル数/秒） ＜ｾﾙﾍｯﾀﾞ含む＞ ＜ｾﾙﾍｯﾀﾞ含まず＞ 

0.5 1,180  500,320  453,120  

1 2,359  1,000,216  905,856  

2 4,717  2,000,008  1,811,328  

3 7,076  3,000,224  2,717,184  

4 9,434  4,000,016  3,622,656  

5 11,793  5,000,232  4,528,512  

6 14,151  6,000,024  5,433,984  

7 16,510  7,000,240  6,339,840  

8 18,868  8,000,032  7,245,312  

9 21,227  9,000,248  8,151,168  

10 23,585  10,000,040  9,056,640  

11 25,944  11,000,256  9,962,496  

12 28,302  12,000,048  10,867,968  

13 30,661  13,000,264  11,773,824  

14 33,019  14,000,056  12,679,296  

15 35,378  15,000,272  13,585,152  

16 37,736  16,000,064  14,490,624  

17 40,095  17,000,280  15,396,480  

18 42,453  18,000,072  16,301,952  

19 44,812  19,000,288  17,207,808  

20 47,170  20,000,080  18,113,280  

21 49,529  21,000,296  19,019,136  

22 51,887  22,000,088  19,924,608  

23 54,246  23,000,304  20,830,464  

24 56,604  24,000,096  21,735,936  

25 58,963  25,000,312  22,641,792  

26 61,321  26,000,104  23,547,264  

27 63,680  27,000,320  24,453,120  

28 66,038  28,000,112  25,358,592  

29 68,397  29,000,328  26,264,448  

30 70,755  30,000,120  27,169,920  

31 73,114  31,000,336  28,075,776  

32 75,472  32,000,128  28,981,248  

33 77,831  33,000,344  29,887,104  

34 80,189  34,000,136  30,792,576  

網掛部分はATMシェアリンクサービスと共通です。 
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１． ピークセル速度とセルレートの関係（デュアルクラス・シングルクラス）２／４ 

 

ピークセル速度 セルレート セル速度（bit/s） 情報速度（bit/s） 

（Mbit/s） （セル数/秒） ＜ｾﾙﾍｯﾀﾞ含む＞ ＜ｾﾙﾍｯﾀﾞ含まず＞ 

35 82,548  35,000,352  31,698,432  

36 84,906  36,000,144  32,603,904  

37 87,265  37,000,360  33,509,760  

38 89,623  38,000,152  34,415,232  

39 91,982  39,000,368  35,321,088  

40 94,340  40,000,160  36,226,560  

41 96,699  41,000,376  37,132,416  

42 99,057  42,000,168  38,037,888  

43 101,416  43,000,384  38,943,744  

44 103,774  44,000,176  39,849,216  

45 106,133  45,000,392  40,755,072  

46 108,491  46,000,184  41,660,544  

47 110,850  47,000,400  42,566,400  

48 113,208  48,000,192  43,471,872  

49 115,567  49,000,408  44,377,728  

50 117,925  50,000,200  45,283,200  

51 120,284  51,000,416  46,189,056  

52 122,642  52,000,208  47,094,528  

53 125,000  53,000,000  48,000,000  

54 127,359  54,000,216  48,905,856  

55 129,717  55,000,008  49,811,328  

56 132,076  56,000,224  50,717,184  

57 134,434  57,000,016  51,622,656  

58 136,793  58,000,232  52,528,512  

59 139,151  59,000,024  53,433,984  

60 141,510  60,000,240  54,339,840  

61 143,868  61,000,032  55,245,312  

62 146,227  62,000,248  56,151,168  

63 148,585  63,000,040  57,056,640  

64 150,944  64,000,256  57,962,496  

65 153,302  65,000,048  58,867,968  

66 155,661  66,000,264  59,773,824  

67 158,019  67,000,056  60,679,296  

68 160,378  68,000,272  61,585,152  
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１． ピークセル速度とセルレートの関係（デュアルクラス・シングルクラス）３／４ 

 

ピークセル速度 セルレート セル速度（bit/s） 情報速度（bit/s） 

（Mbit/s） （セル数/秒） ＜ｾﾙﾍｯﾀﾞ含む＞ ＜ｾﾙﾍｯﾀﾞ含まず＞ 

69 162,736  69,000,064  62,490,624  

70 165,095  70,000,280  63,396,480  

71 167,453  71,000,072  64,301,952  

72 169,812  72,000,288  65,207,808  

73 172,170  73,000,080  66,113,280  

74 174,529  74,000,296  67,019,136  

75 176,887  75,000,088  67,924,608  

76 179,246  76,000,304  68,830,464  

77 181,604  77,000,096  69,735,936  

78 183,963  78,000,312  70,641,792  

79 186,321  79,000,104  71,547,264  

80 188,680  80,000,320  72,453,120  

81 191,038  81,000,112  73,358,592  

82 193,397  82,000,328  74,264,448  

83 195,755  83,000,120  75,169,920  

84 198,114  84,000,336  76,075,776  

85 200,472  85,000,128  76,981,248  

86 202,831  86,000,344  77,887,104  

87 205,189  87,000,136  78,792,576  

88 207,548  88,000,352  79,698,432  

89 209,906  89,000,144  80,603,904  

90 212,265  90,000,360  81,509,760  

91 214,623  91,000,152  82,415,232  

92 216,982  92,000,368  83,321,088  

93 219,340  93,000,160  84,226,560  

94 221,699  94,000,376  85,132,416  

95 224,057  95,000,168  86,037,888  

96 226,416  96,000,384  86,943,744  

97 228,774  97,000,176  87,849,216  

98 231,133  98,000,392  88,755,072  

99 233,491  99,000,184  89,660,544  

100 235,850  100,000,400  90,566,400  

101 238,208  101,000,192  91,471,872  

102 240,567  102,000,408  92,377,728  

103 242,925  103,000,200  93,283,200  
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１．ピークセル速度とセルレートの関係（デュアルクラス・シングルクラス）４／４ 

 

ピークセル速度 セルレート セル速度（bit/s） 情報速度（bit/s） 

（Mbit/s） （セル数/秒） ＜ｾﾙﾍｯﾀﾞ含む＞ ＜ｾﾙﾍｯﾀﾞ含まず＞ 

104 245,284  104,000,416  94,189,056  

105 247,642  105,000,208  95,094,528  

106 250,000  106,000,000  96,000,000  

107 252,359  107,000,216  96,905,856  

108 254,717  108,000,008  97,811,328  

109 257,076  109,000,224  98,717,184  

110 259,434  110,000,016  99,622,656  

111 261,793  111,000,232  100,528,512  

112 264,151  112,000,024  101,433,984  

113 266,510  113,000,240  102,339,840  

114 268,868  114,000,032  103,245,312  

115 271,227  115,000,248  104,151,168  

116 273,585  116,000,040  105,056,640  

117 275,944  117,000,256  105,962,496  

118 278,302  118,000,048  106,867,968  

119 280,661  119,000,264  107,773,824  

120 283,019  120,000,056  108,679,296  

121 285,378  121,000,272  109,585,152  

122 287,736  122,000,064  110,490,624  

123 290,095  123,000,280  111,396,480  

124 292,453  124,000,072  112,301,952  

125 294,812  125,000,288  113,207,808  

126 297,170  126,000,080  114,113,280  

127 299,529  127,000,296  115,019,136  

128 301,887  128,000,088  115,924,608  

129 304,246  129,000,304  116,830,464  

130 306,604  130,000,096  117,735,936  

131 308,963  131,000,312  118,641,792  

132 311,321  132,000,104  119,547,264  

133 313,680  133,000,320  120,453,120  

134 316,038  134,000,112  121,358,592  

135 317,886  134,783,664  122,068,224  
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２．VP速度とセルレートの関係（エクストラクラス）１／４ 

 

VP速度 セルレート セル速度（bit/s） 情報速度（bit/s） 

（Mbit/s） （セル数/秒） ＜ｾﾙﾍｯﾀﾞ含む＞ ＜ｾﾙﾍｯﾀﾞ含まず＞ 

0.25 590 250,160 226,560 

0.5 1,180  500,320  453,120  

1 2,359  1,000,216  905,856  

1.5 3,538  1,500,112  1,358,592  

2 4,717  2,000,008  1,811,328  

2.5 5,897  2,500,328  2,264,448  

3 7,076  3,000,224  2,717,184  

3.5 8,255  3,500,120  3,169,920  

4 9,434  4,000,016  3,622,656  

4.5 10,614  4,500,336  4,075,776  

5 11,793  5,000,232  4,528,512  

5.5 12,972  5,500,128  4,981,248  

6 14,151  6,000,024  5,433,984  

6.5 15,331  6,500,344  5,887,104  

7 16,510  7,000,240  6,339,840  

7.5 17,689  7,500,136  6,792,576  

8 18,868  8,000,032  7,245,312  

8.5 20,048  8,500,352  7,698,432  

9 21,227  9,000,248  8,151,168  

9.5 22,406  9,500,144  8,603,904  

10 23,585  10,000,040  9,056,640  

10.5 24,765  10,500,360  9,509,760  

11 25,944  11,000,256  9,962,496  

11.5 27,123  11,500,152  10,415,232  

12 28,302  12,000,048  10,867,968  

12.5 29,482  12,500,368  11,321,088  

13 30,661  13,000,264  11,773,824  

13.5 31,840  13,500,160  12,226,560  

14 33,019  14,000,056  12,679,296  

14.5 34,199  14,500,376  13,132,416  

15 35,378  15,000,272  13,585,152  

15.5 36,557  15,500,168  14,037,888  

16 37,736  16,000,064  14,490,624  

16.5 38,916  16,500,384  14,943,744  

17 40,095  17,000,280  15,396,480  
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２．VP速度とセルレートの関係（エクストラクラス）２／４ 

 

VP速度 セルレート セル速度（bit/s） 情報速度（bit/s） 

（Mbit/s） （セル数/秒） ＜ｾﾙﾍｯﾀﾞ含む＞ ＜ｾﾙﾍｯﾀﾞ含まず＞ 

17.5 41,274  17,500,176  15,849,216  

18 42,453  18,000,072  16,301,952  

18.5 43,633  18,500,392  16,755,072  

19 44,812  19,000,288  17,207,808  

19.5 45,991  19,500,184  17,660,544  

20 47,170  20,000,080  18,113,280  

20.5 48,350  20,500,400  18,566,400  

21 49,529  21,000,296  19,019,136  

21.5 50,708  21,500,192  19,471,872  

22 51,887  22,000,088  19,924,608  

22.5 53,067  22,500,408  20,377,728  

23 54,246  23,000,304  20,830,464  

23.5 55,425  23,500,200  21,283,200  

24 56,604  24,000,096  21,735,936  

24.5 57,784  24,500,416  22,189,056  

25 58,963  25,000,312  22,641,792  

25.5 60,142  25,500,208  23,094,528  

26 61,321  26,000,104  23,547,264  

26.5 62,500  26,500,000  24,000,000  

27 63,680  27,000,320  24,453,120  

27.5 64,859  27,500,216  24,905,856  

28 66,038  28,000,112  25,358,592  

28.5 67,217  28,500,008  25,811,328  

29 68,397  29,000,328  26,264,448  

29.5 69,576  29,500,224  26,717,184  

30 70,755  30,000,120  27,169,920  

30.5 71,934  30,500,016  27,622,656  

31 73,114  31,000,336  28,075,776  

31.5 74,293  31,500,232  28,528,512  

32 75,472  32,000,128  28,981,248  

32.5 76,651  32,500,024  29,433,984  

33 77,831  33,000,344  29,887,104  

33.5 79,010  33,500,240  30,339,840  

34 80,189  34,000,136  30,792,576  

34.5 81,368  34,500,032  31,245,312  
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２． VP速度とセルレートの関係（エクストラクラス）３／４ 

 

VP速度 セルレート セル速度（bit/s） 情報速度（bit/s） 

（Mbit/s） （セル数/秒） ＜ｾﾙﾍｯﾀﾞ含む＞ ＜ｾﾙﾍｯﾀﾞ含まず＞ 

35 82,548  35,000,352  31,698,432  

35.5 83,727  35,500,248  32,151,168  

36 84,906  36,000,144  32,603,904  

36.5 86,085  36,500,040  33,056,640  

37 87,265  37,000,360  33,509,760  

37.5 88,444  37,500,256  33,962,496  

38 89,623  38,000,152  34,415,232  

38.5 90,802  38,500,048  34,867,968  

39 91,982  39,000,368  35,321,088  

39.5 93,161  39,500,264  35,773,824  

40 94,340  40,000,160  36,226,560  

40.5 95,519  40,500,056  36,679,296  

41 96,699  41,000,376  37,132,416  

41.5 97,878  41,500,272  37,585,152  

42 99,057  42,000,168  38,037,888  

42.5 100,236  42,500,064  38,490,624  

43 101,416  43,000,384  38,943,744  

43.5 102,595  43,500,280  39,396,480  

44 103,774  44,000,176  39,849,216  

44.5 104,953  44,500,072  40,301,952  

45 106,133  45,000,392  40,755,072  

45.5 107,312  45,500,288  41,207,808  

46 108,491  46,000,184  41,660,544  

46.5 109,670  46,500,080  42,113,280  

47 110,850  47,000,400  42,566,400  

47.5 112,029  47,500,296  43,019,136  

48 113,208  48,000,192  43,471,872  

48.5 114,387  48,500,088  43,924,608  

49 115,567  49,000,408  44,377,728  

49.5 116,746  49,500,304  44,830,464  

50 117,925  50,000,200  45,283,200  

50.5 119,104  50,500,096  45,735,936  

51 120,284  51,000,416  46,189,056  

51.5 121,463  51,500,312  46,641,792  

52 122,642  52,000,208  47,094,528  
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２．VP速度とセルレートの関係（エクストラクラス）４／４ 

 

VP速度 セルレート セル速度（bit/s） 情報速度（bit/s） 

（Mbit/s） （セル数/秒） ＜ｾﾙﾍｯﾀﾞ含む＞ ＜ｾﾙﾍｯﾀﾞ含まず＞ 

52.5 123,821  52,500,104  47,547,264  

53 125,000  53,000,000  48,000,000  

53.5 126,180  53,500,320  48,453,120  

54 127,359  54,000,216  48,905,856  

54.5 128,538  54,500,112  49,358,592  

55 129,717  55,000,008  49,811,328  

55.5 130,897  55,500,328  50,264,448  

56 132,076  56,000,224  50,717,184  

56.5 133,255  56,500,120  51,169,920  

57 134,434  57,000,016  51,622,656  

57.5 135,614  57,500,336  52,075,776  

58 136,793  58,000,232  52,528,512  

58.5 137,972  58,500,128  52,981,248  

59 139,151  59,000,024  53,433,984  

59.5 140,331  59,500,344  53,887,104  

60 141,510  60,000,240  54,339,840  

60.5 142,689  60,500,136  54,792,576  

61 143,868  61,000,032  55,245,312  

61.5 145,048  61,500,352  55,698,432  

62 146,227  62,000,248  56,151,168  

62.5 147,406  62,500,144  56,603,904  

63 148,585  63,000,040  57,056,640  

63.5 149,765  63,500,360  57,509,760  

64 150,944  64,000,256  57,962,496  

64.5 152,123  64,500,152  58,415,232  

65 153,302  65,000,048  58,867,968  

65.5 154,482  65,500,368  59,321,088  

66 155,661  66,000,264  59,773,824  

66.5 156,840  66,500,160  60,226,560  

67 158,019  67,000,056  60,679,296  

67.5 158,943  67,391,832  61,034,112  
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NTT西が提供するNT１には、ＡＴＭ－ＤＳＵとＡＴＭ－ＯＮＵがあります。２芯式の場合にはＡＴＭ－ＤＳＵ 

を、１芯式の場合にはＡＴＭ－ＯＮＵを用います。 

本項では、そのＡＴＭ－ＤＳＵ、ＡＴＭ－ＯＮＵの諸元を示します。 
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１．ＡＴＭ-ＤＳＵ 

 

１．１  形状と寸法 （参考値） 

     ＡＴＭ－ＤＳＵの形状及び寸法（参考値）を図１．１に示します。また、１９インチラックへの搭載例を 

  図１．２に示します。尚、ＡＴＭ－ＤＳＵの質量は５．５kg以下となります。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．１ ＡＴＭ-ＤＳＵの形状及び寸法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．２ ＡＴＭ－ＤＳＵの１９インチラック搭載例 

 

 

１．２  設置環境 

      本装置は、温度０～４０℃、湿度５～８０％（但し、結露していない状態）の条件下で普通室内に設置し 

     使用するものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

212 mm以下

いか 

152 mm以下 

55 mm以下 

１９インチラック 

１９インチラック 
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１．３  使用電源 

      本装置に給電する電源は、表１．１を満足する交流100Ｖ電源（標準周波数50Ｈｚ及び60Ｈｚ）或いは 

表１．２を満足する直流－48V電源とします。 

     また、本装置ご利用の際は、必ずアースケーブルをご用意下さい。 

 

表１．１ 電源入力条件（AC 100V電源） 

 電源条件 

ピーク値 140V±10％ 

実効値 100V±10％ 

波形 正弦波、矩形波、台形波 

消費電力 最大12.0Ｗ 

 

表１．２ 電源入力条件（DC -48V電源） 

 電源条件 

入力電圧範囲 －42V～－53V 

消費電力 最大12.0W 

 

 

１．４  ランプ表示 

   ＡＴＭ１５０M－ＤＳＵのランプの点灯条件を表１．３に示します。 

 

表１．３ ランプの点灯条件 

表示文字 色 点灯条件 

ＰＷＲ 緑 電源作動中に点灯する。 

ＴＥＳＴ 黄 ループ試験実行中に点灯する。 

ＳＬＩ 赤 ＬＴ～ＤＳＵ間の異常を検出した場合点灯する。 

ＵＮＩ 赤 ＵＮＩ側の異常を検出した場合に点灯する。 

ＥＱＰ 赤 自己診断により装置異常を検出した場合に点灯する。 
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２．ＡＴＭ-ＯＮＵ 

 

２．１  形状と寸法 （参考値） 

     ＡＴＭ－ＯＮＵの形状及び寸法（参考値）を図２．１に示します。また、１９インチラックへの搭載例を 

  図２．２に示します。尚、ＡＴＭ－ＯＮＵの質量は５．５kg以下となります。 

※ 当社の都合によりTypeＡ、TypeＢ或いはTypeONTを使用します。お客様がTypeＡ、TypeＢ、TypeONTの選

択をすることはできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．１ ＡＴＭ-ＯＮＵの形状及び寸法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．２ ＡＴＭ-ＯＮＵの１９インチラック搭載例 

 

 

210 mm 

 以下 

300 mm以下 

100 mm 

    以下 

（ＡＴＭ－ＯＮＵ  ＴｙｐｅＡ） 

210 mm以下 

350 mm以下 

100 mm 

  以下 

（ＡＴＭ－ＯＮＵ  ＴｙｐｅＢ） 

１９インチラック 

ＴｙｐｅＡ 

ＴｙｐｅB/ONT 

210 mm以下 

370mm以下 

90 mm 

  以下 

（ＡＴＭ－ＯＮＵ  ＴｙｐｅONT） 

ＴｙｐｅB/ONT 
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２．２  設置環境 

      本装置は、温度０～４０℃、湿度５～８０％（但し、結露していない状態）の条件下で普通室内に設置 

     し使用するものとします。 

 

２．３  使用電源 

      本装置に給電する電源は、表２．１を満足する交流100Ｖ電源（標準周波数50Ｈｚ及び60Ｈｚ）、或いは 

表２．２を満足する直流－48V電源とします。 

また、本装置ご利用の際は、必ずアースケーブルをご用意下さい。 

 

表２．１ 電源入力条件（AC 100V電源） 

 電源条件 

ピーク値 140V±10％ 

実効値 100V±10％ 

波形 正弦波、矩形波、台形波 

消費電力 最大22.0W 

                        

表２．２ 電源入力条件（DC -48V電源） 

 電源条件 

入力電圧範囲 －42V～－53V 

消費電力 最大21.0W 

 

２．４  ＵＮＩ主要諸元 

    ＡＴＭ－ＯＮＵのＵＮＩは装備するラインカードによって異なります。各ラインカードの主要諸元を表２．３に示しま 

   す。 

 

表２．３  ラインカードの主要諸元 

               ２５Ｍ ４５Ｍ １５０Ｍ 

適用ケーブル ＵＴＰケーブル 

（１００Ω ）  

同軸ケーブル 

（７５Ω ）  

ＳＭ型／ＧＩ型 

光ファイバケーブル 

伝送速度 ２５．６Ｍbit/s ４４．７３６Ｍbit/s １５５．５２Ｍbit/s 

符号 ＮＲＺＩ Ｂ３ＺＳ ＮＲＺ 

適合コネクタ ＲＪ-４５ ＢＮＣ 単心ＳＣ 

 

２．５  ランプ表示 

ＡＴＭ－ＯＮＵのランプの点灯条件を表２．４に示します。 

 

表２．４ ランプの点灯条件 

表示文字 色 点灯条件 

ＰＷＲ 緑 電源作動中に点灯する。 

ＥＱＰ 赤 自己診断によりＯＮＵ共通部異常を検出した場合に点灯する。 

ＬＩ 赤 ＬＴ～ＯＮＵ間の異常を検出した場合点灯する。 

ＬＣ１ 赤 ＵＮＩ側またはラインカード１の異常を検出した場合に点灯する。 

ＴＥＳＴ１ 橙 ラインカード１のループ試験実行中に点灯する。 

       ＴｙｐｅONTにはＴＥＳＴ１はございません。 

項目 UNI 
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２．６   ＡＴＭ－集合ＯＮＵ 

     ＡＴＭ－集合ＯＮＵの形状及び寸法（参考値）を図２．３に示します。1台で最大４つのＵＮＩを 

  提供可能です。尚、ＡＴＭ－集合ＯＮＵの質量は４５kg以下となります。 

 

 

 

 

 

 

                     

                ６５０ｍｍ 

                 以下 

                                                                                                                                               

                                                                   

                                                                   

                                                                 

４４０ｍｍ以下                                                                  

                                                                 

                                 ４２０ｍｍ以下                                                                                                           

                                  

図２．３  ＡＴＭ－集合ＯＮＵの形状及び寸法 
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本資料とＴＴＣ標準及びＩＴＵ－Ｔ勧告との関係 

 

      本資料は、ＡＴＭに関するＴＴＣ標準及びＩＴＵ－Ｔ勧告に準拠しています。各レイヤと標準／勧告と      

     の対応関係を表１．１に示します。   

 

 

表１．１  各レイヤと標準／勧告との対応関係 

レイヤ           １５０Mbit/s ４５Mbit/s ２５Mbit/s 

ＡＴＭレイヤ 

ＴＴＣ標準JT-I150［ITU-T勧告I.150］ （ＡＴＭ機能特性） 

ＴＴＣ標準JT-I361［ITU-T勧告I.361］ （ＡＴＭレイヤ仕様） 

ＴＴＣ標準JT-I610［ITU-T勧告I.610］ （運用保守原則と機能） 

ＴＴＣ標準JT-I371［ITU-T勧告I.371］ （トラヒック制御と輻輳制御） 

ＴＴＣ標準JT-I356［ITU-T勧告I.356］ （ＡＴＭレイヤセル転送性能） 

  伝送 

コンバージェンス

サブレイヤ 

ＴＴＣ標準JT-I432.1/2［ITU-T勧告I.432.1/2］  

（伝送コンバージェンスサブレイヤ） 

ＴＴＣ標準JT-I432.5 

［ITU-T勧告I.432.5］  

（物理媒体サブレイ

ヤ仕様・伝送コンバー

ジェンスサブレイヤ

仕様） 

ＴＴＣ標準JT-G707  

（レイヤ１仕様：フレーム構成） 

ＩＴＵ-Ｔ勧告G.804  

（フレーム構成） 

 
   

物
理
媒
体
レ
イ
ヤ 

物理的

条件 

ＴＴＣ標準JT-I432.1/2   

［ITU-T勧告I.432.1/2］ 

（物理媒体レイヤ仕様） 

ＩＴＵ-Ｔ勧告G.651 G.652 

（光ファイバケーブル仕様） 

ＡＴＭ 

-Ｆｏｒｕｍ 

(PhysicalLayer 

Interface 

Specification) 

ＩＴＵ-Ｔ勧告G.703 

（電気・物理仕様） 

 

光学的

条件 

ＴＴＣ標準JT-I432.1/2 

［ITU-T勧告I.432.1/2］ 

（物理媒体レイヤ仕様） 

ＴＴＣ標準JT-G957 

［ITU-T勧告G.957］ 

（ＳＤＨ多重系光インタフェース条件） 

                            プロトコル参照モデル：ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３２１ 

 

 

 

 

 

 

 


